
単位 時間 単位 時間 単位 時間 単位 時間

170 統計学 手塚　雅之 1 24

171 情報科学 手塚　雅之 　 30

172 心理学 橋本　景子 2 30

173 哲学 井上　環 1 24

174 教育学 井上　環 1 24

175 英語 濱松　健二 2 30

176 保健体育 深瀬　勝久 2 30

177 社会学 佐々木　和裕 1 24

178 人間関係論 深瀬　勝久 2 30

179 解剖学Ⅰ 肥後　心平 1 30

180 解剖学Ⅱ 澤井　信彦 1 30

181 解剖学Ⅲ 五十嵐　広明 1 30

182 生理学Ⅰ 黒澤　美枝子 1 30

183 生理学Ⅱ 黒澤　美枝子 1 30

184 生理学実習 坪井　美行　他 1 30

185 機能解剖学Ⅰ 福澤　阿弾 1 30

186 機能解剖学Ⅱ 福澤　阿弾 1 30

187 機能解剖学Ⅲ 阿部　英人 1 30

188 運動学Ⅰ 栗原　美里 1 30

189 人間発達学 石川　晴 1 30

190 臨床心理学 橋本　景子 2 30

191 小児科学 高木篤史・岡田創 1 15

192 精神医学 埜崎　都代子 2 30

193 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学概論Ⅰ 草野　修輔 2 30

194 作業療法概論 手塚　雅之　他 1 30

195 基礎作業学 大倉　久美子 1 24

196 基礎作業学演習 栗原・田中 1 30

197 体験実習 手塚　雅之 1 45

198 身体障害評価学Ⅰ 福澤　阿弾 1 30

199 作業療法基礎演習Ⅰ 福澤　阿弾 1 30

200 運動学Ⅱ 栗原　美里 1 30

201 運動学実習 栗原　美里 1 30

202 病理学概論 プルカット・アルミラ 1 15

203 内科学・老年学Ⅰ 佐久間　肇 2 30

204 内科学・老年学Ⅱ 佐久間　肇 2 30

205 整形外科学Ⅰ 飛松　好子 2 30
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206 整形外科学Ⅱ 飛松　好子 2 30

207 神経内科学Ⅰ 加藤　陽久 2 30

208 神経内科学Ⅱ 加藤　陽久 2 30

209 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学概論Ⅱ 佐々木　和裕他 2 30

210 地域実習セミナー 柴田　美雅 1 30

211 作業療法管理学 五十嵐　千代子 2 30

212 身体障害評価学Ⅱ 五十嵐・伴野 2 48

213 身体障害評価学演習 伴野　麻矢 1 45

214 精神障害評価学 手塚　雅之 1 30

215 発達障害評価学 大西　麓子 1 30

216 作業療法基礎演習Ⅱ 手塚・阿部・大西 2 60

217 身体障害治療学Ⅰ 阿部・五十嵐 1 30

218 身体障害治療学Ⅱ 柴田・伴野 1 30

219 精神障害治療学Ⅰ 山下　高介 1 30

220 精神障害治療学Ⅱ 山下　高介 1 30

221 発達障害治療学Ⅰ 大西　麓子・小山　和代 1 30

222 発達障害治療学Ⅱ 大西　麓子・小山　和代 1 30

223 日常生活活動学 柴田　美雅 1 30

224 地域作業療法学Ⅰ 柴田　美雅 2 30

225 地域実習 OT教員 1 45

226 作業療法研究法 手塚　雅之 1 15

227 作業療法特講 OT学科教員 1 24

228 作業療法総合演習Ⅰ OT学科教員 2 60

229 作業療法臨床セミナーⅠ OT学科教員 2 60

230 身体障害治療学Ⅲ 伴野・仲木 1 30

231 身体障害治療学演習 伴野　麻矢 1 45

232 精神障害治療学演習 手塚　雅之 1 45

233 発達障害治療学演習 大西・小山・佐々木・馬場 1 30

234 老年期障害治療学 阿部　英人 2 60

235 日常生活活動学演習 五十嵐　千代子 1 45

236 高次脳機能障害治療学 伴野　麻矢 1 30

237 職業関連活動学 柴田　美雅 1 30

238 作業療法総合演習Ⅱ OT教員 2 60

239 臨床実習Ⅰ OT教員 6 270

240 作業療法特論 OT教員 12 360

241 作業療法臨床セミナーⅡ OT教員 2 60

242 地域作業療法学Ⅱ 栗原　美里 2 30

243 臨床実習Ⅱ OT教員 16 720
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作業療法学科昼間部

科 目 統計学 単位・時間数 1単位・24時間

担当講師 手塚雅之 必で診「 年 1年生後期

資格 精神ず科さ病わ院の臨床経験5年、その後「専門学校」を中心に教育歴19年。養成教育に
実績経験 作業療法士・健康運動術実)践指導者 た りながら、身障系病院、高齢者施設、精神病院などでも経験を重ねた。それ

-修士(学 らの実務経験をもとに講義を行う。

現在、医療・福祉の領域では裏付けのあるデータに基づいた治療を進めることが大前提となっており、学会発表や

位授置業づのけ
新しい治療法の確立の際などにも統計処理がされることが多くなっている。リハビリテーション領域についても統
計処資理が用いられるととが当たり前となってきているため、初学者向けになるべく身近な例を提示し、わかりやす
い 料を用いて解説し、統計学を身近に感じてもらうことを目指す。

到達目標
( 1 )統計学の基礎事項について説明できる。 (2)裏付けのある医療を進める際に、統計処理が用いられてい

ることを説明できる. ( 3 )社会的なデータを自分なりに解釈し、自分の意見を述べることができる。

授業形態 講義・演習 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 統計学の概要 科学的思考と統計学.記述統計、平均、中央値。

2回 統計学の基礎(1 ) ヒストグフム、尺度

3回 統計学の基礎 (2) ぱらつき、偏差、分散

4回 正規分布 正規分布と仮設検定

5回 正規分布の使用 平均値目比較(t検定)

6回 統計処理について E附と統計処理

7回 各種検定(1) 相関関係

8@1 データの活用 社会動向と統計

9回 検定の実際 クラス内における実際のデータと統計検定

10回 各種検定 (2) 各種統計データ

11回 各種検定 (3) 回帰分析・分散分析

12回 データと解釈 社会的データと解釈

試験100% 受講上のJレール・留意点
3分のlを超える授業時間数を欠席したものは試験が
受けられない。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に実施する

書名 著書名 出版社名|

教科書 なし (資料を配布する)

参考書 • PT/OTのための統計学入門 渡遁宗孝、寺見春恵、金子翼 三輪番届

オフィスアワー
. r木曜日以外Jまたは「メールで相談可」
-よ記以外でも、空いている時間は対応可能です。
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作業療法学科昼間部

手↓ 目 情報科学 単位・時間数 2単位・30時間

担当講師 手塚雅之 学 年 1年生前期

資格

実績経験
田健修士康迎(動学実術)自

精神ず科古病院の臨床経験5年、その後「専施門学校」を中心1:教育歴 18年。養成教育児
た わりながら、身論障議系病を行院、高齢者 段、精神病院などでも経験を重ねた.それ
らの実務経験をもとに う。

現在、 IT(information technologくy)なが発達し、情報機器が生活のすみずみに入り込んでいる.若い世代の聞でも情報

位授置業づのけ

ツーJレ抜きには生活が成り立たな っており、卒後に働くであろう医療福祉の業界では仕事を進めるにあたって
様々な情報機器を使送いこなす必要がある.スマートフォン以外では、パソコンの操l'、ワード・エクセル・パワーポイ
ント、メーJレでの 受信などは基本技能として身に着けて置く必要があるため、情報リテラシーに関する基本的知識と
あわせて解説する。授業方法は「講義」を聞に挟みながら「演習Jを中心に進める。

(1)個人情報の取り扱いに関する基本事項、 SNS利用の際の注意点などについて説明でき、社会的モラルを尊重し

到達目標 て行動できる。 ( 2 )パソコンの基本操作、ワード・エケセル・パワーポイントの操作、メールの送受信、グーグル
クラスルームを扱うことができる。(3 )情報機器に関するセキュリティ管理について説明できる。

授業形態 講義・演習 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回
授業オリエンァーション/ 控車概要の説明.メールの世畳信、 Gmailの使い方宛先白、 Bcc、添付ファイルを檀う
メール送受信

2回 ワープロソフト(1) ワープロソフトで文章を作る。起動・終了、ファイ)1の新規作成と保存、ファイルの聞き方と上密保存

3回 クラスルーム(1) ドライブのひとつである『クラスルーム」を担う(クラスルームとは‘クラスルームの使い方)

4回 7ラスルーム (2) 『クラスルームJを使う(クラスルームでレポート課題を見る、レポート醍題を提出する)

5回 ワープロソフト (2) ワープロソフトを直って文躍を作る 表、罫線、作画‘函像や表の押入

6回 ワープロソフト (3) ワープロソフトで文章を作る.文書の保存、フォルダーの作成、フオルグーの整理四

7回 インターネット インターネット検索情報検索の必要性と効率じ 検索エンジン引用の心得、世宜すべきこと

B回 ドライブ ドライブとは、ドライブの使い方、ドライブの中の資料を閲覧する、取り出す

9回 表計算ソフト(1) 表計算ソフト「エクセルJ1::ついて。エクセルとは。

10回 表計揮ソフト (2) 表計算ソフト fエクセル」について。表を作成し、簡単な計算を行う。

11回 表計算ソフト (3) 表計算ソフト『エクセル」について。表を作成して、グラフを楢〈

12回 プレゼンテーション(1)
パワーポイントの使い方を知る(作成、で保作存)
パワーポイントとは、パワーポイント 成する

13回 プレゼンテーション (2) パワーポイントで作成した宜料を手直しする{色事大きさ 背景など)

14回 プレゼンテーション (3) 作成したパワーポイントを由って尭表してみる

15回 まとめ 提出現阻の税成明と単担冊出す(これまで学んできたさまざまなことからァーマを週日 レポート餌姐を考える.そししレ
ボートを作して る)

授業内課題50%、発表50% 受講上のJレール・留意点
3分のlを超える授業時間数を欠席したものは試験が
畳けられない。

課題やレポートに関するフィードバック

フィードパックは全体に実施する

書名 著書名 出版社名|

教科書 -3300時時間間 cマスタ Word&Exce 12021 
でマスタ ブレゼン+PowerPo in 12021 実教出版企画開発部編 実教出版

参考書 • SNSにおける個人情報取り扱いガイドブック 音岡謙治 日校本協若盟曲会学

オフィスアワー
• r木曜日以外Jまたは「メールで相談可」
上記以外でも、空いている時聞は対応可能です。
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作業療法学科昼間部

手ヰ 目 心理学 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 橋本 景子 学 年 1年生 前期

資格
カウンセラーとして例年問、 これまでのベ2万人Sをを(C三超行と重えっし県ててる臨カ、き床たウ中心学のン理校セで士や、リ会高人ン・校のグ元心、を会f専にT長門つっ)て実績経験 きた.2000年に臨床心理士資グ格とを取得。その後諦は 学
て校考、大学専でカウンセ践リン そ義れに関する義 い

臨床，心理士 え、事例を元に実的な舗 を行っていく。

位授置業づのけ
今後心理学ズムの分野を学ぶために必要な心理学的思考法、及び基礎知識を身につけるととを目的とする。様々な心理学
的メカニ を知るととは、対人関係において官接影響を与えないように見えますが、実は重要なことです。

到達目標
心理学の基礎を学ぶととで、人の心の成り立ちを理解するとともに、価値観の遠いも認められるようにな
る.

授業形態 講義 遠隔授業 (ZOOM)

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 知覚と認知の心理① 知覚特性/人は心で物を見る

2回 知覚と認知の心理② 認知プロセス

3回 感情と情緒の心理 「感情Jというものについて考える

4回 欲求と動機の心理 生理的欲求と心理的欲求

5回 学習と記憶の心理① 学習のメカニズム

6回 学習と記憶の心理② 記憶のプロセス

7回 性格と知覚の心理① 性格についての心理学的アブローチ

8回 性格と知覚の心理② 「知能」についてディスカッションを通して考える

9回 無意識と臨床心理① フロイト、アドラ一、ユング

10回 無意識と臨床心理② 代表的な心理療法

11回 発達と成長の心理① 誕生から学童期まで

12回 発達と成長の心理② 思考の発達と青年期以降

13回 対人と社会の心理 対人関係の持ち方等自分自身を振り返る/学習性無力感はどこから生じるのか

14回 PTSDと多重人格① 解離性同一性障害/DVD視聴

15回 PTSDと多重人格② 人の心の不思議について考える

日頃からcriticalthinkingで物を見聞きする癖をつ
けてください。心理の学百値を学観ぶといかに騎されている

成績評価 試験8側、発表や質問等201 受講上のルール留意点
か、あるいは自分 で物を見ているかに気づく
はずです。講義中、そういう気づきがあれば(例えば
昨日のニュー7、を見てとか)どんどん発表してくださ
い。ごれが心理を理解する近道です。，

課題やレポートに関するフィードパック

FBは全体に実施する

書名 著書名 出版社名

教科書 イラストレート 心理学入門 3 事耳藤 男 誠心書房

参考書 日々の生活の中にあります。

オフィスアワー 作業療法学科の教員を通して連絡をしてください。
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作業療法学科 昼間部

科 目 哲学 単位・時間数 l単位・24時間

担当講師 井上 環 Aマ斗4ーL 年 1年生 前期

資格

実績経験

教育学博士課程

生命倫理、とりわけ医療倫理に関わるトピックについて概説します。臨床の場に立ち、他者の生に関わり介
入をしていくととには、 「その場面でどのような行為が最善であるかJという倫理的な聞いがついて回りま

位授置業づのけ
す。この聞いは、なにより個別具体的な状況のなかで都度判断されるものですが、それらの判断を背後で支
えるのは、科学や医療技術・生命倫理をめぐる歴史的・現代的な状況の認識や知識だと言えます。この授業
では、そうした倫理的判断の手助けとなるような概念的な道具立ての獲得を、講義とともに「哲学対話」と
呼ばれる実践を重ねながら目指していきます。

生命倫理に関わる重要な概念や論点を踏まえながら、自身の考えを深めそれを適切に表現することができ
到達目標 る。

対話を通じた他者との協同的な探究に参加するととができる。

授業形態 講義 遠隔授業とする可能性があります

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 ガイダンス 授業の概要・進め方・評価方法、哲学対話とは何か

2回 生命倫理学の歴史 20世紀アメリカにおける生命倫理学の展開

3回 哲学対話山 日常における問い

4回 医療倫理 医療倫理の四原則、医師【患者関係の変遷

5回 インフォームドーコンセント インフォームド・コンセントの歴史的背景と論点

6回 終末期医療 緩和ケア・鎮静、終末期医療の諸問題

7回 哲学対話 [2J 生命倫理・医療倫理における問い

8回 老いと医療 高齢者医療の諸問題、 「老い」をめぐる聞い

9回 障害者病者への蓋別と排除 障害者・病者への差別と排除の歴史

10回 ケアの倫理・臨床哲学 キュアとケア、ケアの倫理・臨床哲学の議論

11回 哲学対話 [3J 生命倫理・医療倫理における聞い

12回 まとめ レポート作成とその注意点

学期末レポートでは、それまでの授業で行われた議論を踏

①各講義に対するリアクション
まえた上で、皆さん自身で自由に問いを設定しそれに応答
してもらいます.分虫は1，500-2， 000字程度を予定してい

成績評価 ベ パ-0)提ポ出状況は田)
~学期末レ ートの許制l 受講上のJレー)v・留意点 ますo rリアクションペーパー」および「哲学対話」の位

」一

教科書

参考書

オフィスアワー

(60%) 置づけ・留意点については授業内で説明します@また、各
講義のテーマや哲学対話の進め方については、実際の授業
の進行状況を見ながら修正を行っていく場合があります.

課題やレポートに関するフィードパック

リアクションペーパーへのフィードパックは、授業内で全体に対し実施するとともに、
必要に応じてGoogleClassroom上での個別的な対応を行います。

書名 著書名

なし

②①『『はじめ ι出会う生命倫理』 ①玉井真理子・大谷いづみ揃
テーマで読み解〈生命倫理』 ②小泉博明 井上荒生今村博幸・吉田信馬編著

授業前後の休憩時間、メーノレ・GoogleClassroomでの相談
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作業療法学科 昼 間 部

科 目 教育学 単位・時間数 1単位・24時間

担当講師 井上 環 学 年 l年生 前期

資格

実績経験

教育学博士課程

教育学のトピックについて育概学説をします。対人的な営みであるリハビリには、棺手に「教える」という働き

位授置業づのけ
かけが欠かせません。教 学ぶととは、そうしたコミュニケーションのあり方を磨くととに関わって
います。同時にそれは、皆さん自身の日々の成長や学びを捉え直すことや、現代の社会や文化への理ば解れを
深めることにもつながっています。これらについて、との授業では講義とともに「哲学対話」と呼 る
実践を重ねながら、共に考えていくことを目指します。

教育学に関わる重要な概念や論点を踏まえながら、自身の考えを深めそれを適切に表現することができ
到達目標 る。

対話を通じた他者との協同的な探究に参加することができる。

授業形態 講義 遠隔授業とする可能性があります

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 ガイダンス 授業の概要・進め方・評価方法、教育学を学ぶ意義、哲学対話とは何か

2回 教えるー学ぶの関係 コミュニケーションとしての教えること、学びと教え

3回 教育工学 インストラクショナルデザイン

4回 哲学対話[1] 日常をめぐる問い

5回 子ども 小さな大人としての「子ども」、 「子ども」の発見、 「子ども」の消失

6回 教育の目的 有能化・社会化・主体化

7回 哲学対話 [2] 教育をめぐる問い

8回 特別支援教育① 障害児教育の歴史とインクルーシブ教育

9回 特別支援教育② 発達障害のある子どもの教育

10回
ジェンダとセタシュアリ

ジェンダーと教育の課題、セクシュアリティと教育の課題ティ

II回 哲学対話 [3] 教育をめぐる問い

12回 まとめ レポート作成とその注意点

①各講義に対するリアク
学期末レポートでは、ぞれまでの授業で行われた齢論を踏
まえた上で、皆す。さん自身で自由に聞いを設定しそれに応答

ションペーパーの提出状況
成績評価

②((4学600 E) 
受講上のルール・留意点

してもらいま 分監は1.500-2. 000字び程「度を予定してい
ます. rリアクションペーパー」方内およ 哲学対話Jの位

教科書

参考書

オフィスアワー

期末レポートの評価 置づけ 留意点については授進業で説明します、。実また、各
出) 時義のテーマや哲学対話のめについては 際の授業

の進行状況を見ながら修正を行っていく場合があります。

課題やレポートに関するフィードパック

リアクションペーパーへのフィードバックは、授業内で全体に対し実施するとともに、
必要に応じてGoogleClassroom上での個別的な対応を行います。

書名 著書名

なし

講義中に適宜指示します

授業前後の休憩時問、メール・GoogleCl田sroomでの相談
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作業療法学科 昼間部

手千 目 英語 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 演松健二 学年 l年生 後期

資格
長た年めのデの英英ミ問語ー教でド育のリ経ル指験導経をナ括ツ験かメをし、 わか執.悠慢りや需(す共を進著く習)め得できるたま本す。。代「印表付をき 書謀いて略覚専え門る機関1，、ミ人中の実績経験 社活かJを しまし 務める 央

高等学校教諭(英語)
アカ し ていき

位授置業づのけ
英統語について昔手意識のある人もないd、も、常に原点(基本)を振り返りながら今の自分より『成長Jしている感じを持ち

けること.

英す語。の基本ルールを再確認しながら英理語け解でに応なで対きっできたり、新しい情報を得話たせりできること。例えば、 「めまいがしま
到達目標 」を英え語ばでFx聞き取れたり、 「仰向 てください.Jと英語で る様になること。文、カルテ等で使われる

略語、例 はFracture(骨折)と ること。

授業形態 講義・ i寅習 遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 英語習得法(毘音) 初めて見る単語でもおよその艶音で読めるようになるルール(フォヱックス}を~1盟します。

2回 英路習得法(宜味) 掴めて見まる単Zsでもおよその意味や本来の意時がわかるようになります.接顕百字、接尾辞、務担について
解闘しす.

3回 災椅般習的得法(鉱記体現)) 日常の
ー な用語(表

筆常記生体活を笹けると、速語く書表現け)ることと同時に腕の動きでつづに締りりやフレーズを心地よく覚えられます.日
でよく世う単 ( を毘音しながら書けるよう 習します。

4回
b現e励)問・病院内での!ll!ii(表 be勘悶での表習現しができるように理解を深めます。 ・荊院内での一般的な用語(表現)を発音しながら昏

けるように練 ます.

5回
躍動間・リハピリァショ 解般動説詞での表現ができるように理解を深めます。 ・リハピリァ ションの現場で使用される略語や周語

ンでの!llo!i(表現 を しますb

6回
現在進行形、助動間ー手指の -現在手進指行回形と助適動聞用請の表を現解が闘できるよう理解礎を深めます。 ・手指回りの理!liIJを指示できるようにしま
置勤 す. り関の します. (基)

7回
be動指間の 一般動開の過去形・
手 班動

• be動聞と一般動詞の迎過去の用形語での表解現説ができるよ(尭う理展解)を課めます。 ・手指田りの運由を指示できるよう
にします.手指回り関 を します.

B回
過去進行形・助運動動聞の過去
形臨回りの

-過去進行形、助動関咽埋の過去形での表現まがすできる礎よ)う理解を深めます。 ・腕回りの運動を指示できるよう
にします.腕回り の用語も解説し 。(基

9回
疑問闘の腫問文・胸囲りの理 疑問詞を使って「いつ、どこでJのような質し問ができるよう理解を深めます。 ・胸囲りの運動を指示で
動 きるようにします.胸囲り関辿のm語も解説 ます。(尭毘)

10回
未来存在の表現・聞節可動 未来の予定や f人間には節拘可動206個のの骨為がのありま表す現。が」でのきような存に在しの表す現。の理解を深めます. ・リスク
成副胴l 対策を心がけながら聞 域面師事 英語 るようにま

11回
比較紐、最上級・立ち上がり 比較紐 最上甑の師(例肉 f人間の骨の中で-穏2で5指大きな骨は大胆う骨にでしすまaすJ等)表現できるようにします。立
訓練 ち上がるため トレーニングを英 示できるよ

12回 畳文統け解身の表現・医療関連の英 r_された』等を表読わす畳け身形について理。解(を探礎め)ます。 'I~療について新しい情報を得るために、医療
関連の英文もめるように解説します 基

13回 現読在解完了形・医療関連の英文 r-したことがの英あります」を表わす現在解完説了形ますの理。日解(を深展)めます. ・医療について新しい情報を得るため
に、医療関連 文等も寵めるように し 発

14回 1博義のレピュー 今までの締義の中で、特1:重要な箇所の理解を深めます固

15回 勝義のまとめ 講義の睦同点を掘り遅りながら、理解を深めます四

Oァキストは予習時、だ授さ業時、檀習時業に埋時めるべき所はど

0レポート(防 5枚前後)40% 0 
んどん書き込んで〈 い。 o授 は理解しながら

英及語び練英習語ノート 601 ※レポ ト
担書を写して〈ださい. 。檀習時は英語締官ノート

成績評価 鯨曹ノートの作成方法につい 畳鵡上のルール・由意点
を併用し、学んだ英語をスラスラ書けるまで練習を宜ねて

ては、授業内での指示に世ってくださ 下さい.大理解した英語を揖れるように心地よ〈書けるとと

". が一帯切です oノート(英語用の13段罫臨入

り))は拒宜書用と英語練習用の2冊 (B5版祭記体見本付
きを用 して下さい.

間l題やレポート1:関するフィードパック

|必要町授 業 時 口 イ 一 … し 剖

帯名 著者名 出肢社名

rCD付き 書いて覚える!大人のための英語ドリル」
糸井江美・浜松他二共著 ナツメ社

教科書 それとは別に英語ノート(コクヨB5 実習罫13段キャン
パスノート)を 2冊腕入すること

参考書

オフィスアワー 揖業静了時にお隠し、l企業す内
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作業療法学科 昼 間 部

科 目 保 健 体 育 単位・時間数 2単位・30時間

担当講師 深瀬 勝久 Aて診r 年 1年生後期

資格

実績経験 スポーツ技術等指導員・作業療法士抗の実議務を経験を活かし、身体運動を中心とした実技
と公衆衛生を中心とした保健の 行う.

体育学学土・作業療法士

将来、障がい者の「障がいがあってもスポーポツをしたい」というニーズに対して、自らが指導が出来るよう

授業の
になる。また、パラスポーツ等、障がい者ス ーツに対しての知識を持ち、将来担当する患者に必要に応じ

位置づけ
て紹介が出来るようにする。
生涯スポーツの意義を理解し、スポーツへの動機付けを図る。また、障がいや加齢に応じたスポーツの段階
付けやlレールの変更を行えるようにする。

①②③対運障象の状況グにあった身体運動プログラムの計画が作成出来る。
到達目標 動プロ ラムの進行が出来る。

がい者スポーツの種目やルール等を理解出来る。

授業形態 講義・演習 対面授業・一部遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 スポーツの特性 オリエンァーション・公衆衛生について・スポーツの種類・目的

2回 スポーツの特性 障がい者スポーツ・生涯スポーツについて

3回 スポーツ演習 デモンストレーション

4図 スポーツ演習 指導計画作成(個別)

5回 スポーツ演習 指導計画作成(グループ指導計画)

6回 スポーツ演習 指導計画作成(グループ演習準備)

7回 スポーツ演習 スポーツ演習 1-4グループ

8回 スポーツ演習 スポーツ演習 1-4グJ，一プ

9回 スポーツ演習 e-スポーツ

10回 スポーツ演習 e-スポーツ

11回 スポーツ演習 体育実技(集団でのスポーツ)

12回 スポーツ演習 体育実技(集団でのスポーツ)

13回 パラスポーツ パフスポーツの実践

14回 パフスポーツ パラスポーツの実践

15回 パラスポーツ まとめ

演習での参加状況30% グループで行う演習に関して、必ず役割を持ち、傍
成績評価 実技のレポート70% 受講上のルール・留意点 観者にならないこと。

実技時には動きやすい服装、運動靴で参加する

課題やレポートに関する7ィードバック

演習は終了後にFB、レポートは各自 FBを行う。

書名 著書名 出版社名

教科書 無し

参考書

且~率 14撞-21堕30，，'塾昌室オフィスアワー
k-fukase@nichireha.ac.;0 
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作業療法学科 昼間部

科 目 社会学 単位・時間数 l単位・ 24時間

担当講師 佐々木和裕 学 年 l年生 後期

資格

実績経験

政治学悼中士学校社・会高福等祉学校士専精檀神免保許健状福祉士

実専務門家学教校員を 社心会に福教祉士 精神保健福祉士として、現在 成年後見人として活動中.
中 背歴30年

位授置業づのけ 人間とは何か、人間ちと社直会の関係を通社会して理解題す理る。解社す会の一員として人間はどう生きるべきかを探〈考えてみる。社会
や人間に関心を持、 面する現代 の問を る.

到達目標
社会学とは何考察かという意識礎を持ち、社会学的基礎療的知識を身につけること、そのことによって私たちの生きる社会につい
て分析し、 できる基 力在韓う。 将来医 人として、コミュニケーションの取れる、人の話を聞ける人になって欲
しい。

授業形態

授業計画

回数

l回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

B回

9回

10回

11回

12回

成績
評価

項目

社会学について

社会学のあゆみ

社会学のあゆみ

行為と行動

集団と組織

地域社会

社会的地惟・投割

社会階層について

ジェンダー

家族と社会

社会学で考える

社会学で考える

定期試験100%

フィ-1<パックは、全体に行う。

講義

講義内容

社会学について 授業概要 日程について説明

社会学のあゆみ l 社会学の歴史

社会学のあゆみ 2 社会学の歴史

行為と行動 マズローの欲求階層説、ウェーパーの行為の4類型

集団と組織 組織とコミュニケーション 社会集団について

地域社会 地域とコミュニティ 自然村と行政村

社会的地位、役割 世創期待、社会化、印象操作、役割距離

社会階層について 社会階層、社会階級、職業威信、格差社会

ジェンダー ジヱンダーの理解、性別役割、職業労働と家事労働、

家族と社会 家族の基本概念、親密な存在ゆえの難しさ(愛情と憎悪)

人権について考える 共生社会について福祉について考える

日本の現状を考える 将来、医療人として活践できる人材になるために 試験対策

空前上のルール 留意点| 授業をよく聞くこと、ノート持害するとと。

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

自分を知るための社会学入門 岩本茂樹 中央公論新社
教科書

オフィスアワー 授業後に受付・第二校舎にて受付

177 



作業療法学科 昼間部

科 目 人間関係論 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 深i頼 勝久 学 年 1年生 前期

資格

実績経験

作業療法士

対人援助職を志すみなさんにとって，人間関係やコミュニケーションについて学ぶことは必須です。乙の講義では，
人間関係やコミュニケーションにおける基礎的な部分を扱います.

授業の
位置づけ

対人援助の基本、践自分力の特性を知る、コミュニケーションとは、実践に関して座学、演習、心理検査などを用いて学
習し、臨床での実 をやしなう。また授業終盤では医療而接につながる演習も実践し、臨床実習等に向けてのスキ
Jレを養う。

到達目標
基礎的なコミュニケーションについて学習し、臨床現場におけるコミュニケーションの車要性を知る。医療面接などの評価
技法につながるコミュニケーションを身につける。

授業形態 講義 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 オリエンテーション 講義内容・進め方の確認

2回 コミュニケーションについて① 対人援助職とは

3回 コミュニケーションについて申 百語・非言語コミュニケーション

4回 自己理解 性格・人格・特性

5回 自己理解 エゴグフム

6回 コミュニケーション演習① 会話

7回 コミュニケーション演習② レクリエーションを通して

8回 コミュニケーション演習③ レクリエーションを通して

9回 臨床現場における対人関保① 治療者 患者関係について，治療の空間について

10回 臨床現場における対人関保② 作業療法場面でのコミュニケーション

11回 臨床現場における対人関保③ 作業療法場面でのコミュニケーション

12回 面接① 面接演習

13回 面接② 面接演習

14回 事例検討 事例を使いディスカッションをする

15回 まとめ 全体のまとめ，学期末レポートについて

成績評価 | レポートの提出 受講上のルーJレ・留意点| 感染状況によって対面での授業とリモートでの授業を
併用します。

|ーする
課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 PT・OTのためのコミュニケーション実践ガイド 山口美和 医学書院 1

同~木14時-21時教昌宰オフィスアワー
まw主 k-fukase@nichireha.ac.ip

178 



作業療法宇科 昼間部

科 目 解剖j学 I 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 肥後心平 必Tろ 年 1年生 前期

資格

実績経験 日本医科大学において解剖学の抗議・および肉眼解剖学実習を担当

博士(学術)

位授置業づのけ 人体各部の名称および構造の理解

到達目標 解剖学、細胞学、組織学、発生学の概要を理解し、骨・関節、筋の位置と構造を理解、習得する

授業形態 講義 対面場合によってはオンデマンド

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 解剖学総論 解剖学の内容、用語、機能と形態の関係

2回 細胞学概論組織学総論 細胞の構造と機能、組織の分類と構造、機能

3回 骨学・関節学 概論・骨と関節の組織学

4回 骨学・関節学 頭蓋骨

5回 骨学・関節学 軸骨格

6回 骨学・関節学 上肢の骨

7回 骨学・関節学 下肢・骨盤の骨

B回 確認テスト・解説 1-7回授業内容の確認テストと解答解説

9回 筋肉学 上肢の筋l

10回 筋肉学 上肢の筋2

II回 筋肉学 下肢の筋I

12回 筋肉学 下肢の筋2

13回 筋肉学 頭部・頚部・胸部の筋

14回 筋肉学 腹部・背部の筋

15回 確認テスト解説 9-14回授業内容の確認テストと解答解説

成績評価
定期試験1100回
ただし授業時間中に2回実施する確認テ 受講上のJレール留意点 授業時間数の3分の lを超えて欠席した者には単位

ストも評価に加える可能性がある
を与えない

課題やレポートに関するフィードパック

B回、 15田町確認テスト時に解説を行う

書名 著書名 出版社名

教科嘗 標準理学療法学・作業療法学解剖学 野村嵯 医学書院!

参考書

オフィスアワー
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作業療法学科 昼間部

科 目 解剖学E 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 津井信彦 学年 1年生 後期

資格

実績経験

博士(医学)

位授置業づのけ 人体各部の名称および構造の理解

到達目標 脈管および内臓の位置と構成を理解し、用語を習得する

授業形態 講義 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 脈管系概論・心臓の構造

2回 心臓の構造と働き 刺激伝導系、心臓の栄養血管

3回 動脈系 頭頚部、四肢、体幹の動脈系

4回 静脈系 頭頚部、四肢、体幹の静脈系

5回 リンパ系 リンパ管、リンパ組織と免疫系

6回 消化器系 消化管

7回 消化器系 消化腺

B回 呼吸器系 上気道、縦縞

9回 呼吸器系 下気道、気管支、肺

10回 泌尿器系 骨盤内臓器、腎臓の構造

11回 泌尿器系 原管、勝脱、尿道

12回 男性生殖器系 精巣、前立腺、外生殖器

13回 女性生殖器系 卵巣、子宮、外生殖器

14回 内分泌系 内分泌腺、視床下部一下垂体

U塑 内分泌系 末梢の内分泌組織

成績評価 定期試験・レポート 受講上のルール・留意点
授業時間数の3分のlを超えて欠席した者には単位
を与えない

ー
巴

課題やレポートに関するフィードパック

署名 著書名 出版社名

教科書 標準理学療法学・作業療法学解剖学 野村嵯 医学書院

参考書

オフィスアワー 得業前後の休楠時間
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作業療法学科 昼間部

科 目 解剖 学E 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 五十嵐 広明 学 年 1年生 前期

資格 東邦京保大学医学部教員職34年(その内専任講師27年)、
東 健医療専門大学リハビリテーション学部教授 (3年基) 

実績経験 医学部の教員として長年解剖学教育に携わって来た経験を に、単に解剖

高等学校教諭二級普通免許許状理科
学用語を羅列して覚えてもらう講義ではなく、その用語の深い意味合い、

中学校教諭一級普通免状理科 用語と用語の関連性などを、独自に作成した講義資料、自分で作成した顕
微鏡写真、多くの蔵書から選んだ画像などを使用して講義を行う.

神経組織の成り立ちを学習した後、神経系がどのような過程で形成されるのか(発生)を習得する。末
捕から中枢(脳、脊髄)に、あるいは中枢(脳、脊髄)から末梢に情報を伝える神経路(伝導路)を念

位授置業づのけ
頭に置いて、脊髄から大脳皮質に至る形で講義を進行させる。末梢から脳へ感覚を伝える代表的な感覚
性神経路(上行性神経路)、伝えられた刺激に対する脳の反応を末梢に伝える運動性神経路(下行性神
経路)を学んだ後、末梢神経である脳脊髄神経と自律神経系の成り立ちを習得する。最後に、中枢に伝
える感覚の受容器が存在する皮膚、および視覚器、平衡聴覚器の発生と構造(っくり)および簡単な働
きについて学習する。

神経系を構成する神経組織、および神経系の発生を理解したうえで、神経系(中枢神経系、末梢神経
到達目標 系)の構造(っくり)を理解する。さらに、感覚器(皮膚、視覚器、平衡聴覚器)の構造(っくり)を

理解する。

授業形態 講義 「対面授業」あるいは「対面と遠隔の併用授業」

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 解剖学総論 解剖学とは、解剖学の歴史、解剖学用語(人体の区分と名称)

2回 組織学総論(神経組織) 組j織とは、神経細胞(ーユーロン)、神経終末、シナプス、神経膨細胞(グリア)

3回 神経系総論 神経系の発生と区分、脳室、脈絡叢、灰白質、自質、核、神経節、髄膜

4回 神経系告論 (中枢神経系)1 脊髄、菱脳(髄脳)延髄

5回 神経系各論 (中枢神経系)2 菱脳(後脳) :橋、小脳

6回 神経系各論 (中枢神経系)3 中脳、前脳間脳

7回 神経系各論 (中枢神経系)4 前脳・終脳

8回 押{枯中糸枢倍神前鼎系の缶現時)1 神経路(伝導路)の種類、上行性伝導路(体性感覚および深部感覚の伝導路)

9回 神(経中系枢各神論経系の伝噂路)2 上行性伝導路(視覚の伝導路、聴覚の伝導路)、下行性伝導路(錐体路系、錐体路系以外の伝導路11

10回 神経系各論(末梢神経系)1 脳脊髄神経(脳神経)

11回 神経系各論(末梢神経系)2 脳脊髄神経(脊髄神経)

12回 神経系各論(末梢神経系)3 自律神経系(交感神経、副交感神経)

13回 感覚器l 皮膚

14回 感覚器2 視覚器〔眼球、副限器(眼除、結膜、眼筋)) 

15回 感覚器3 平衡聴覚器(外耳、中耳、内耳)

全講義終了後に筆記試験を実施し
て評価する 1100則。 試験の

成績評価 問題形式は国家試験に準拠した多 受講上のルール・留意点
授業時間数の3分の l以上欠席した者には単位を与

肢選択問題 (A-type，X2・typel
えない

とする。

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 予め配付す吾なヲい万。 ントを使用しで講義を行うので、特に教科
蓄は指定し

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間
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作業療法学科 昼間 部

科 目 生理学 I 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 黒j畢 美枝子 Aで診r 年 l年生 前期

資格 生理学の研究経験と、大学において作業療法学科の生理学講義と

実績経験
生理学実習を長年担当してきた教育経験とを活かし、わかりやす
く，しかも作業療法土の基礎知識として将来役立つ講義を目指し

大学教員 たいと思います。

教科書の内容に沿って講義します。生理学 Iで学ぶ「神経系(神経系一般、運動、自律神経系、

授業の
感覚)Jは、生理学の他分野の消化器や泌尿器などと違いイメージしづらく、初めて生理学を学

位置づけ
ぶ者にとっては、理解が難しい内容も多連く含まれると思います。しかし、国家試験で出題される
頻度が高く、また、ほかの教科との関 も深い分野となります。そのため、生理学全体のなかで
多くの時間をとの神経系にとり、一つ一つ丁寧に解説していきたいと思います。

到達目標
人体の生理機能のうち、動物機能(神経系・筋・運動・感覚)について理解し、基礎知識を身に
つける。

授業形態 講義
主に遠隔授業

(場合により対面と遠隔の併用授業)

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 総論 身体の成り立ち、生体恒常性、細胞、物質代謝

2回 神経系一般(1) 神経系の分類、ニューロンの機能(膜電位)

3回 神経系一般 (2) ーユーロンの機能(活動電位の発生と伝導、シナプス伝達)

4回 神経系一般(3) ーユーロンの機能(シナプス伝達の可塑性)、中枢神経機能概論

5回 筋 骨格筋の構造と働き、筋の収縮の仕組み、筋のエネルギー供給の仕組み

6回 運動(1) 骨格筋の神経支配、運動単位

7回 運動 (2) 運動反射(1)

8回 運動 (3) 運動反射 (2) 

9回 運動 (4) 運動の調節(脳幹、小脳、大脳基底核、大脳皮質)

10回 自律神経系(1) 自律神経系一般、自律神経による調節の特徴

11回 自律神経系 (2) 自律神経系の中枢、反射

12回 感覚(1) 感覚一般、体性感覚(1)

13回 感覚 (2) 体性感覚 (2)、特殊感覚(1)

14回 感覚 (3) 特殊感覚 (2) 

15回 総復習 これまでのまとめ、定期試験について

①講義毎に実施する課題

①施毎回講義の最後に課題を出し、講義時間内で実

成績評価 受講上のルール・留
し、提出していただきます(授業の進み具合に

(小テストなど) 10% よって変更あり)。

②定期試験 90% 
意点 ②すべての講義終了後に定期試験を実施します。

また、授業時間数の3分のl以上欠席した者には
単位を与えることはできません。

課題やレポートに関するフィードパック

FBは講義内で全体に実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書 生理学第3版 内田さえ・原因玲子ほか 医歯版薬出

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間
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作業療法学科 昼 間 部

科 目 生理学E 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 黒海 美枝子 A寸ユゐー 年 1年生 前期

資格
生理学の研究経験と、大学において作業療法学科の生理学講義と
生理学実習を長年担当してきた教育経験とを活かし、わかりやす

実績経験 く，しかも作業療法士の基礎知識として将来役立つ講義を目指し

大学教員 たいと思います。

教科書の内容に沿って講義します。生理学Eでは植物機能全般(血液・循環・生体の防御・呼吸・消

授業の
化と吸収・栄養代謝・体温・排f世・内分泌・生殖)を学びます。生理学Eでは生理学 Iで勉強した

位置づけ
「神経系Jが各機能の調節として再び出てきます。範囲が広い分l回の授業で実施する容量も多いで

す。そのため、各分野で特に重要な点を中心に解説していきたいと思います。生理学 Iと生理学Eで
教科書l冊を学び終えます。

到達目標
人体の生理機能のうち、植物機能(血液・循環・生体の防御・呼吸・消化と吸収・栄養代謝・体温・
排地・内分泌・生殖)について理解し、基礎知識を身につける。

授業形態 講義
主に遠隔授業

(場合により対面と遠隔の併用授業)

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 血液 血液の組成と働き、血球の生成・分化、止血作用

2回 循環(1) 心血管系、心臓の構造と機能

3回 循環 (2) 血液循環、循環の調節

4回 生体の防御機構 白血球の機能、自然免疫、獲得免疫

5回 呼吸(1) ガス交換と運搬

6回 呼吸 (2) 呼吸運動，肺気量

7回 消化と吸収(1) 消化管の運動、排便

8回 消化と吸収 (2) 消化液の分泌、栄養素の吸収

9回 栄養・代謝 栄養素の働きと代謝

10回 体温 産熱と放熱，体温調節

11回 排池 腎臓の尿生成機構、蓄尿と排尿

12回 内分泌(1) ホルモンの分類、特徴

13回 内分泌 (2) 各ホルモンの種類とその働き(1)

14回 内分泌 (3) 各ホルモンの種類とその働き (2) 

15回 総復習 これまでのまとめ、定期試験について

①(講小義毎に実施する課題

①施毎し回講義の最後に課題を出し、講義時間内で実

成績評価
受講上のルール・留

提出していただきます(授業の進み具合に

テストなど) 10% よって変更あり)

②定期試験 90% 
意点 ②すべての講義終了後に定期試験を実施します。

また、授業時間数の3分の 1以上欠席した者には
単位を与えることはできません。

課題やレポートに関するフィードバック

FBは講義内で全体に実施します。

書名 著書名 出版社名|

教科書 生理学第3版 内田さえ・原田玲子ほか 医常出|

参考書

オフィスアワ 侵業前後の休憩時間
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作業療法学科 昼間部

平洋 目 生理学実習 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 坪井・越智・海津 学 年 1年生 後期

資格
日本大学の専、ま任生す講体。師にとして生理象学を実の講際義におよび実習指導歴35年。その経

実績経験 験をもとに 起乙る現 観察し、座学の知識の再確認とな

歯科医師
る実習にし

座す学で習トった生体の運動機活能、感覚態機を能表の知識の再確認および理ら解神経を深めることができる実習を目指しま
。ヒ の骨格筋から筋肉動状 す筋電図や皮脂の上か を電気刺激することにより惹起される

位授置業づのけ
意誘発湿筋電図を記電る位録理すの解ることにより、筋の活動状態を筋電標図変化として観察します.それによって、反射や随

動に関す を深めます。ウシガエJレの坐骨神経本を用いて複合活動電位を記録します。それに | 

よって、活動 発生、伝導やシナプス伝達についての知識を再確認します。また、皮膚への刺激により

容誘発機され認る触知機覚構や痛覚の感覚問値、感覚点理解の分を布、 2点弁別闘の測定を行います.それによって、感覚の受
構、 などの知識の再確認と 深めていきます。

到達目標
人体の運動機能(反射、随意運動の機構)、神経の活動電位の発生と伝導機構、感覚機能(皮膚感覚機構)
を説明できる.

授業形態 実習と講義 対面

授業計画

回数 項目 講義内容

1回
オリエン蹄テ ション、実習税義
(運動と電図)

実習習のの進方め方、注意事項、成績評価について、筋の梢造と収縮の講義、運動と簡電図実
やり説明

2回 実習(語尭筋竜図)ーl 皮脂の上から腔骨神経を電気刺曲して発生する筋電図の記録

3回 実習(鵠尭筒竜図)-2 皮脂の上から腔骨神経を電気刺撤して尭生する筋電図の分析

4回 データ整理{語発節電図) 誘発筋電図実習のデータ整理、レポート作成

5回 実習時義(運動負荷と節電図) 反射と随意運動の講義、運動負荷と商電図実習のやり方説明

6回 実習(運動負荷と簡電図)ーl 運動負荷時の筋電図の記録

7回 実習(運動負荷と師電図)-2 運動負荷時の肺電図の分析

8回 実習講義(神経の興奮と伝噂) 神経の興奮、伝帯、シナプス伝達に関する講義、神経の興奮と伝導の実習のやり方説明

9回 実習講義(皮膚感覚) 体性感覚に関する講義、皮脂感覚実習のやり方説明

10回 実習(神経の興奮と伝導)-1 カエルの坐骨神経標本を用いた興奮と伝導の実習(観車と記録)

11回 実習(神経の興奮と伝導)-2 カエルの坐骨神経標本を用いた興曹と伝専の実習(分析)

12回 実習(皮脂感覚) 皮膚感覚悶憧(触覚間置、痛覚閥値、 2点弁別閣など)の測定実習

13回 データ盤理(皮脂感覚) 皮脂感覚悶憧実習に関するデータ解析、レポート作成

14回 データ蛙理(運動負荷と肺電図) 運動負荷時の節電図の実習のデータ控理、レポート作成

15回 データ盤理(神経の興奮と伝導) 神経の興奮と伝導実習のデータ解析、レポート作成

1 0枚程度の実習レポート
主席上1回まではレポート (20枚程度)を視す。 2回

成績評価
(ひとり合計4通)により評

受講上のルール留意点 以の欠席をすると単位を与えない。班単位で実習を
価する。 するので、積極的に参加すること。

2 5 x 4通~ 1 0 0 

課題やレポートに関するフィードパック

レポート返却によりフィードパックを実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書 教科書は特に指定しない。資料を配布する。

参考書 生理学第3版 東洋療法学校協会他著(内)田さえ、原田玲子 医歯薬出
版

オフィスアワー 漫業前後の休憩持閉またはメール
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作業療法学科 昼間部

科 目 機能解剖学 I 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 福津 阿弾 学 年 1年生 前期

資格 作種業施療法、士訪として回檀期リハビリ故テーショデン病イ院、老人保値施設、適験所あ介
投、 問看趨ステーション、 間I桂等 サービスにて勤務経

実績経験 り。

作業療法士 その経神験経を活かし、身察体の国Jき実を理技解をす交るための柿造や運動および骨
肺・ 脈管の触について えながら講義を行う.

位授置業づのけ
作諜療法士として措解評価療した学を行やう措えう療でにあたり筋か、運し・神動て経器いの構造と浬骨標励のつながりを理解人体することはとても耳要理解である.
そのつな、作が業りを理 ー骨や ・脈管を 本だけではなく を触事することで を深め
ていき 療法 学に措てく.

到達目標 運動器の構造と運動のつながりを理解筋する。
骨・筋・神経脈管の触診ができ、 の起始・停止・走行を理解する。

授業形態 講義演習 対面授業

，~〆目、_，

回数 項目 講義内容

l回 身体部位名称の名称
関閣の と分類

身体部理位解の名称及び関節の名称と分類を骨標本と照らし合わせな
がら する

2回 運動師運の面動と軸
闘 の名称 運動の面と軸を基に関節運動の名称を理解する

3回 下肢・体幹の骨・関節の名称 下す肢る ・体幹の骨や関節の名称を骨標本と照らし合わせながら理解

4回 下肢固体幹の関節運動について 下肢・体幹の関節運動を理解する

5回 下肢・体幹の骨指標の触察 骨按・大腿骨・腔骨・排骨・足根骨・祉骨の骨指標を触察する

6回 下肢の簡・神経・脈管を触察① 大殿筋・中殿筋・大腿筋膜張筋・縫工筋の触察をする

7回 下肢の筋ー神経脈管を触察② 梨状筋・大腿方形筋・腸骨筋・大腰筋・大腿動脈の触察をする

B回 下肢の蹄・神経脈管を触串③ 大腿四頭筋・大腿二頭筋・半腿様筋・半膜様筋の触察をする

9回 下肢の師・神経・脈管を触察④ 長内転筋・大内転筋・薄筋・前腔骨筋の触察をする

10回 下肢の簡ー神経・脈管を触事⑤ 長祉伸筋・長母枇伸筋・長排骨筋・短俳骨筋の触察をする

11回 下肢の肺・神経 脈管を蝕察署 緋腹筋・ヒラメ筋・後腔骨筋の触察をする

12回 体幹の蹄神経・脈官を触療
腰方形筋・腹直筋・内腹斜筋外腹斜筋・膝筒動脈・足背動脈の
触察をする

13回 形態計測について 形態計測の目的や手順、方法、注意点についての講義

14回 下肢の肢長計測 下肢の肢長計測を演習にて行う

15回 下肢の周桂計測 下肢・体幹の周径計測を演習にて行う

-講義には指着定替した服装、身だしなみで出府する。
目始提時に え等の昨怖ができていなしミ場合は遅
指lとする.

成績評価 筆実記技試試験験 50% 受講上のルール・留意 スマ他ホの等生の機器を不要妨にげ醜に作したり私語が多いな
。50% 点 ど、 生徒の畳i障の なる場合は退室を命ず

ることがある.
.ll時報時間散の1/3以上欠席したものには単イ立を与
えない。

課題やレポートに関するフィードパック

講義では全体に、演習では全体または個別にフィードパックを行う

書名 著暫名 出版社名

Drマスコリーノ 1i:now the Body 筋骨格の理 エルゼピ

解と触診のすべて ジョセフ E マスコリーノ ア・ジャパ
教科書 ノ

標準理学療法学・作業療法学解剖学 奈良勲・鎌倉矩子 医学書院

オフィスアワー 授業前後の休憩時間
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作業療法学科 昼間部

科 目 機能解剖学E 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 福湾 阿弾 学 年 1年生 前期

資格 作問業看療法士として回世期リハビデリテーション病院、老人保健施設、通所介被施設、訪

実績経験
被ステーション、放課後等イサービス1:て勤務経験あり.

その経験を活かし、技身体を交の動えきを理解するための構造や運動および骨・筋・相経・脈
作業療法土 菅の蝕察について実 ながら講義を行うa

位授置業づのけ
作業療法士として治療を行うにあたり、運動器の梢造と運動のつながりを理解人す体るととはとても重要であるa

そのつながりを理解したうえで、骨や筋 神経・脈管を骨標本だけではなく人 を触察する乙とで理解を深めてい宮、作業掠
法評価学や治療学に活かしていく.

到達目標 運動器の構神造と運動のつながりを理、解筋すの起る。始
骨・筋・ 経・脈管の触診ができ ・停止・走行を理解する。

授業形態 講義演習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回
身体部位の名称 身体部位の名称及び関節の名称と分類を骨標本と照らし合わせながら理解す
関節の名称と分類 る

2回
頭頚部・上肢の骨・関節の名

頭頚部・上肢の骨や関節の名称を骨標本と照らし合わせながら理解する
称

3図 頭頚部上肢の関節運動について 頭頚部・上肢の関節運動を理解する

4回 頭頚部・上肢の骨指標の触察
頭蓋骨・胸骨・鎖骨・肩甲骨・上腕骨・梼骨・尺骨・手根骨・指骨の骨指標
を触察する

5囲 上肢の筋・神経・脈管を触察① 僧帽筋・大菱形筋・小菱形筋・肩甲挙筋・前鋸筋の触察をする

6回 上肢の筋神経・脈管を触察② 大胸筋・広背筋・大円筋・赫上筋・隷下筋の触察をする

7回 上肢の筋・神経・脈管を触察③ 小円筋・肩甲下筋・三角筋・烏口腕筋の触察をする

8回 上肢の筋・神経・脈管を触察④ 上腕三頭筋・上腕ニ頭筋・上腕筋・腕榛骨筋の触察をする

9回 上肢の筋・神経・脈管を触察⑤ 携iJllJ手根屈筋・長掌筋・尺側手根屈筋・円囲内筋・方形囲内筋の触察をする

10回 上肢の筋・神経・脈管を触察@
浅指屈筋・深指屈筋・長母指屈筋・長擦側手根伸筋・短榛側手根{申筋・尺側

手根伸筋の触察をする

11回 上肢の筋・神経・脈管を触察① 総指伸筋・回外筋・長母指外転筋・長母指伸筋・短母指伸筋の触察をする

12回 上肢の筋・神経・脈管を触察③
短母指外転筋・短母指屈筋・母指対ムL筋・小指対立筋・母指内転筋の触察を
する

13回 .Ji頭部の筋・神経・脈管を触祭 胸鎖乳突筋・頚動脈・上腕動脈・榛骨動脈の触察をする

14回 上肢の肢長計測 上肢の肢長計測を演習にて行う

15回 上肢・体幹の周径計測 上肢・体幹の周径計測を演習にて行う

i始閣議には指定した服装、身だしなみで出席する.
業時に着替え等の却A怖ができていない場合は遅刻と

する。

成績評価
筆記試験 50% 

受講上のルール・留意点 -スマホ等の機器を不げ要にに操作したは退り私室語をが幸ずいなど、
実技試験 :50% 他の生徒の畳郁の妨 なる場合 巾ることが

ある。
講義時間数のlI3以上欠席したものには単位を与えな

い.

課題やレポートに関するフィ一戸パック

講義では全体に、演習では全体または個別にフィードパックを行う

書名 著書名 出版社名

Drマスコリーノ I(now lhe Body 筋・骨格の理解と触診 エルゼピ

のすべて
ジョセフ E マスコリー/ 7・ジャパ

教科書 J 

標準理学療法学・作業療法学解剖学 奈良勲・鎌倉矩子 医学書院

オフィスアワー 授業前後の休憩時間
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作業療法学科 昼間部

科 目 機能解剖学E 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 阿部 英A dT hF 年 l年生 後期

資格

実績経験 病院3年、介護関連施設7年、教育機関12年

作業療法士

身体障害分機野能において神経疾患患者を担当する機会は多く、その障害像を理解する上で各神経系

位授置業づのけ
の構造、 などの知識は非常に重要である。また、前期期間に既に履修している内容であるた
め、知識として習得されているか確認、復習する授義業である。

プ授内業方法については講 とグループワークを行う。グループワークで
は学習したことをグルー で発表し、知識の確認を行う。

到達目標 神経系の構造および機能を図示し説明するととが出来る。

授業形態 講義 対面授業または対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 神経}般 オリエンテーション 神経とは、ニューロンの構造

2回 神経一般 神経の興奮と伝導、興奮の伝達

3回 中枢神経系 大脳の構造と機能

4回 中枢神経系 大脳の構造と機能

5回 中枢神経系 大脳の構造と機能

6回 中枢神経系 問脳の構造と機能

7回 中枢神経系 間脳の構造と機能

B回 中枢神経系 脳幹の構造と機能

9回 中枢神経系 脳幹の構造と機能

10回 中枢神経系 小脳の構造と機能

11回 中枢神経系 小脳の構造と機能

12回 運動機能の調節 錐体路と錐体街路

13回 運動機能の調節 神経の伝導路(上行性伝導路と下行性伝導路)

14回 末梢神経 腕神経叢の構成、上肢の筋と神経支阻

15回 末梢神経 上肢の筋と神経支配

課題40%(各単元ごとに実
成績評価 施する) 受講上のルール・留意点 小テストは合計7回実施

定期試験60%

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に実施する

書名 著書名 出版社名

教科書 標準理学療法学作業療法学専門基礎分野解剖学 奈良勲/鎌倉矩子 医学書院

参考書

オフィスアワー 休憩時間等
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作業療法学科 昼間部

科 目 運動学] 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 栗原実里 学 年 1年生 後期

資格
資格作業療法土

実績経験 実病院勤語、訪問リハビリテーション、訪問看髄でのリハビリテーションを経験.
務経験を交え諦殺を行う。

授業の
リハビリテーションで対車者を評価 治療するためには、身体の基本的な椛造や機能、各関節の動吉方を理

位置づけ
解しておく必要がある。運動学Iでは生体力学、解剖学・生理学の知識を用い、上肢の運動メカニズムや機
能障害について、講義とi寅習を交えて学習していく。

到達目標
上肢の関節運動を、解剖学、生理学、運動学の専門用語を用いて適切に表現できる。
上肢の正常な運動メカニズムや、機能障害について説明できる。

授業形態
講義と演習
対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 生体力学の基礎知識① 骨・関節について

2回 生体力学の基礎知識② 筋の構造と筋力について

3回 生体力学の基礎知識③ 重力、モーメント、てこについて

4回 肩甲帯・肩・肘・前腕 構造と機能

5回 肩甲帯・肩・肘・前腕 筋の走行と作用

6回 肩甲帯 運動メカニズム

7回 肩 運動メカニズム

8回 肩 運動メカーズム

9回 肘関節 運動メカニズム

10回 前腕 運動メカニズム

11回 手関節手指 構造と機能

12回 手関節・手指 筋の走行と作用

13回 手関節・手指 運動メカーズム

14回 手の機能と機能障害 手のアーチ、手の機能、手の機能障害と変形

15回 手の機能と機能障害 上肢の神経支臨と感覚

課題は4田提出(各10%)

襲甲帯問動
関節・前腕の運動

成績評価
課題 30% 受講上のルール留意点

関節・手指の運動と機能障害
筆記試験 70% は10問程度の設聞について解答するものであ

る。

授業時に配紙布2枚す程る度の)で、欠席時は取りにくること。
(各A3用

課題やレポートに関するフィードパック

課題を返却し、全体に行う。

書名 著書名 出版社名

教科書 基礎運動学第6版楠訂 中村隆一、粛藤宏、長崎浩
医歯薬出

版

参考書 PT・OTビジュ7)レテキスト専門基礎運動学 山崎敦 羊土社

オフィスアワー
火・土・日曜日以外、午後17時まで。

それ以外はメールで相談。
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作業療法学科 昼間部

科 日 人開発達学 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 石川| H青 学 年 1年生 後期

資格
発達障害分野の施設で20年ポ以上にわたりリハビリテーションの経験を積み重ね、現

実績経験 在も現場で陣がい児のサ ートを行っている.それらの実務経験をもとに講義を行

作業療法士
う。

授業の 胎児A期冨から高齢期までの人間の発達について学"'S~。各時期において、身体的機能 運動的機能・認知的機能・情緒
位置づけ 的社 機能がどのような相互関係で発達するのかを学習する.

到達目標 人間発達とは何か、リハビリテーションで活用する発達の概念を理解し、説明することができる。

授業形態 講義 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目

1回 オリエンテーション 人開発達学で学ぶこと。発達概念の歴史変遷。

2回 発達理論 運動機能/感覚・知覚機能 の発達

3回 発達理論 認知機能/心理・社会的機能 の発達

4田 胎児期 人間の発達は胎児期から始まっている 生きるための反射と反応

5回 原始反射・姿勢反射 姿勢の運動の制御

6回 新生児期 『出生から4週間目』の新生児の発達

7回 乳児期 『出生後4-8週112-5ヵ月 115-8ヵ月 118-12ヵ月』の時期。

8回 幼児期前半 身体・運動・認知・情緒社会的機能の発達

9回 幼児期前半 身体・運動・認知・情緒社会的機能の発達

10回 学童期 小学生の発達

11回 青年期 『前期中学生・高校生11後期。 18-22歳』の時期。

12回 成人期 『前期 22-35歳11中期:35-50歳11後期 50-65歳』

13回 青年期 『前期中学生・高校生11後期:18-22歳』の時期。

14回 高齢期 165歳-1人間は死ぬまで発達する

15回 発達検査 小児系尺度/高齢者の検査

試験100% 受講上のルール・留意点| 授業時間数の3分の lを超えて欠席した者には単位
を与えない

課題やレポートに関するフィードパック

フィードバックは全体に実施する

教科書

参考書

オフィスアワ

‘・作業療法学専門基礎分野人間発達学
-鴨下・呼吸リハビリテーション

. r月曜」または「金曜Jの授業後など。
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作業療法学科 昼 間部

科 目 臨床心理学 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 橋本 景子 学 年 1年生 前期

資格 カウンセラーとして例年問、これまでのべ2万人を超えるカウンセリングを行っ
てきた。 2000年に臨床心理士資格グを取得。その後はscとして、中学校や高校、専

実績経験 門学校、大考学等でカウンセリン とそれに関する講義を行ってきたので、人の心

臨床JL;、理士
について え、事例を元に実践的な講義を行っていく。(三重県臨床心理士会・元
会長)

私たちの心のしくみについて、臨床心理学の立場から"心"というものを捉えていく。そうすること
で作業療法士として利用者に関わる時、あるいは一人の大人として人に関わる時、人間理解に通じる

位授置業づのけ

だけではなく、自分自身の生き方にも変化が生じてくる。

。肌心の鈎 心σ備はなぜ起きるのかを理解する
トレスから起きる様々な症状についてその概略を知る
理療法に関する著名な人物のアブローチを知る

到達目標
々な心理療法についてその概略を知る
の授業を通して、自分を振り返るきっかけとする

授業形態 講義 遠隔授業 CZOOMl

授業計画

回数 項目 講義内容

l匝 臨床心理学とは 臨床心理学とは何か カウンセリングと相談の違い

2回 心理アセスメント 心理アセスメント l 一目的と方法一

3回 知能・発達検査 心理アセスメント 2

4回 その他の検査 心理アセスメント 3

5回 フロイト 心理療法1 -7ロイト派のアプローチー

6回 ユング 心理療法2 一ユング派のアプローチー

7回 ロジャース 心理療法3 一ロジャーズ派のアプローチー

8回 認知行動療法 心理療法4 一認知行動療法一

9回 マインドフルネス 心理療法5 ーマインドフルネスとその他のアプローチ一一

10回 現代の病 解離性同一性障害(多重人格)

11回 臨床，心理学的地域援助 コミュニティ・アブローチ

12回 ① 刃-"ジモ万ジヲの実際 DVDから学ぶ;DVD視聴

13回 害①刀芳ワンセリングの実際 DVDから「カウンセリングJというものを理解する/ディスカッションと質問

14回
フマワフ7J'あ実際 DVDから絵画療法と箱庭療法の見方を学ぶ

15回 まとめと振り返り 心理療法のプロセスとまとめ

人は自分で言葉を発し、それを自分の耳で聞いて初

成績評価 試験80%，発表や質問等20% 受講上のJレール・留意点
めて自分の思いを本当に理解することができます。
講義を止めても構いませんので、ぜひあなたの頭に
浮かんできたことを言葉にしてみてくださいa

課題やレポートに関する7ィードバック

FBは全体に実施する

書名 著書名 出版朴 名

教科書 『臨床心理学概論』 倉光修 放育送振大興学会教

参考書 ドラマなどから学ぶのが一番だと思っています。

オフィスアワー 作業療法学科の教員を通して連絡をしてください。
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作業療法学科 昼間部

科 目 小児科学 単位・時間数 1単位・ 15時間

担当講師 高木 篤史他 学 年 1年生・後期

資格

実績経験 臨床経験20年以上

医師、日本小児科学会専門医

位授置業づのけ
PT・OTは発達障害領域のリハビリテーションにおいて、積極的主なにど児をと把かtかわっていく。リハビリテーシヨ
ンを実施する以前に、小児科領域における疾患や障害の特性 握しておくことは必須の課題であ
る。本講義を通して小児・思春期に特有の疾患・障害、またその治療方法について理解を深める。

到達目標 代表的な小児疾患の特徴およびその治療方法について説明することが出来る。

授業形態 講義を中心に行う 対面と遠闘の併用授業

授業計商

回数 項目 講義内容

1回 成長・発達(高木) 小児科学の総論、成長発達過程について

2回 神経疾患(岡田) けいれん性疾患、てんかん、など

3回 先天異常(右田) 先天具常、遺伝子病、遺伝カウンセリング、について

4回 骨・筋疾患(高木) 神経筋疾患、筋ジストロフィ一、てんかん、脳性麻痩、ボツリヌス治療など

5回 発達障害(平山) 発達障害、自問スペクトラム症、注意欠如多動症、について

6回 重症心身障害児(平山) 脳性麻癖について、

7回 小児の代表的な疾患1(右田) 新生児仮死、呼吸器・消火器疾患、川崎病など

8回 小児の代表的な疾患2(植田) 小児の予防接種・感染症、発熱、血液疾患、について

成績評価 試験88%、課題12% 受講上のルール・留意点I~分の l を超える授業時間数を欠席したものは試験が
受けられない。

課題やレポートに関するフィ-)'パック

担任を通して行う

書名 著書名 出版社名

教科書 なし

参考書
標準理学療法学・作業療法学小児科学 富田豊 医学書院

ナースのミカタ 小児看髄 右田真

オフィスアワー
空呈スt自主王圭通l.J:.， 担当謹白に連紐L韮主由で2空三ス担丘lニ掴

百世<t::~Kいm

191 



作業療法学科 昼間 部

手ヰ 目 精神医学 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 埜崎 都代子 健T会 年 1年生 後期

資格 作め障7業害、-療ず認児法知支っ士援症ととして40年、 このうち教員経験が30年臨ほどですが、 常勤 非常勤を含臨床に並行して携わっております。 床は、神経難病・粕判昨トデイケ
実績経験 高齢者・発達障害児支援などの経験があり、現在も認知症高齢者・発達

に携わっています。 25年ほどji(Jに精神保健福祉士の資格を取得していま
作業療法士・精神保健福祉士 す。

位授置業づのけ
精神科作業療法学を学ぶにあたって土台となる精神医学の基礎知識を養う。代表的な精神疾患について疾患概念・
症状治療法等について理解し知識

到達目標 各種精神疾患の疾患概念・症状・治療法等について知識を習得する

授業形態 講義・演習 対面もしくは遠隔授業との併用

ー四ーーーー」ー

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 精神障害の分類 精神医学とは。精神障害の成因と分類

2回 精神機能の障害と精神症状 精神症状の把握と各種症状の概念

3回 精神障害の分類診断と評価 診断・評価の方法

4回 脳器質性精神障害 認知症・その他

5回
精神作用物質による精神およ

アルコール・薬物依存
び行動の障害

6回 てんかん てんかんの定義・種類

7回 統合失調症 統合失調症の疾患概念

8回 統合失調症 統合失調症患者の行動持性

9田 気分障害 うつ病

10回 気分障害 操うつ病

II回 神経症性障害 不安神経症・強迫神経症・その他

12回
生理的障害および身体的要因

摂食障害その他
に関連した疾患

13回 人格障害 パーソナリァィー障害、行動障害

14回 発達障害 精神遅滞・自閉症・自閉症スペクトラムその他

Ll_5回 まとめ 精神医療の歴史・リハビリ 7ーションその他

レポート20%、発表 10耳・テスト|受講上のJレール・留意点| レポートl回、発表l回、献験l回実施する予定.
70%の予定

課題やレポートに関するフィードバック

FBは、授業内その他で適宜行う。レポートは返却する。

書名 著書名 出版社名

教科書 標準理学療法・作業療法「精神医学」 奈良勲、鎌倉矩子監修 医学書院

教科書 統合失調症患者の行動特性。その支援と 1CF 昼回源四郎 金剛出版

オフィスアワー 樗業前後の休常時間
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作業療法学科 昼間部

科 目 リハビリテーション医学概論 I 単位・時間数 2単位 30時間

担当講師 草野修輔 学 年 l年生 前期

資格 20年医以療上にわたり、 リハビリテーショびン専大門学経験医にとして、作臨庇業においてリハビリテーショ

実績経験 シ を行ってきたーまた専門学き校及 おいて、 療法ピ学リ科の学生にリハビリ
テーション医学りやの講す義も行義すって た。その を活かし、リハ テーション医学全般

リハビリテーション専門医 についてわか く蹴 る。

位授置業づのけ リハビリテーション医学の歴、ピ史リ、定荘、ヨ関ン辿医職学種に、陣省評価、般各的種理対解象を症深患めのてリもハビリテーションなどについて紹介し、 これ
からの4年間で学習するリノ テーシ ついて、全 らう.

到達目標
①リハビリテーションの歴史や定義、関連防な舗、関連法規・社会福祉.③制度についての説明できる。与②すリハビ的リテー
ションに必要な病陣審態理・解リノ、評価法、治療法 どについて説明明できる リハビリテーションが関 る代表 な各種
疾患について、 、ピリテーションなどについて説 できる。

授業形態 講義

授業，j-i酉

回数 項目 講義内容

l り7王¥::，1)テーシ 、医l

1回|学の歴史と定義 |リハビリテーション医学の歴史的背景や定義について紹介する

| リハビリテーションのl
2回|障害分類とリハビリ |リハビリテーションにおける障害分類とリハビリテーションで関わる分野について紹介する

テーションの分野 I 

l リハビリテーション関，
3回1 i聖職種 |リハビリテーション領域において関与する各種関連峨種について紹介する

| リハビリテーション関l
4回!係法規と社会福祉制度|リハビリテーションにおける関連法規と社会福祉制度について紹介する

|障害学(その l 運動|
5回|障害感覚障害)"--1リハビリテーションにおける障害評価として、運動障害・感覚障害について解説する

|障害宇(その 2:高次| 、
6回|脳機能障害 他) "~"I リハビリテ-yヨンにおける障害評価として、各種高次脳機能障害他について解説する

| 各種障害の評価法、検|
7回|査法 11)ハピリテーションにおける各種障害評価法、関連する検査法等について解説する

| リハピ1):子ーションに|
B回| おける治自主法 |リハビリテーションにおける各種申告療法について解説する

|義肢装具 1 
9回I"---" Iリハビリテーションにおける各種補装具 義肢・自助具などについて紹介する

|脳血管障害のリハビリ|
lO回|テーション |脳血管障害の病態と陣害、実際のリハビリテーションについて解説する

|脊髄損傷のリハビリ | 
ll回|テーション |脊髄損傷の病態と障害、実際のリハビリテーションについて解説する

12回|控努3リハビリ lrピリテーシヨンの対象となる備的な小児疾患とそのリハビリテーションについて解説す

切断および骨関節疾患|

13回|の川リテーシヨン|骨関節疾患および切断とリハビリテーションについて解説する

| 内部障害のリハビリ | 
14回|テーション |呼吸器疾患、心臓疾患等の内部陣害とリハビリテーションについて解説する

|廃用症候群他のリハピ| ー
15回| リテーション |廃用桔侠群、ロコモ、サルコベーア等の病態とリハビリテーションについて解説する

成績
評価

定期試験100% 呈前上のルールー自重点 毎回、前韓資料を配布するので、しっかりと撞習する
こと

課題やレポートに関するフィードパック

毎回、授業内容にUiJしたミニテストを出題するので、しっかりと檀習すること

書名 著書名 出版社名

特に指定なし
教科書

オフィスアワー 持週金曜日昼休み時間
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作業療法学科 昼間 部

科 日 作業療法概論 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 手塚雅之・大倉久美子 学 年 l年生 前期

資格
精神科ず病さ院の臨床経験5年、その後、高「専齢門学校J精を神中心10教育歴1経9年験。を養成教育

実績経験 にた わりながら、身障系病義院 者施設、 病院などでも 盟ねた.
作業療法士田健康運動実践指導者 それらの実務経験をもとに講 を行う。

修士(学術)

位授置業づのけ
作業療法士として学習を開始するにあたって、 4念の年様、間作々の業な学療教び法科ののを概哲学要学習をす・理歴る解史意し義、作業療法士への動機を高めるための
基礎となる授業である.11作業療法の定義、概 21作業療法過主体程 31リハビリテーショ
ンにおける作業療法の役割の学習を通じて、他 習す を理解し、 的・積極的な学習意欲
を高める。

到達目標 作業療法とは何か、リハビリテーションにおける作業療法の役割とは何かを理解し、説明することができる。

授業形態 講義・演習 対面授業(必要に応じて遠隔授業を併用)

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 オリエシァーション 作業療法の概略、ビデオ視聴と討論

2回 作業療法の概念 リハビリテーションと作業療法、作業療法の哲学、概念

3回 作業療法の定義、目的、対象
理学療法士および作業療法士法、その他関連法規、作業療法の定義、専
門領域と対象

4回 作業療法の手段 作業の定義、作業の治療的意味

5回 作業療法の治療的意味 作業の治療的意味、作業療法の要素

6回 作業療法の歴史 世界および日本の作業療法の歴史

7回
作業療法士が基盤とする知

今後学ぶ必要のある知識と技術と態度
識、技術、態度

8回 作業療法の過程 作業療法評価から治療・介入までの過程

9回 チーム医療 多職種連携の重要性

10回 作業療法の守備範囲 精神障害/発達障害/老年期障害/身体障害の作業療法

11回 ICF 患者様の全体像を知る

12回 EBOT 根拠のある医療

13回 MTDLP 生活行為向上マネジメント

14回 理論と作業療法の未来 作業療法の理論と今後の展望

15田 まとめ 職業倫理およびまとめ

成績評価
課題30%、期末試験の成績 70%

受講上のルー))，・留意点
授業時間数の3分の lを超えて欠席した者には単位

を総合して評価する を与えない

課題やレポートに関するフィードパック

FBは、授業内その他で適宜行う。

書名 著書名 出版社名

教科書 標準作業療法学専門分野作業療法学概論 二木淑子・能登真一編集 医学書院

参考書

オフィスアワー 得業前後の休穂時間
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作業療法学科 昼間部

科 目 基礎作業学 単位・時間数 l単位 24時間

担当講師 大倉 久美子 学 年 1年生 後期

資格

実績経験
作業療法か士実としての実務経験を活かし、実隙の現場で作業分折をどのように活用し
ている 例を交えながら秘義を行う。

作業療法土

位授置業づのけ

業作分業療析法において「作業Jは治療・援助の祈目方的であり手段でもある。その「作業」を分析する視点在養うため、作
の目的と意味を理解し、具体的な分 法の知識を獲得することが必要である。

授業方法・講義、演習、グループワーク

作業とは何かを理解する。

到達目標 作業の作分類について理解するe

-ひとが 業性を行うことの意義を理解する。
-作業の特 を理解する。

授業形態 講義・演習 対面授業(必要に応じて遠隔の併用授業)

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 作業療法について 基礎作業学とは何か/作業療法とは

2回 作業とは何か 作業とは何か/作業と活動、作業活動という用語

3回 作業とは何か 作業の分類

4回 ひとと作業 ライフサイクルと作業/一日の生活と作業

5回 ひとと作業 脳と作業/手と作業/身体と作業

6回 作業の特性
作業の特性(作業と結果の特性、ひとが作業をすること、ともに作業をするこ
と)

7回 作業と生活機能 作業遂行に必要な機能(感覚運動機能、精神認知機能、活動機能)

8回 作業を分析する 作業分析とは/作業分析の目的/作業分析の種類

9回 作業を分析する 包括的作業分析

10回 作業を分析する 限定的作業分析

11回 作業を分析する 作業分析を事例で理解する

12回
作業を行う際の留意

作業の用い方(目的として用いる、手段として用いる)
点

-課題 (20%) [課題]作業分析を行い、まとめる。
成績評価

-筆記試験 (80%) 受講上のJレール・留意点 [筆記試験]教科暫・講義資料および講義内容から出
題。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に実施する。

書名 著書名 出版社名|

教科書 ひとと作業作業活動新版 山根寛 三輪書庖|

参考書

オフィスアワー 陸盛
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作業療法学科昼間部

科 目 基礎作業学演習 単位・時間数 1単位・30時間

担当講師 栗原実里・田中英之 足でr当ら 年 1年生後期

資格
病院勤務、訪問リハビリテーション、訪問看髄でのリハビリテーションを経験。実務

実績経験
作業療法土 経験を交え都議を行う.

位授置業づのけ

医療様 ・福祉領域におけるリハビリテーションの一手段として作業療法があり、作業療法では嫌々な活動を用いて患
者 のリハビリテーションに応用していく。本講義ではあくまでその一例として「室内におけるアクティピテイ」
を取り上げ、実体験を通して治療への活用方法を考えてもらう。活動について解説した後、実際の活動に従事して
作品の完成を目指す.

到達目標
( 1 )作業療法のアクティピティを体験し、作品の完成を目指すととができる。 ( 2 )具体的な作業活動を通じ

て、治療への応用がイメージできる。

授業形態 講対義面・授演業習

授業計画

回数 項目

l回 オリエンテーション 授業概要説明(手作りァーション)

2回 演習1ーl 手作りテーション①/革細工①

3回 演習 1-2 手作りァーション②/革細工②

4回 演習 1-3 手作りァーション③/革細工③

5回 演習 1-4 手作りァーション④/革細工④

6回 演習 1-5 手作りテーション⑤/革細工⑤

7回 演習lー6 手作りテーション⑤/革細工⑥

8回 演習 1-7 手作りァーション⑦/革細工⑦

9回 演習2-1 手作りァーション①/革細工①

10回 演習2-2 手作りテーション②/革細工②

11回 演習2-3 手作りテーショ〉③/革細工③

12回 演習2-4 手作りァーション④/革細工④

13回 演習2-5 手作りァーション⑤/草細工⑤

14回 演習2-6 手作りテーショ〉⑤/草細工⑥

15回 演習2ー7 手作りテーショ〉②/草細工⑦

課題100% 受講上のJレール・留意点

講義内容

3分のlを超える授業時間数を欠席したものは単位を与
えない。
手作りテーショシ・革細工、両方の作品を完成させ提
出すること。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に実施する

書名 著書名 出版社名

教科書 なし (資料を配布する)

参考書 -つくる/あそぶを治療に生かす作業活動実習マニュアル 古川宏 医歯車出版

火・土.BD墨田以外、午後17時まで。
オフィスアワー

それ以外はメーJレで相談。
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作業療法学科昼間部

芋ト 目 体験実習 単位・時間数 1単位・45時間

担当講師 手塚 雅之 学 年 1年生前期

資格 精神ず科さ病わ院りの臨床経験5年、その後「事門学校Jを中心に教育歴18年。韮成教育に
実績経験 作聾銀法土・樟健士康運動車時指遂事官 た ながら、身障系病院、市齢者施設、精神病院などでも経験を1Ilねた。それ

(学術) らの突務経験をもとに~/!J鳴を行う.

位授置業づのけ
作業療法士を養成するための専門教育が本格化する前に、様々な体験を通して、今後学んでいく専門領域の具体的
なイメージがわくよう準備する授業である。施設見学や陣害体験、リハビリテーションの具体的な手法を体験して
いく。

(1)医療，、としてふさわしい態度を身につけるととができる. (2 )作業療法士のかかわる領域について体
到達目標 験し、感想を述べることができる。(3 )障害を持っと何が困るのか、疑似体験を通して自分の考えを述べる

ととができる。

授業形態 講義・演習 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 オリエンテーション 授業概要説明

2回 リハビリ体験(1 ) 骨と筋/触診①

3回 リハビリ体験 (2) 筋力増強訓練 I

4回 リハビリ体験(3 ) 筋力増強訓練E

5回 リハビリ体験 (4) 筋力増強訓練E

6回 リラックス体験(1) 骨と筋/触診②

7回 リラックス体験 (2) ボディワーク I

8回 リラックス体験(3 ) ボディワーク E

9回 態度教育(1) 医療機関における接遇

10回 態度教育(2) 医療機関における接遇

11回 障害体験 車いす体験

12回 コミュニケーション実習① グループワークによる基礎科目の学習を過して、コミュニケーションの練習を行う。

13回 コミュニケーション実習② グループワークによる基礎科目の学習を過して、コミュニケーションの練習を行う。

14回 コミュニケーション実習③ グHープワークによる基礎科目の学習を通して、コミュニケーションの練習を行う。

15回 コミュニケーション実習③ グループワークによる基礎科目の学習を通して、コミュニケーションの練習を行う。

16回 コミュニケーション実習⑤ グループワークによる基礎科目の学習を通して、コミュニケーションの練習を行う。

17回 コミュニケーション実習⑥ グループワークによる基礎科目の学習を通して、コミュニケーションの練習を行う。

18困 コミュニケーション実習⑦ グループワークによる基礎科目の学習を通して、コミュニケーションの練習を行う。

19回 レポート作成体験 様々な実習を通して得た知見を、レポートにまとめる体験を行う。

20回 レポート作成体験 様々な実習を通して得た知見を、レポートにまとめる体験を行う。

21回 レポート作成体験 様々な実習を通して得た知見を、レポートにまとめる体験を行う。

22回 施設見学 施設見学のまとめと発表

23回L!!験実習まとめ 体験実習と今後の展望

授業内試験50%、課題50% 受講上のJレール・留意点
3分のlを超える授業時間数を欠席したものは試験が
受けられない。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に実施する

書名 著書名 出版社名

教科書 なし (資料を配布する)

参考書

オフィスアワー . r木よ曜記日以以外外でJもま、たは「メールで相談可」
空いている時聞は対応可能です。
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作業療法学科 昼間部

科 目 身体障害評価学 I 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 福漂 阿弾 学年 1年生 後期

資格
作そ問い業看のて療簸経実法験技ス士テををとして回、がン檀身、ら期故体帥リハビデリテイーション病院、 老，、保他施設、 適所介鎚施設、 訪

実績経験
ーショ 課桂等 サービスにて勤務経験あり
活かし 陣義害分野で行われる関節可動域測定及び桂手筋力検査をにつ

作業療法士 交えなら帥を行う。

位授置業づのけ
作身関体諜節療障可法害動分士域として治けよ療びる作筋を行業力検療う法査に評のあたり、 対び象生者活し行の、為対身体象向者機上能ののや生活動作能力を正しぐ評ト価なすることはとても重充要分である.野I~お 師およ ために必要なアセスメン どの目な的や手段を に理解したうえで、

測定お 手技を体得 身体機能を正しく評価できるようにる.

到達目標 身体節障害分野におけはの測種る作定類業のや療目目法的的評や、価方方法の法及及目的びび注及注意び意手点点段在を理理を理解解解ししする。関 で 、適切な方法で正しい えるようになる。
筋力可検動査域で測は定検査 、適切な方法で正しい測検定査がが行行えるようになる.

授業形態 講義・演習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 作業療法における評価について 作業療法評価の目的及び手段や技術について理解する

2回 関節可動域測定について 関節可動域測定の目的及や注意点、結果における解釈を理解する

3回 肩関節の関節可動域測定 肩関節域測屈曲・伸展・外転・内転・外旋・内旋・水平屈曲・水平伸展の関節
可動 定

4回
肘関節・前腕・手関節の関節可動 肘関節屈曲・伸展、前腕回外・回内、手関節掌屈・背屈・様屈・尺屈の関
域測定 節可動域測定

5回 母指の関節可動域測定 擦屈側曲外仲転・尺側立内転・掌側外転・掌側内転、 MP関節屈曲・伸展、 IP関節の
展、対の関節可動域測定

6回 手指の関節可動域測定
MP関節屈曲・伸展、 PIP関節屈曲・伸展、 DIP関節屈曲・伸展、外転・内転
の関節可動域測定

7回 股関節・膝関節の関節可動域測定
股関節屈曲・伸展・外転・内転・外旋・内旋、膝関節屈曲・伸展の関節可
動域測定

B回 足関節・足部の関節可動域測定
足関節底屈・背屈、足部外がえし・内がえし・外転・内転の関節可動域測
定

日回 筋力評価について 筋力評価の種類や目的、方法及び注意点、結果における解釈を理解する

10回 肩関節の徒手筋力検査
肩関節屈曲・伸展・外転・外旋・内旋・水平屈曲・水平伸展の徒手筋力検
査

11回 検肘査関節・前腕・手関節の徒手筋力 肘関節屈曲・伸展、前腕回外・囲内、手関節掌屈 背屈の徒手筋力検査

12回 母指の徒手筋力検査 境立側の外転・掌側外転・内転、 MP関節屈曲・伸展、 IP関節の屈曲・伸展、対
徒手筋力検査

13回 手指の桂手踊力検査 MP関節屈曲・伸展、 PIP関節屈曲、 DIP関節屈曲、外転・内転の徒手筋力検
査

14回 股関節の徒手筋力検査
股関節屈曲・屈曲外転膝屈曲位での外旋・イ申展・外転・屈曲位からの外
転・内転・外旋・内旋の徒手筋力検査

15回 膝関節・足関節の徒手筋力検査
膝関節屈曲・伸展、足関節底屈・背屈ならびに内がえし・内がえし・底屈
をともなう外がえしの徒手筋力検査

-講義 I~は指定した服装、身だしなみで出席する。
始業す時に着替え等の準備ができていない場合は遅

刻とる。

成績評価 筆記試験 1 0 0児 空前上のルール・留意点
-スマホ等の機器を不要に操作したり私語が幸いな
ど、他とがの生徒の受講の妨げになる場合は退室を命ず
ると ある。
. ~m義時間数の 113以上欠席したものには単位を与
えない。

課題やレポートに関するフィードパック

全体または実技内では個別に7ィードパックを行う

書名 著書名 出版社名

作業療法許価学第3版(標~U作業療法学専門分野) 能登真一他 医学書院
教科書

協同出医版書新・徒手筋力検査法原著第10版 Dale Avers， Marybeth Brown 

オフィスアワー i童基前鐙金盤盈睦閏
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作業療法学科 昼間部

科 目 作業療法基礎演習 I 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 福樫阿弾 学 年 1年生 後期

資格
作問措看盟療法ス土として回、がシ世、身ら期放体鰐限義附リハ桂省を等分仔ビ野デリイテでサ行ション病節院て勤、可老務動人経域保験澗拙施置、 適所介髄施設、 紡

実績経験
テーショ ーピスに あり

その経験桂を活かし われる閃可動域澗定及び徒手前力紗笹をにつ
作業療法士 いて完を究えな う。

位授置業づのけ 作諜節療可法即J士として治療び徒を行手前う力に検あたり、手対技象者の身L体、構対能象者や生活動{1能力を正しく評価価ですきることはとても亜聖である。
開 域測定およ 査の を体得 の身体出悼を正しぐ評 るようになる白

到達目標 関節可動域測定では基本階軸の・移断基動準軸を理解解し、適適切切な方方法で正しい測検定査が行えるようになる.
提手筋力検査では各段 判 を理し、 な法で正しい が行えるようになる。

授業形態 演習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 }胃騎節の関節可動域測定
肩関節屈曲・伸展・外転・内転・外旋・内旋・水平屈曲・水平伸展の関

節可動域測定

2回
肘関域節・前腕・手関節の関節
可動測定

肘関節屈曲・伸定展、前腕回外・囲内、手関節掌屈・背屈・梼屈・尺屈の
関節可動域測

3回 母指の関節可動域測定
携側外曲転・尺側対内立転・準側外転 掌側内転、 MP関節周曲・伸展、 IP関節
の周 ・伸展、 の関節可動域測定

4回 手指の関節可動域測定
MP関節屈曲・伸展定、PIP関節屈曲・伸展、 DIP関節周曲・伸展、外転・内
転の関節可動域測

5回
股測定関節・膝関節の関節可動域 股関節屈曲・伸展・外転・内転・外旋・内旋、膝関節屈曲、仲良の関節

可動域測定

6回
足関節・足部の関節可動域測 足関節底囲・背屈、足部外がえし・内がえし・外転・内転の関節可動域

定 測定

7回
上肢手指下肢の関節可動

上肢 手指・下肢の関節可動域測定の総復習
域測定

8回 肩関節の徒手筋力検査
検肩査関節屈曲・伸展・外転・外旋・内旋・水平屈曲・水平伸展の徒手筋力

9回
肘筋関節・前腕・手関節の徒手

力検査
肘関節屈曲・仲展、前腕囲外・囲内、手関節掌屈・背屈の徒手筋力検査

10回 母指の徒手筋力検笠 擁対側立外の転徒手・掌筋側力外検査転・内転、 MP関節屈曲・伸展、 IP関節の屈曲・伸展、

11回 手指の徒手筋力検査
MP関節屈曲・伸展、 PIP関節屈曲、 DIP関節屈曲、外転・内転の徒手筋力

検査

12田 股関節の徒手筋力検査
股関節屈筋曲・検屈曲外転膝屈曲位での外旋・伸展・外転・屈曲位からの外
転の徒手力査

13回
股関節・膝関節の徒手筋力検

股関節内転・外旋・内旋、膝関節屈曲・伸展の徒手筋力検査
査

14回 足関節の徒手筋力検査
足関節底屈・背屈ならびに内がえし 内がえし・底屈をともなう外がえ
しの徒手筋力検査

15回 検上肢査 ・手指 下肢の徒手筋力 上肢・手指・下肢の徒手筋力検査の総復習

-講義には指定した服装、身だしなみで出席場す合る.
-始諜時に着替え等の申怖ができていない は遅
刻とする.

成績評価 実技試験:100児 受講上のルール・留意点 -スマホ等の機器を不聾にげ操に作したり私簡が多いなず
ど、イ也の生提の畳講の防 なる場合は退室を命
ることがある.
誹器時間散の1I3以上欠席したものには単位を与

えない。

課題やレポートに関するフィードパック

全体または実技内では個別にフィードパックを行う

書名 著書名 出版社名

作業療法評イ両学第3版(標拙作業療法学専門分野) 能聾真一他 医学書院
教科書

協同出医版書新・植手筋力検査法原著第10版 Dale Avers， M町 YbethBrown 

オフィスアワー 4号婁曲待03怯問時間
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作業療法学科 昼間部

科 目 運 動 学E 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 栗原実里 学 年 2年生 前期

資格

資病格院務経勤作験務業、を療法土実績経験 訪交問講リハ義ビリテーション、訪問看離でのリハビリテーションを経験。
実 えを行う。

授業の リハビリテーションで対象者学を評E価はを・治講l年療義生すとで演る学た習んめをだに交生はえ体、て力身学学体習、の解基剖本学的な生構理造学やの機知能識、 各関節目下動肢吉方体を幹理の
位置づけ

解しておく必要がある。運動で を用い、
運動メカニズムや機能障害について していく。

下肢・体幹の関節運動を、解剖学、生理学、運動学の専門用語を用いて適切に表現できる。
到達目標 下肢 体幹の正常な運動メカニズムや、機能障害について説明できる。

歩行に関する基礎知識を理解し、専門用語を用いて適切に表現できる。

講義と演習
授業形態 対面授業

授業計画

図数 項目 講義内容

l回 下肢帯と股関節① 下肢帯の骨と関節について

2回 下肢帯と股関節② 股関節の構造と機能

3回 股関節ゆ 股関節の運動メカニズム

4回 膝関節① 膝関節の構造と機能

5回 膝関節② 膝関節の運動メカニズム

6回 足の関節:D 足の関節の構造と機能

7回 足の関節② 足の関節の運動メカーズム

8回 足の関節③ 足の関節運動の機能障害

9回 下肢の神経 下肢の神経叢と神経支配

10回 脊椎 頚椎・胸椎・腰椎の解剖と運動メカーズム

11回 体幹・呼吸 体幹の運動と呼吸運動

12回 事行① 正常歩行の基礎知識

13回 歩行③ 正常歩行の基礎知識と異常歩行について

14回 顔困および頭部 顔面及び頭部の運動メカニズムを学ぶ

15回 運動学習 運動学習の基礎知識を学ぶ

議
関節・膝・足の関節の運動と機能障害
椎・体幹の運動

成績評価 課題:30% 
受講上のルール・留意点

行・運動学習
筆記試験 70% 課題は10問程度の設問について解答するものであ

る。
授業時に配布するので、欠席時は課題を取りにくる
こと。(各A3用紙2枚程度)

課題やレポートに関するフィードパック

課題を返却し全体にフィードパックを行う

書名 著書名 出版ネ十串

教科書 基礎運動学第6版布i訂 中村隆 、驚藤宏、長崎浩
版

参考書 PT.OTビジュアルテキスト専門基礎運動学 山崎敦 羊土社

オフィスアワー 火・土・日曜日以外、午後17時まで。
それ以外はメルで相談。
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作業療法学科 昼間部

科 目 運動学実習 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 栗原 実里 学 年 2年生 前期

資格
病実資格 作務業、療法土

実績経験 院勤 訪問リハビリテーション、訪問看簡でのリハピリテーションを経験.
務経験を交え講義を行う。

授業の リハビリテーションで作対を象者を評価・治療する際には、その人の識姿を勢や動作を観察する必要がある.運動学

位置づけ
実習では、姿勢や動 観察し、解剖学・生理学運動学の知 使い分析・考察をする力在、演習を中心
とした授業を通し学んでいく。

l生体力学、機能解剖学、生理学、運動学の知識を用いて、ヒトの姿勢・運動・動作を観察・分析し、専
到達目標 門用語を用いて適切に記述できるようになる。

2実験・実習を通して現象を論理的に分析し、科学的に考察が出来るようになる。

授業形態
講義・演習
対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 運動と動作分析 動作分析の方法を学ぶ

2回 姿勢の分析① 座位・立位姿勢を観察し、記録する

3回 姿勢の分析② 障がいのあるか方の姿勢分析(片麻痕)

4回 姿勢の分析③ 障がいのあるか方の姿勢分析(パーキンソ病)

5回 寝返り動作の分析 寝返り動作を観察、分析し、記録する

6回 起き上がり動作の分析 起き上がり動作を観察、分析し、記録する

7回 起立・着座の分析① 立ち上がりと着座を観察・分析する

8回 起立着座の分析② 立ち上がりと着座を考察、記録する

9回 起立・着座の分析③ 障がいのある方の動作分析(片麻庫)

10回 歩行の分析① 正常歩行を観察、分析する

11回 歩行の分析② 正常歩行を観察、分析する

12回 歩行の分析③ 異常歩行を観察、分析する(片麻癌)

13回 歩行の分析④ 異常歩行を考察、記録する(パーキンソン病)

14回 ADLの動作分析① 日常生活動作を運動学的に分析する

15回 ADLの動作分析T② 日常生活動作を運動学的に記録する

課題6田提出

¢②③姿寝障勢が返分析

成績評価
課題 60% 受講上のJレール・留意点

いのある方の姿勢分析

定期試験 40%
り・起き上がり

④@⑥立障歩がち行上がりと着座いのある方の動作分析
分析

静題やレポ トに関するフィードパック

レポートを返却し全体に行う

書名 著書名 出版社名

教科書 動床作推分論析の臨実床践活~用講座~パイオメカニクスに基づく臨 石井慎一郎 i/カルt'l-

参考書 理学療法作業療法テキスト 運動学実習 石川朗 中山書庖

オフィスアワー 火土・日曜日以外、午後17時まで。
それ以外はメールで相談。

201 



作業療法学科 昼間部

科 目 病理学概論 単位・時間数 l単位・ 15時間

担当講師 プルカット・アルミフ 学年 2年生 前期

資格

実績経験
大学病院などで行ってきた病理検査経験を生かし、実伊jと国家試験
問題の解説などを交えながら講義を行う。

医師・医学博士

病理学は基礎医学の総まとめおよび臨床医学への橋渡し役となっている。解剖や生理学で学んだ人体の正常
構造と機能にどんな異常が生じて患者が苦しんでいるのか、 要するに「疾病の成り育ちJを理解する基礎で
ある。すべての医療従事者に共通して患者の病態を正確に把握するために病気の原因、発生メカニズム、経

位授置業づのけ
過と転帰を深〈理解することが求められるので、病理学の学習が必須とされる。
講義では病因となる内因と外因を踏まえ、全身の各臓器で共通する、退行・進行性病変、循環障害、炎症・
感染症、免疫疾患、腫蕩、先天異常などの概念や主要疾患、そして、各臓器の各疾患の特徴にについて説明
する。
授業はプレゼンテーション形式で行われる。

11進行・退行性病変，代謝障害、循環障害，炎症，腫蕩，奇形などの疾患群を総論的に説明できる。
到達目標 21疾患に関わる病理学的用語を理解し、正しく使える。

31他の講座で学ぶ疾患と本講座の知識との関連性を見出し説明できる。

授業形態 講義 遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 病理学の概要病因論 病理学の概念ついて理解する、疾病の外因・内因を理解する

2回 退行・進行性病変
変生、萎縮、壊死、アポトーシスについて学ぶ
肥大、過形成、化生、異型性及び再生について学ぶ

3回 代謝異常 生命を維持するための代謝及び代謝異常により引き起こされる病態について学ぶ

4回 循環障害① 血液循環の基礎、局所循環障害について理解する

5回 循環障害② 炎症 全身循環の病因・病態について理解する。炎症の経過と生体の反応を理解する

6回 感染症 腫昔話①
感染症の成り立ち及び感染症を引き起こす主な病原体ついて理解する
腫蕩の特徴、命名と分類、形態、悪性腫療の進展形式を学ぶ

7回 腫蕩② 進行度、発生原因と発がんメカニズムを学ぶ

8回 先天異常、奇形 遺伝性疾患、染色体異常と奇形の基礎を学ぶ

-定期試験は筆記試験を行う

定期試験100%(授業時間数の3分のl以
-不合格者対象に再試験を行う

成績評価 受講上のルール留意点 -定期試験範囲を授業中に重要とされる内容や
上欠席した者には単位を与えない)

記布 される演習問題等
とする

:
 

る

一

す

一
施

一

実

一

'
」
一!
 

体

一
全

一

斗
J
a

一!
 
!
 
!
 

課題やレポートに関するフィードパック

教科書

参考書

奈良勲ら

オフィスア
質問があればメールでお願いします

almiranasirden@gmail.com 
p-almira唖stu.nichireha.acjp
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作業療法学科 昼間部

手ヰ 目 内科学・老年学 I 単位・時間数 2単位 30時間

担当講師 佐久間 肇 学 年 2年生 前期

資格
総合内科専門医、神経内科専門医、リハビリ科専門医として臨床経験

実績経験
を積んできた。臨床での実例経験も紹介しながら講義を行う。

医師

リハビリテーションの対象のなる患者は内部障害者の他に、多数の内科系疾患を合併している患
授業の 者さんが多く、内科系疾患の理解がないと適切なリハビリテーションが実施できないことや、現

位置づけ 在のチーム医療という観点からも内科系疾患の理解が必要である。内科学全般にわたり、病態、
症候、検査、治療について主にスライド利用した講義、国試過去聞を利用して理解を深める。

到達目標 主要な内科疾患の病態、症候、検査、治療について理解し、説明できる。

授業形態 講義 「対面授業」もしくは「遠隔授業」

授業計画

回数 講義内容

l回 内科学総論 1 診療の流れ、身体診察法~検査

2回 内科学総論2 傷害に対する生体反応、発熱、動1降、咳・波、呼吸困難、胸痛と腹痛など

3回 内科学総論3 吐血・下血、ショック、浮腫、胸水・腹水など

4回 内科学総論4 尿・便・血液、生理機能検査、画像検査

5回 呼吸器 l 肺の解剖と生理、症候と病態生理、臨床検査所見

6回 呼吸器2 慢性閉塞性肺疾患、ぴまん性汎細気管支炎、気管支哨息

7回 呼吸器3 拘束性肺疾患、肺縦郭腫湯、肺腫湯、肺循環障害、サルコイドーシスなど

B回 呼吸器4 肺炎、 AR郎、胸膜の疾患など

9回 循環器 l 心血管系の解剖と生理、主な症候、診断法、不整脈

10回 循環器2 高血圧、低肌圧、虚血性心疾患(狭心症、心筋梗塞)

11回 循環器3 弁膜症、心膜炎、心不全

12回 循環器4 心筋疾患、先天性心疾患、大動脈疾患、末梢血管疾患

13回 消化器総論 解剖と生理、症候と病態生理、検査法

14回 消化器各論 I 口腔疾患、食道疾患、胃・十二指腸疾患

15回 消化器各論E 小腸疾患、大腸疾患、月工門疾患

国家試験に準じた形式の

成績評価
試験 1100目)を基本とし、 受講上のルール・留

私語を控える乙と
提出課題点を加味して最 意点
終評価とする。

課題やレポートに関するフィードパック

課題提出後の授業で正答を配布する。

書名 著書名 出際社名|

教科書

参考書

オフィスアワー 授業時間前後で質問に応じます。
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作業療法学科 昼間部

科 目 内科学・老年学E 単位・時間数 2単位 30時間

担当講師 佐久間 肇 学 年 2年生 後期

資格

実績経験
総合内科専門医、神経内科専門医、リハビリ科専門医として臨床経験
を積んできた。臨床での実例経験も紹介しながら講義を行う。

医師

リハビリテーションの対象のなる患者は内部障害者の他に、多実数の内科系疾患を合併している患者さんが

位授置業づのけ
多く、内科系疾患の理解がないと適切なリハビリテーションが 施できないことや、現検在のチーム医療と
いう観点からも内科系疾患の理解試が必要である。内科学全般にわたり、病態、症候、 査、治療について
主にスライド利用した講義、固 過去聞を利用して理解を深める。

到達目標 主要な内科疾患の病態、症候、検査、治療について理解し、説明できる。

授業形態 講義 「対面授業」もしくは「遠隔授業」

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 肝胆勝疾患 l 肝胆豚腹膜の解剖と生理、検査法他

2回 肝胆膳疾患2 肝胆疾患、勝疾患、腹膜疾患

3回 血液・造血器疾患1 血液の成分と生理、造血と血液細胞の分化、症候、検査法、赤血球系の疾
患

4回 血液・造血器疾患2 白血球系の疾患

5回 血液・造血器疾患3 出血性疾患、血栓性疾患

6回 代謝性疾患 l 代謝・栄養の異常総論、精尿病

7回 代謝性疾患、2 脂質異常症、メタポリツクシン戸ローム、アミロイドーシス、高尿酸血症

8回 内分泌疾患1 内分泌総論、下垂体疾患

9回 内分泌疾患2 甲状腺疾患、副甲状腺疾患、副腎疾患

10回 腎・泌尿器疾患1 腎の解剖と生理、症候と病態生理、検査法

11回 腎・泌尿器疾患2 腎不全、糸球体疾患、尿細管疾患

12回 腎・泌尿器疾患3 尿路系疾患、前立腺疾患、電解質代謝の異常

13回 際原病 l 勝原病の診断と治療、 SLE

14回 勝原病2 RA、 強直性脊椎炎、シェーグレン症候群、 PAN 

15回 腰原病 3 SSc、PM/DM、MCTD、ベーチェット病

シ」る、ぇ控を担
叩私点意留、レレの上誹受点
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課題やレポートに関するフィードパック

課題提出後の授業で正答を配布する。

書名 著書名 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワー 授業時間前後で質問に応じます。
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作業療法学科 昼間部

事ヰ 目 整形外科学 I 単位・時間数 2単位・30時間

担当講師 飛松好子 学 年 2年生 前期

資格

実績経験 盤m;外科医師、臨床経験40年以上

医師

整形外科学は、上肢、 F肢、体幹の運動器官を専門に扱う科で、骨ざ、関節、筋肉、神経などが関係する分野である。骨
折や捻挫などの外傷と、変形性関節症や関節リウマチなど、さま まな疾患がある。 これら運動器の外傷や疾患の治

位授置業づのけ
療には、 リハビリテーションに関わる理理全解学身療法士、作業療法士、義肢装具作を士行業などの参加が極めて重要である。
更には、運動器疾患の理解は障害者の にも繋がり、福祉にも関わる 療法士にはその理解が必須である. 前
期では、整形外科学の概論から、主に に関する疾患についての講ポ義 う。
後期では、上肢、下肢、体幹などの部位zrJの疾患や外傷、およびス ーツなどの特殊な項目の諦義を行う。

到達目標 整形外科学の講義、前期、後期を通じて、害①を運理解動器の構造と機能を理解すげる能、②力運を養動器に生じる主なる疾患や外傷
の知識を得る、③運動器疾患の病態、障 して、治療手段につなる う、ととを目的とする。

授業形態 講義 対面と遠隔の併用授業などの可能性

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 整形外科学と運動器の解剖 整形外科とは、リハビリァーションとのかかわり、運動器解剖

2回 診断と治療総論 整形外科診断学、治療法

3回 軟部組織損傷 関節損傷軟部組織の外傷の総論、熱傷概論、筋区画症候群

4回 骨関節損傷総論 骨折総論、関節損傷

5回 肩、肩甲帯 肩の外傷、肩関節脱臼、臆板損傷、上腕骨近位端骨折などの外傷

6回 品ナ
肘関節周辺の骨折、肘関節周辺の外傷、変性疾患、下肢用症候群、絞拒性神経
炎、前腕骨骨折、 TFCC

7回 手 手の解剖神経支配

手指の変形性関節症 (Heberden，CM関手節根症骨)、過使用症候群(腿炎など)、手関
B回 手 節~手指の外傷(横骨遠位端骨折、 骨折(舟状骨骨折、月状骨脱臼)、

手指の骨折)

9回 股関節骨盤 解剖 変形性関節症、骨折、先天性股関節脱臼、ベルァス、骨盤骨折

10回 膝関節 解剖 変形性膝関節症、膝関節の外傷

11回 足 解剖足関節外傷、足関節疾患

12回 脊椎疾患(腰椎) 解剖 腰椎の疾患、腰椎椎間板ヘルニア、脊柱管狭窄症、神経根症、一分脊椎

13回 脊椎疾患(頚椎) 頚椎の疾患、神経根症、など

14回 脊髄損傷 脊髄損傷、急性期、慢性期、合併症(搾清、尿路感染症、肺炎など)

15回 頚髄損傷 上肢機能、高位分類

テスト 100% 受講上のルール・留意点| 国家試験に準じた設問
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課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 整形外科学ァキスト(改定第4版) 高橋邦奏、芳賀信彦編 南江堂

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間

205 



作業療法学科 昼間部

手ヰ 目 整形外科学E 単位・時間数 2単位・30時間

担当講師 飛松好子 学 年 2年生 後期

資格

実績経験 整形外科医師、臨床経験40年以上

医師

整形外科学は、上肢、下肢、体幹の運動器官を専門に扱う科で、骨、関節、筋肉、神経などが関係する分野である。
骨折や捻挫などの外傷と、変形性関節症や関節リウマチなど、さまざまな疾患がある。 とれら運動器の外傷や疾患、

位授置業づのけ
の治療には、リハビリテーションに関わる理学療法士、作祉業療法士、義肢装具士などの参加が極めて重要である。更
には、で運は動、器整疾形患外の科理学解のは障害者の理主解ににも繋がり、福 にも関わる作業療法士にはその理解が必須である。
前期 概論から、 全身に患関やする疾患についての講義を行う。
後期では、上肢、下肢、体幹などの部位別の疾 外傷、およびスポーツなどの特殊な項目の講義を行う。

整形外科学の講義、③前期運、後期を通じて、①障運害動器の構造と機能を理解する、げ②る運動器に生じる主なる疾患や
到達目標 外傷の知識を得る、 動器疾患の病態、 を理解して、治療手段につな 能力を養う、ととを目的とす

る。

授業形態 講義 対面と遠隔の併用授業などの可能性

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 リウマチ性疾患 l 関節リウマチ

2回 リウマチ性疾患2 脊椎関節炎 自己免疫疾患と骨関節症

3回 関節疾患 変形性関節症痛風血友病性関節症

4回 感染症 化膿性関節炎、骨髄炎、骨関節の感染症

5回 代謝、内分泌疾患 骨粗怒症の概念、診断、治療、 トピックス

6回
ロコモァィブシンド

ロコモティブシンドロームの概念、運動器不安定症、フレイル、高齢者の運動器
ローム

7回 神経筋疾患 末梢神経障害(上肢)

B回 神経筋疾患 末梢神経障害(下肢)、筋疾患

9回 脳性麻痩 脳性麻庫原因発達病型

10回 骨系統疾患・骨端症 骨系統疾患・骨端症

11回 腫傷、 運動器の腫痕(骨腫湯、軟部腫蕩)、腫傷性疾患

12回 皿原T丁陣吾・慢恒格涌扶
血行障害・慢性疹痛症候群 (CRPS， 線維筋痛症、など)

13回 切断 切断肢(切断術、義肢、合併症、リハビリテーション)

14回 スポーツ整形外科 障害者スポーツ、スポーツ外傷、スポーツ障害、疲労骨折， R1CE，など

15回 補装具と整形外科 補装具の役割

テスト 100% 受講上のルール・留意点| 国家試験に準じた設問
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課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名|

教科書 高橋邦奏、芳賀信彦 編 高 橋 邦 奏 、 芳 賀 信 彦 編 南江堂 | 

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間

206 



作業療法学科 昼 間 部

科 目 神経内科学 I 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 加藤 陽久 高で記r長 年 2年生 前期

資格

実績経験
脳神経内科医として20年以上の臨床実務経験から、リハビリテー
ションへの神経内科学の関与の重要性を説く。

医師

将来、リハビリテーションに関わる医療，、として活動するために必要な神経内科学の基礎知識
を学ぶ。本邦では高齢化社会がすすみ、疾患を有しでも、充実した人生を歩むととが望まれる
ことから、リハビリテーションへの期待はますます高まるばかりである。リハビリテーション

位授置業づのけ
の対象となる疾患として、整形外科疾患とともに、脳卒中や神経変性疾患をはじめとした神経
疾患は主要な疾患群であり、高齢化社会を迎えた本邦にあっては、今後、神経疾患を有する患
者が増加することは想像に難くない。この乙とから神経内科学を理解する乙とは、リハビリ
テーションに関わる医療人として必須の要素となる。本講義では、神経内科学について、神経
症候学・神経学的検査・神経疾患各論へと講義を進め、解説していく。

到達目標 神経内科学総論を理解する

授業形態 講義 対面授業もしくはオンデマンド

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 神経系の基礎 神経系の解剖・生理

2回 神経診察 I 意識

3回 神経診察E 高次脳機能 I

4回 神経診察E 高次脳機能E

5回 神経診察W 脳神経系 I

6回 神経診察V 脳神経系E

7回 神経診察VI 脳神経系E

8回 神経診察vn 運動系 I

9回 神経診察官E 運動系E

10回 神経診察医 不随意運動

11回 神経診察X 感覚系・反射

12回 神経系の検査 I 神経画像 I

13回 神経系の検査E 神経画像E

14回 神経系の検査E 生理学的検査

15回 神経系の検査N 脳脊髄液検査

テスト100% 受講上のルール・留意点| 講義には積極的な姿勢で臨まれたい。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは適宜実施する。

書名 者書名 出版社名

教科書 神経内科学テキスト 第4版 江藤文夫・飯島節編 南江堂

ベ床ッドサイドの神経の診かた 第18瓶
田崎義昭・斎藤佳雄著 南山堂

参考書 臨 のための神経機能解剖学
後藤文男 中外医学社

脳の機能解剖と商像診断第2版 民柳佳昭 医学書院

オフィスアワー 授業前後の休憩時間
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作業療法学科 昼間部

科 目 神経 内科 学E 単位・時間数 Z単位・ 30時間

担当講師 加藤 陽久 学 年 2年生 前期

資格

実績経験

医師

脳神経内内科医として20年重要以上の臨床実務経験から、リハビリテーションへ
の神経科学の関与の 性を説〈。

将来、リハビリテーションに関わる医療人として活動するために必要がな望神ま経内科学の基礎知識を学ぶ。本邦で
は高齢化待社会がすま1すみ、疾る患ばかを有しても、充実した人生を歩むこと れるととから、リハビリテーション

授業の
への期脳 はます 高ま りである。リハビリテーションの対象となる疾患として、整形外科疾患ととも

位置づけ に、 卒中や神経疾変患性疾患をはじめとした神経疾息は主要な疾患群であり、高齢化社神会を迎えた本邦にあって
は、今後、神経 を有する患者が増加することは想像に難くない。乙のととから 経内科内科学学を理解すること
は、リハビリテーションに関わる医療人として必須の解要素となる。本講義では、神経 について、神経症
侯学・神経学的検査・神経疾患各論へと講義を進め、 説していく。

到達目標 神経内科学各論を理解する

授業形態 講義 対面授業もしくはオンデマンド

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 脳血管障害 I 虚血性脳血管障害

2田 脳血管障害E 出血性脳血管障害

3回 脳血管障害E その他の血管障害

4回 変性疾患I パーキンソン病とその類縁疾患

5回 変性疾患E 脊髄小脳変性症

6回 変性疾患E 運動ーユーロン疾患、他

7回 脱髄性疾患 多発性硬化症、他

B回 末梢神経疾患 ギラン・バレー症候群、他

9回 筋疾患 筋ジストロフィ一、他

10回 神経筋接合部疾患 重症筋無力症、他

11回 腫揚・脊髄疾患 脳腫傷、他

12回 感染性疾患 髄膜炎、他

13回 先天呉常・内科系疾患 内科系疾患における神経障害、他

14回 グ串ト惜・目 品 a・4戎日i:i'I::B民 頭痛・めまい・てんかん、他

15回 認知症疾患 アルツハイマー病、他

テスト 受講上のルール・留意点| 講義には積極的な姿勢で臨まれたい。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは適宜実施する。

書名 著書名 出版制名

教科書 神経内科学テキスト 第4版 江藤文夫・飯島節編 南江堂

ベ臨床ッドサイドの神経画機像経能診の診解断かた 第18版
田崎義昭 斎文藤男佳雄著 南山堂

参考書 のための神 剖学
後藤

中医外学医書学院社
脳の機能解剖と 第2版 自主柳 佳昭

オフィスアワー 授業前後の休憩時間

208 



作業療法学科 昼間部

科 目 リハビリテーション医学概論E 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 佐々木和裕・ OT学科教員 学 年 2年生 後期

資格

専O佐T学門々科学木校教:員を社中会心医福療に祉福教士育祉・歴領精3域神0年で保の健臨福床祉経士験とをし下て10、現在 成年後見人として活動中。実績経験
佐々木社会福祉士 教授する
OT教員.作業療法士

位授置業づのけ
この授福業祉では、リハビリテーション概論に関他すのる基本的知識を習得する.
社会 やリハビリテーションとは何か。 政策との比較や歴史的経緯をもとに理解する.

到達目標 福祉のととろを理解し、現代社会の状況を考えていくことができる。

授業形態 講義 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 社会福祉とは 憲法の13条・ 25条を考えてみる

2回 社会福祉の歴史 日本の社会福祉の歴史

3回 社会福祉の歴史 ヨーロッパにおける社会福祉の歴史

4回 社会福祉法制と行財政 社会福祉の法と行財政の基礎知識について学ぶ

5回 最低生活保障と生活保護制度 貧困問題と生活保護制度について学び、貧困の背景について理解する

6回 児童家庭福祉の課題 児童の権利について学ぶ

7回 障害者総合支援法 障がい者の自立と福祉 「障害者総合支援法」の内容を学ぶ

B回 高齢者の生活と福祉 日本が直面する急速な高齢化について学ぶ

9回 地域福祉 地域において新たな支え合いについて学ぶ

10回 これからの社会福祉 東日本大震災や新型コロナウイルス感染症を乗り越えての福祉を考える

11回 リハビリァーションの概念 概念語源・理念・定義の再学習

12回 リハビリァーションの過程 評価・治療の一連の流れ

13回 リハビリテーションの諸段階 医学的・職業的・社会的・教育的リハビリァーション

14回 専門職とチームアブローチ 多職種連携について

15回 医療保険・医療法 医療保険でのリハビリテーション、医療法
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町レーの上続時受

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは適宜行う

書名 著書名 出版社名

教科書 新社会福祉とは何か/リハビリテーション概論(改訂第4版) 大久保秀子著/田島文博著
中央法規
/永井書

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間
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作業療法学科 昼間部

科目 地域実習セミナー 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師柴田美雅 学年 2年生後期

実績経験 認介定櫨作支資援業格療専法門士員 ・[[作急適韓医業所成療性療校期福リ法ハ教祉・案育教回ビ務経笹育リ経期テ験・験ー管1・外理]シ来笹16ョ3年年等士シ事医業療所機で関のお、よ世び職老お人よ保び世管施理設経で験の臨床経験

地域実習前後における、地域リハビリテーションに関する知識の整理および技能町確認。

授t置業づのけ また、実習に向けた態度面白自身の傾向や実習後の振り返り専を過した、作業療法土としての基本的態度の
修揖を図ります.

位 実習地におげる施設の投割や機能、その中で働〈作業療法土の業務を知るととで、事前学習としての準備を
し、実習後にその内容について見学・体験したことを情報共有していきます.

到達目標 地にお 換 士お 職種の業務と役割を できる@①苦@施対笑自設習象身のしくみや役割と医療・ 福域庄よ祉限ぴを機掴録関や関連りとのつながりを説明できる
となる お 、地 生活眼閣につい きる
の作業地療け法域る作土にと療けして法るの悠 返り 基本的態て直解の説説班で得明にむけた取組みと銀閣を明確にできる

授業形態 ディスグカルッーシプョワンーやク実を技基練本習とおすよるび発表 対面授業(必要に応じて遠隔の併用授業)

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 オリエンテーション 地域実習セミナーのスケジュールおよび内容について

2回 実習前事前学習1 実習地1:関する鯛べ学習(個人ワーク) 地域課題、対象者、対象疾患 障害、保険制度等

3回 実習前事前学習2 実習地1:関する調べ学習(個人ワーク} 連携機関、連携職種、連携方法など

4回 実宮前事前年習3 事前学習 1・2の確認と共有発表

5回 実習前事前学習4 事前学習 1・3の確認と共有 罪表

6回 実習前事前学習5 実習に必要となる描度・技術・知識の確認(個人ワーク)

7回 実習前事前学習6 実習に必要となる態度ー技術・知識の腕習(グループワーク)

8回 実習前事前学習7 実習に必要となる態度・技術・知識の醐習(グループワーク)

9回 笑習後振り返り学習1 実習経験チェック(個人ワーク) 実習で経験した技能と知識の振り返り

10回 実習後振り返り学習2 実習経験チヱック(個人ワーク) 。実習後課題作成

11回 実習後振り返り学習3 地域実習発表資料作成(個人ワーク) :レジュメ等の尭表用資料作成

12回 実習後振り返り学習4 地域実習尭査資料作成(個人ワーク) :レジュメ等の発表用資料作成

13回 実習後振り返り学習5 地域実習経験尭表1

14回 実習皆保り返り学習6 地域実習経験発表2

15回 実習後綴り返り学習7 地域実習経験罪表3

(提・出グ期ル.限内ー厳授容プ業守やワ態ま・ー課度とク題め:課へ方5題のの0取工%5組夫0み等%等)) 

学地域修実習向前後の学習として、各自が主体的に必要な

成評L価績

に けて取り組んでください。

受講上のルール・留意点
また、個々の実習経験で学んだことを、発表をi亜し

(課題容やま 夫等
て、全体で共有していきましょう.

上記を総合評価とする
セミナー内での実i1g習に関連する伺人情報の保護など
は、臨床実習に じ、実習同等に担います。

課題やレポートに関するフィードパック

担当教員を設定する場合は、原則担当教員からフィードパックを受けてください。

書名 著書名 出版社名

指定なし
教科書

(地域作業療法実習時に各自使用した教科書等を活用すること)

オフィスアワー 毎週金曜を除いて適宜
不在時はメール等で対応
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作業療法学科 昼間部

科 目 作業療法管理学 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 五十嵐千代子 学 年 2年生後期

資格

実績経験
作諜療法士として病院勤務などの実務経験を措かし、実例を交えながら講義を行
う

作業療法士

刊業療制法度土下は国の社ざ会ま保障職制業度(医療保険や介応務髄保逆行険など)のもfとで従種事連していることを認識する.

位授置業づのけ

-乙の でさま な の方度々変と化共1:職を していく多臓 携」について知る。
これからの日本の人口構造や制の に対できる「マネジメント力Jについて知る。

「職場管理レJ 組「職織運業倫営」理について知る。
-専門職後と ての Jを知が必り、日頃より意識して行動できるようにする.
-卒業も専門職として自己，liJI鏑 要であることを知る。

「医療害職の者保に「求険総管合J支と援「法介種保険「就」について対象者、保険の概要について説す明するととがじきるe

「陣 」営「職」や 労支援Jについて明げ対てす象説る者や内容の説明を ることができる。

到達目標 専職場門 められる 業倫理Jについて説準 ととができる.
理J r運 について具体例を 明する己とができる。

質の保証Jと「リスクマネジメントについて説明できる.
卒後教育について説明できる.

授業形態 講義・演習 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 働くということ 社デ会ィ人基礎力の講義 在学中に身につけることについて個人ワークとグループ
スカッション。発表。*①

2田 社会保障制度
医療保険と介*②護保険 保険の対象とその概要について講義後に図でまとめて理
解をする。

3回 障害者・障害児サービス 障害者手帳、障害者総合支援法 についての講義

4回 就労支援 就労支援に関する施設と内容 就*③労支援の概要を把握し居住地域の就労支援施
設を調べてシートにまとめる。

5回 地域における干防・保健 行政におけるリハビリテーション地域包括ケアシステムの講義事例の紹介

6回 職業倫理 専門職プに求められる職業*④倫理についての講義後に自己研鎖の必要性についてグ
jレー ワーク、発表。

7回 身分法と倫理綱領
法律/職能団体講⑤義後に作業療法士として勤務できる条件についてグル プ
ワーク、発表。*

8回 業務管理 部門の役割/療法士の業務 組織、記録、診療報酬についての講義

9回 労務管理 労働条件管起理とやグル労働ー環プ境デの整備についての講義，報*⑤道記事を用いた労働に関す
る問題提 イスカッション。発表。

10回 組織マネジメント 組織マプ検ネジメント リーダーシップとマネジメントの講義と身近な事例のグ
)(一 討。発表。*⑦

II回 多職種連携と地域連携 他職溜連携講義と連携事例の紹介

12回 " 地域連携 地域ケア会議の動画を観ての感想を記載する。*③

13回 医療の聞とリスクマネジメント 患者満足*③度と質/リスクマネジメント 日常のリスクマネジメントについての
演習。

14回 養成教育と卒後教育 養成教育と卒後教育専門職になるためとなった後の教育についての講義

15回 " 自己訓鏡、職能団体の役割、学会、学術活動についての講義

否五否二窃言で百戒東訪
(各5点X9) 45点
定期試験 55点計100点 使みのきとたつあの一市指斗

1
院どま-N

 
ン
い

オ
さ

フ
だ

L
R
1
/

、
一
て

マ
し

ス
用

点意団レーのよ諦畳

者たL
 

E
 

F
 

欠上以ーの分
い

3
な

の
え

数
与

聞
を

寺
立
R
f
 

業
単

授
は

O
に

課題やレポートに関するフィードパック

授業内は口頭フィードパック、記載したものに関してはコメントを付けて返却.

宇3名 著書名 出版社名

教科書 リハビリテーション管理学 斉勝秀之能登真一 医学書院

書考書

平日 9時-17時けま(木す曜が日、以外)は教時員間室を要
オフィスアワー メールでの連絡は常に畳け付 返信に する場合晶

り。
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作業療法学科 昼 間 部

科 目 身体障害評価学E 単位・時間数 2単f立・ 48時間

担当締師 五十嵐千代子・伴野麻矢 学 年 2年生前期

資格

突縦経験 作業続出士として病院附務などの実務経験を活かし、央例を交えながら蹄誕を行う

作業療法士

位授置業づのけ 括ニ「lー上肱肢ド生骨の活折昨上価』のな附「末ど替梢をな神生ど活経に狽行つ為似い」向て上学f関マぷ節ネ.ジリまウメたマンそテトれ」のぞ臨れ『脊床の髄思評1考負価傷過に程Jつににいそ関てっし1て生税、方何でI業習F遂っる行た評価巴ついて原、対因象者症状、 生活行為別や的それ的を行や価うのに必お要けな心作業身の年 ことの応用や にとって個 な目 値に る
て a

到達目標 1:沿 について説でる。
そ疾個れ患々ぞのにれ特求徴のめ疾且のっ括原た行評因為価やを医学的治時‘ 陣容き像について説明することができるむ

る生 向上させる明ための作業保訟治療哩助などについて説明できる。

授業形態 総義出習 対商と迫隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 脊髄の構造と倒きについて講義

脊髄の構造と働きについて締義

脊髄を損闘すると生じる機能障害について講義

脊髄を損傷すると生己る機能障害につい L講義

心身機能・身体構造のE刊E講義

脊(頚髄損髄傷損傷を中心に)
心身機能・身体構造の評価 関節可動境検査、崩力の検査方法について演習

心身機能身体構造の評価感覚障害の検査演習

13回

町高

けけけけ432 回回回回

心身機能・身体構造の評価 筋緊張の検査演習

ASIA、ザンコリーの分類、フランケル分類についての講義

機能レベル別のADLの到達度につい ι講義と演習

機能レベル別のADLの到達度について講義と演習

機能レベル別のADLの到達度について講義と演習

関節リウマチ
関節リウマチの発生機序、病盟像、医学的治療について斡義

関節リウマテの隙答倣と評価、作業療法について講義

骨、関節の構造、骨代謝についし骨折とは(骨折の分類)、治癒過程と治癒条件講義

骨折の医学的治療、評価について諦謡、作業療法プログフムについ L諦義

上肢骨折
上腕骨骨折肘関節脱目 前腕骨骨折

手根骨・中手骨の骨折

評価について

作聾療法プログラムについし

末梢神経由分類、構造、機能、末梢神経損慣の原因、分類、医学的治療(催置方法)

末梢神経損傷
末梢神経損傷の評咽

末梢神経損傷の町布Hと作業療法プログラムについ し講義

末梢神経損傷の作業療法プログラムについ ι講義

0控臨時間散の3分の l以上欠 l

附した者には単位を与えない l畳鵡上の凡ール・摺意点

-スマートフ才ン PCなどは指示のあったときのみ使用してください.
ー脊髄担協の演習ではTシャツ ジャージ スニーカーなど動きやすい服装で参
加してください.

r.!l!題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に実施する。
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作業療法学科 昼間部

科 目 身体障害評価学演習 単位・時間数 1単位・ 45時間

担当講師 伴 野 麻 矢 学 年 2年生桂期

資格

実績経験 臨席ー教育:26年

作業銀法土

{立授置諜づのけ 身Z災すT佃体療.陣のの臨容基対床傾礎象械か者のをら実尖前中で臨践に評的もま価脳でな血技をを管学す能疾びるを恐身まこすのにと対.着を縁臨前け者床提をでにい押捻はく疾価るこ機患時と会ののを病態心が多態度掛ややけ〈身あ附、省だりと特まのしす性な授.み業を把、こを担話の授しし業た方なで上はでど脳のもS作血F管価梁疾が療態法とのて士病もに盤大必聾切・甚なで世す技知.能識でと

でより 身 て 畳締してください.

到達目標 身体附笹領域の脳血管疾患の話礎知識と限価の基礎から袋践までを学び、被j程血者1:必要な!f.価を実施できる.

授業静態 秘義・実習

捜諜計画

回数項目 講義内容

1田 中枢神経系の構造と機能・脳動脈と脳血管疾且について
ト一一 脳血管疾患について
2困 脳血管疾患の発生機序と分類・摘揖と陣嘗

3回 脳血管障害の評価の 脳血管症患の陣容と評価内容の柾聾

ト4一一回概要 脳血管疾患の評価の琉れ

5困 脳血管疾患の障害 E射と前提彊の異常の機序(椛義)

ト一一戸里 脳血管輔の開反射蹄果彊の克避と関節拘輔の関問と評価(講義)

7回 脳血管疾般の評価反射と師緊彊の評価技法(揖習)

8回 脳血管症患の評価反射と師緊張の低下、冗進時のROMの評価技法(演習)

9回 脳血管疾患の陣答。運動麻癒・運動央制・不随意運動(講義)

ト一一
巴旦 脳血管症患の評価ブルンストロームの運動検査と回檀段階(講義と演習)

111回 脳血菅棚の評価ブルンストロームァスト(演習)

ト1一2一回 脳評価血管痕患の障害と 脳血管喪主訟の評価 ブルンストローム(演習)

ト一一
13回 脳血管喪患の評価ブルンストロームと上回の片麻痕槽能テスト(演習)

ト一一
己E 脳血管疾患の障害感覚・知覚(講義)

1 15回 脳血管疾患の評価感覚・知覚の検査(演習)

ト一一
16団 脳血管疾患の評価パランス(韮勢反射)の知識と障害日時輯)

ト一一
17団 脳血管暁患の評価，パランス検査(演習)

同五 脳血管院患の陣容脳神経(祖野、眼球運動、岨瞬時下、構音)の陣容

同面 脳血管疾患の評価脳神経の評価{視野検査、迫醐査)(演習)

20回脳血管疾患の動作の 脳血管症患の動作基本動作の観串評価(講義誼習)

21回評価 脳血管院患の動作基本動作の観聾評価(郁義国演習)

22回 程血管疾患の画像評 脳血管症患の画像の診かた脳の解剖と機能、画曜の種類、酬と病巣・陣笹予測

23回目血管疾患の附のまと 脳血管疾患の障害と評価のまとめ(講義問}

官
皿周寄目与@老脳2孟議註臨罵描Z器ZZ誼祖Fz昨附zz婦関a日白顎蝉 4評価実n 技実い問白で伎靴はは被沢の下自検綬山主を者の線業諮純習で問を習がのてつし大でてけく切、だてくだ学でさし校すさいま. 授業内のみならまν.たg、 を 指い.定のケインー、

成E平制面H 受締上の!Iール留意点 靴、白 ヲL L < 1'::2: ~ID アクセサリーな
まどのす者， 協v けてし いますので禁止し

~囲やレポートに関するフィードパック

書 若林名 出版社名

標準作業作病締業気法療が法み王引学え可全る世刊作聾!身?療脳体法神附評経容前半官13版
日本盤形外科学会/学日本会臨リ
ハピリテーション医 医学~;院

教裕司? 修

オフィスアワー
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作業療法学科昼間部

科 目 精神 障 害 評 価 学 単位時間数 1単位・30時間

担当講師 手塚雅之 学 年 2年生前期

資格 粕神ずの科実さ病わ務院の臨床経験5年、その後荷 f噂門学校」を中心に教育歴19年。量養ね成教育10
実績経験 作業療法士 健康運動学実術)践指導者 た りながら、身障系病院、 齢者施設、精神病院などでも経験を た。それ

修士( ら 経験をもとに税義を行う。

作業療法は精神斜領域におけるリハビリテーションの中心に据えられており、作業療法を実施するにあたって、様々な

授業の 精神障害者の特徴を知り、精神科作業療法の一連の琉れを理解しておく必要がある.解本す講説る義では精神神科障作業療法を実施
する際に、初期の段 となる「評価技法」について、その意義・目的方法を する. 害のある人を理

位置づけ 解者し援助するための階基礎で必技法須は、 「人を理解する」という観点から他の分野にも適用 大切な精技神法であり、医療従事
としては必須の能力である。

到達目標
精神業科作業療法における「評価方法」の一環として、 (1)患者理輝・自己理解について説明できる。(2 )精神科
作療法の評価の基礎技法・要点について説明できる。

授業形態 講義・演習 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 評価学の概要 精神科における「観察」と「評価」

2回 評価とは 一連の流れ/情報収集より大事なこと

3回 観察(1) 第一印象とノンパーパルサイン

4回 観察 (2) ノンパーバルサイン

5回 患者・自己理解 関与しながらの観察/自己の治療的活用/精神機能の評価

6回 観察 (3) 生活の観察

7回 観察 (4) 作業遂行能力の観察

B回 観察 (5) 日常生活の観察

9回 評価手法(1) 興味チェックリスト/箱作り法

10回 評価手法 (2) HTPテスト

11回 評価プロセス 評価と治療/リハビリテーションの流れ

12回 MTDLP 生活行為向上マネジメント

13回 評価のまとめ 臨床思考過程/ICF/評価のまとめ

14回 治療目標の設定 長期目標・短期目標

15回 講義のまとめ 評価学のまとめ

試験60%、課題40% 受講上のルール留意点
3分のlを超える授業時間数を欠席したものは試験が
受けられない。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に実施する

書名 著書名 出版社名

教科書 -精神障害と作業療法 山根寛 ニ輪書眉

参考書 -精神疾患の理解と精神科作業療法 堀田英樹
中央法規出

版

オフィスアワー
. r木曜日以外」または『メールで相談可」
よ記以外でも、空いている時聞は対応可能です。
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作業療法学科昼間部

科 目 発達障害評価学 単位・時間数 l単位・ 30 時間

担当講師 大西 麓子 学 年 2年生 前期

資格

実績経験 臨床・教育:50年

作 業 療 法 士

発達に障害を持つ子どもや療育者を支援するさい作業療法士は様々な評価を実施する。関わる子どもは生まれた

時から陣害を持っているこが作と援が業多助がい。その障害(疾患)も様々であり、療析育者への関与に関しても支援すること
が重要である。作ズ業療法士 を開始するためには、情報を収集し、分 し、解釈しつつ子どもの課題の原因

位授置業づのけ
と出現のメカニ ムを知る 必要である。情報を収集するためには臨床場面でよく価実施される臨(し運床、動観臨機察床能や思)使考
用される評価法を学ぶ必要がある.方法としては臨床観祭の仕方と標準化されている評 法を経験
は出TDLPと照らし合わせる。自分の体をどのように動かすと、臥位から座ることができるのかな?
握ったり、摘んだりするには目の動きや体の位置ぜはとうなっているのかな? (巧徹運動、手と自の協調性)いつ
も動吉田って、集中することが苦手な子どもはな ? (公園にある遊具はどのように動かし、脳のどこに作用す
るのかな)評価する方法が多くなるのでノートのとり方、配布される資料の整理をしっかりすること。

発達に障害を持つ子どもの様々な疾患の基礎知識と評価の基礎から実施まで学び、必要な評価について具

到達目標 体的に説明ができるとと。

授業形態 対面授業

授業計画

回数 項 目 前 谷

l回 尭遺障害額域について 最遣とlま 葺遺障害における評個由意麓症例1

2回 発達陣筈の評価(粗大運動) 乳幼児の運動尭達自分の休を動かす.他人の動きを観察する

3回 葺量陣害の許価[粗大運動) 乳幼時の運動尭遣自分の休を動かす。他人の動きを観察する.

4回 運動尭遣の評晒
組大運動機能(粗大運動能力尺度等の紹介

5回 運動尭達の評価 反射・反応、筋緊張

6回
運動量遣の評個

上肢機能瞳査症例2

7回 標準化された評価桂(量的) 全般的発達検査

8回 標準化された評価法(量的) 全般的発埠検査 症例3

9回 特定の領域の検査 知覚田認知機能、心理・社会機能検査

10回 特定の領域の検査 知的検査等

11回 特定の領域の検査 感覚統合機能検査

12回 特定の領域の検査 感覚統合機能強査等

13回 特定の領域の検査 エハート視覚機能評価 エハート把持機能評価

14回 発達陣害の評価のまとめ 症伊tl4・5をみて評価・分析をする

15回 発達附省の評価のまとめ 発達陣省の評価のまとめ

-筆記鼠1~(90帖)
-演習では体が動きやすい服装で参加してください。

成績評価 ・レポート提出(10同) 受講上のルール・倒意点
評価実技は沢山の蹄習といろんな学生さんと練習するとと

が大切です.
・各項目でプリントを配布しま宮必ず持参すること

謀扇~レボー下 1:蘭するフヨ三下1\ヲク

書名 著書名 出版社名

教科書 標準作業療法専門分野作業療法評価学 岩崎テル子ら著 医学書院

オフィスアワー 栂業前後の休常時間
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作業療法学科 昼間部

科 目 作業療法基礎演習E 単位・時間数 2単位・6C時間

担当柿師 阿部英人、大西麓子、手塚雅之 学年 2年生前期

資格
実組経験

作揖療法士

位授置業づのけ
作対で業象き療者法の業こは情でと報がはf評必作状価主集要態にで療始すを法正ま.の椛主り、にな評捉3つ価えのるに領終と域わとでがるあJ と言仰われでする.ほど作舞た療め法士が対確縁者な検を3t『評価』 をすることはとても大ぴ切です.る 『押』 その には‘正 ・測定や而彼技法などを学、正しい方法で評価を災施

この授 る身体陣容、精神附響発達附寄分野における秤侃技法を尖技・波習を通巳て習得します.

到達目標
学で にお 聾 の Jをを通し し実施できる。①②置で約発身き体4通る陣3陣m容笹容分野価野の検査学測ん定だ思精の知神臨目科的を学、領内域容を価理け解るを理し「作解適切な療方法評法価で実施技で法きる

についての抜 目、評 し、税切できる。宛遺前障害官の問題解て経決験のために必聾な評価及び主担内容を理解し税明

授諜形撞 w(習 対面授業

授業計四

回数 項目 都議内容

身体障害分野①担当栗原 1 パイタルサイン糊と実技

日2身体崎害分野② 担当 栗原 上肢機能検査 講義と実技

I 5回 知覚検査感覚の伝導路と感覚の種類

6回 感覚検査の意義と目的 中枢神経系疾患と末梢神経損慣における感覚検査の違い

書
身体陣害分野3 担当 阿部

表在感覚の検査演習

深部噛覚の検査演習

裡合感覚の検査演習

感覚検査のまとめ

11回 精担神当障!害手分塩野 講義オリエンテーション 対人コミュ=ケーションの演習を行う

Hii 精神噛害分野也者・自己由理解 自己肯定感 自己管理能力について演習を過して学ぶ

14回 精材陣害分野観察面接(観る) 観察から非言語的情報を読み取る体験を行う

15回 精神障害分野観車・面接(聴く) 対人コミユーケ ションにおいて聴く輔習を行う

16回 輔神障害分野観畢・面接(伝える) 信え方、伝わり方自波習を行う

日ii精神障害分野医療面接
信頼関保を築くための面接・質問を考える

医療場面における函接を体験する

川H川2咽Bl畑田回

精神障害分野寵寵(作業面接) 作諜面接の観察ー記録をする

尭担達当陣。容大分西野 知的機能の評価 知的機能に必要な評価項目と実施、解釈について学ぷ

日;i尭連障害分野尭遺障害児の評価
遊び白評価、祖知覚機能、上肢の操作機能評価を学ぶ

粗大運動機能評価

お回 尭動連)陣害分野 脳性麻嘩児の評価(葺勢・運 脳性まひの特世を知り、反射筋緊張・姿勢反射・姿勢と手の機能を学ぶ

羽田 尭遺障害分野脳性麻痩児の上肢機能評価 脳性まひの特散を知り、姿勢と手の機能、日常生活動作機能評価を学ぶ

27回 尭遺障害分野 重症心身障害児の評価 姿勢・手の機能の作曲を学ぶ、対皐者の評価を学ぶ

28回 尭違陣害分野担金機能評価 対象者の特棋を知り口腔機能の評価方法を学ぶ

29回 尭達陣客分野 古事動作機能評価 対象者の特散を知り食事動作機能の評価方法を学ぶ

30回 尭脊遺椎障害分ど野 型m;外科疾患に対する評価(二
分 な)

疾患に合わせた評価、まとめを学ぶ

成績評而

教科i!干

参考脅

オフィスアワ

レポート、準記試験、真技紙撤などの結果を
総合して評価を行う。
評価方法は各分野によって見なるa 各分野の
評価点は叩%以上の得点を得なければならな、、J

いずれかの分野が60%に満たない場合は、当
該分野について再試験を実施する也

受精上のルールー
¥i'1:i量点

身附分野2申担当教員阿部
身障分野君 担当教員阿部
精神分野 鶴当教員手原
尭途分野 担当数貝大西

実伎の習得には練習が必要です.技法のみならず、評価を行う目的や
3f.イ両方法など対象者に正確に鑓示 鋭明するととも大切です。災技波
習をする際は、実際の対象者を想定した練習を心併けて取り組んでく
ださい.

限掴やレポートに関するフィードパック

書名 著望3名 出版有名

(((粉身毘体事珪l'陣陣附容容曾分分分野野野}))標標作準郁聾作作眠聾業法療療学法法ゴ学学ール作例ド謀措マ総療ス法法タ評評ー価価テ学学キス館能ト登空真耳毘珪附他他容作踊縦業』揺療~法学医医学学長出書附院院宜信 監修 M印ICAL VIE" 

各教員に確認の」と
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作業療法学科 昼間部

科 目 身体障害治療学 I 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 阿部 英人、五十嵐千代子 学 年 2年生 前期

資格
実績経験 作業療法土としての実務経験を活かし、実例を交えながら講義を行う

作業療法士

授業の

01 CFとは2001年に世界保健機関 (WHO)総会において採択された人広聞の生活機能プと障害の分類法である。作時業に療法を
展開するにあたり、対車者個人の人物・物的，文化的環境との関わりを幅 く捉え、 ラス而、マイナス面を向 評価
し、治療に結び付ける視点を養う必要がある。

位置づけ 0また、生活行為向上マネジメントにおけるアセスメントは、 1CFとの治共療通法性にもつ高し〈、治療学としての臨床思考も学ぶ。
C循環器、呼吸器、糖尿病、臨場などについての病態及び評価方法、 3て鵡義を適して学ぶ。

到達目標 ①②③④事I岳各C例疾疾Fの患患を特の白も徴病と介に入態につ方IをCいF法説ての明に分説つす類明るいすをてこ行る説とこうが明ととす出がと来るが出ると来出。と来るが.る出。来る。

授業形態 講義・演習 対面授業または対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 ICFについて ICFの概念について

2回 ICFについて ICFによる生活機能と障害の分類、環境因子の分類

3回 循環器疾患の作業療法 循環器の構造と機能

4困 循環器疾患の作業療法 循環器疾患の病態について

5回 循環器疾患の作業療法 循環器疾患の作業療法

6回 循環器疾患の作業療法 循環器疾患の作業療法

7回 呼吸器疾患の作業療法 呼吸器の構造と機能

8回 呼吸器疾患の作業療法 呼吸器疾患の病態について

9回 呼吸器疾患の作業療法 呼吸器疾患の作業療法

1 0回 呼吸器疾患の作業療法 呼吸器疾患の作業療法

1 1回 糖尿病疾患の作業療法 糖尿病疾患の病態について

1 2回 糖尿病疾患の作業療法 糖尿病疾患の作業療法

1 3回 腫蕩疾患の作業療法 腫蕩疾患の病態について

14回 腫軍事疾患の作業療法 腫揚疾患の作業療法

1 5回 終末期の作業療法 終末期の作業療法

定期試験100%
スマートフォン、 PCなどは指示のあったときのみ

受講上のJレール・留意点| 使用してください。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードバックは全体に実施する

書名 著書名 出版社名

教科書
作業療法学全書第4巻身体障害 菅原洋子編著 協同医書出臨

標準作業療法学作業療法評価学 能 登 真 一 他 編 集 医学書院

参考書

平日 9時-17時教昌宰

オフィスアワー
メー」レ玄白2車盗l韮嘗に菅i土佐I土韮1:が，._;gj言にl主盤面圭蓋1:]長

場合品り h
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作業療法学科昼間部

科 目 身体障害治療学E 単位時間数 l単位・間間 | 
担当講師 柴田美雅(1-13回)・伴野麻矢(14・15回) 学 年 2年生後期

資格
[作業療法突務檀経育リ経期テ験・験ー管1・外理1シ瞳来61ョ年3年等士ン事医業療所機で関のお、急
置韮医性所成療期校福リハ祉教・回 よび老人保世施設での臨床経験実績経験 ・ ピ 性職および管理経験

介認定故作主接業療専法門土員 ・[ 育教

翠
治療警護霊ijE?的疾患に対する基本的な作業療法について理解することをねらいとする圃作業療法評価学のめた 価学との知棋の往来が理解のために剖果的です.また、臨床場聞での適応や実際なども路

授業の 蹄義
位置づけ E#とと ます

眠ご理と作聾縦 明 践を行います

-閑 拡大筋力 ・畑 、問題が生じる原因と改善 ついて説明できる
到達目標 ・熱 .病態と 彼お 法評価とアプローチについ できる

上記E節{断粧援可宮②にに③動つつ性@域疾いいてて患lのz ついて、 治療学の維的的治ア持プロー強後よ病チぴのに態つ作断の端像思操い官考て縦と過程を説明できる

神切 神経断的節笹疾医忠の解について 理対象作機器・自助具を含めた方義作て手業法説療明韓に足法ア使ブ用ローチについて税説明できる切 畑と術 、 来線法アプローチ、 の までの過程を明できる

授業形態 講義・実習 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 問節可動域の治療原理① 関節可動域制限の原因、評価について

2回 関節可動域の治療原理② 関節可動域の維持・改善の方法

3回 筋力の治療原理① 筋力低下の原因、評価について

4回 師カの治療原理② 筋力の維持・改善の方法

5回 演習学習 R側、筋力に対するアプローチ (MTDLP事例を用い、グループワーク学習)

6回 熱闘① 病態と医学的治療

7回 熱慣② 評価と作業療法

B回 神経費性疾畠1 パーキンソン病の評価と作業療法

9回 神経変性疾患2 脊髄小脳変性症の評価と作業療法

10回 神経筋疾患1 ギラシバレー症候群の評価と作業療法

11回 神経筋疾患2 多発性硬化症の評価と作業療法

12回 神経筋疾患3 筋萎縮性側索硬化症の評価と作業療法の概論

13回 制経筋疾患4 筋萎縮性側索硬化症の評価と作業療法の実際(自助具・福祉用具等含む)

14回 切断① 切断の原因、手術について。術前・術後評価について

15回 切断② 切断者の事例を通しての作業療法アプローチについて

-授(業提態出度期 20% . Tシャツ ジャージースニーカーなど動きやoPすC持い服装

成績 限厳守・課題への取組み等) での参す加指示や、授業時間内の課題取組みに 参を

評価 .定期試験 80% 
受講上のルール・留意点 許可る場合があります。

-事前学習をするなどし、控諜に臨みましょう。
上記を総合評価とする。 -教科書を住用するので、昨仰をしてください.

課題やレポートに関するフィードパック

総評は全体へフィ-1<パック由上、必要に応じて個別に対応します。 Classroom等データでの課題提出を中心に行います。

書名 著書名 出版社名

作業療法金書改訂第3版作業治療学l 身体障害 菅原洋子編集 協同医書出版社
教科書

日本テ盟ー形シ外ョ科ン学医会学/日会本リ監ハ修ビリ義肢装具のチェックポイント 医学書院

金曜を除く平日 9時-16時け教ま員す室が
オフィスアワー メールでの連ま絡すは常1:受け付 、返信には時聞を要する

場合があり
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作業療法学科昼間部

手ヰ 目 精 神障害治療学 I 単位・時間数 1単位・30時間

担当講師 山下高介 学 年 2年生前期

資格
病院勤務・訪問看棋などを経験.それらの実務経験を踏まえたうえで講義を

実績経験
作業療法士 行う.

位授置業づのけ
作業療理髄法解域は精にし神医療におけるリハビリテ場ーションの必中し須心て学のに据えらており、評の価たから治療へいたる一連の琉れや臨床思考
過神程を ておくことは、臨床の現に出る前に ことである.そ め，作撲療法の専門的な知織を活用した

陣害 おける実践について，座学と演習を過してぷ.

到達目標
(1)評価から治療計画までの業流れを症例検討を過して理解することができる。(2)治療構造と援助方法

について理解できる。 (3)作 療法理論や疾患の回復過程に応じた作業療法と援助方法について理解でき
る。

授業形態 講義・誠習 対面と遠隔の併用授業

，~-山-，

回数 項目 講義内容

1回 オリエンテーション 授業の進め方，成績評価の説明，作業療法プロセス

2回 作業療法理論と評価
作業療法理論の総論(作業療法理論に基づいた評価や観察の視点，治療構造
やライフサイクル理論，回復期過程なども)

3回 目標設定とリーズニング①
精神科作業療法における目標設定や理論 (smart，動機付け，フロ ，マズ
ローなど

4回 目標設定とリーズニング② リーズニングと面接演習

5回 リカバリーと支援① リカバリーの支援と事例

6回 リカパリーと支援② リカバリーの評価と治療計画

7回 作業機能障害と支援① 作業機能障害の支援と事例

B回 作業機能障害と支援② 作業機能障害の評価と治療計画

9回 人間作業モデルと支援H① 人間作業モデルの支援と事例

10回 人間作業モデルと支援ゆ 人間作業モデルの評価と治療計画

11回 認知行動療法と支援① 認知行動療法の支援と事例

12回 認知行動療法と支援② 認知行動療法の評価と治療計画

13回 SOCの支援 SOCの支援と事例，評価と治療計画

14回 MCTとSSTの体験 MCTとSSTの体験

15回 確認試験とまとめ 筆記試験，授業の振り返り
」ー

-確認試験 (2日目)
・ポートフォリオの作成 00%)
-課題 (70%)

脚上のルール・留意点|潟J諸説時時間散を欠席したものは試験

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に実施する，個別のフィードパックも相談にて可とする

書名

教科書 精神科作業療法の理論と技術

参考書

オフィスアワー !l..c::念[;t隆三l.___ll睦-21睦30盆弦昌室
メルでの対応司:k-v'"可ashita@nichireha.aciロ
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著書名 出版社名

早坂 友 成 メジカル
ビュー社



作業療法学科昼間部

科 目 精神障害治療学E 単位・時間数 1単位・30日寺問

担当講師 山下高介 ρ子主， 年 2年生後期

資格
病院勤務・訪問看護などを経験。それらの実務経験を踏まえたうえ

実績経験
作業療法士 で講義を行う。

授業の 作業療法は精神医療におけるリハビリテーションの中心に据えらており、評価から治療へいたる一連の流れ

位置づけ
や臨床思考過程を理解しておくことは、臨床の現場に出る前に必須のことである。そのため，作業療法の専
門的な知識を活用した神障害領域における実践について，座学と演習を通して学ぶ。

( 1 )評価から治療方法までの流れを症例検討を通して理解するととができる。 (2)治療構造
到達目標 と援助方法について理解できる。 ( 3)回復過程に応じた作業療法と援助方法について理解でき

る。

授業形態 講義・演習 対面と遠隔の併用授業

~...........，'、ト4 ー トーー・

回数 項目 講義内容

1回 オリエンテーション 授業の進め方，成績評価の説明，精神障害治療学 Iのおさらい

2回 応用行動分析の支援 応用行動分析について

3回
認知リハビリァ ションの

認知リハビリテーションの支援と事例
支援

4回 集団作業療法の支援① 集団作業療法の支援と事例

5回 集団作業療法の支援H② 集団作業療法の評価と治療計画

6回 統合失調症 統合失調症の回復期過程と支援

7図 気分障がい 気分障がいの回復過程と支援

8回 依存症 依存症の支援

9回 確認試験 筆記試験

10回 AMPS AMPSの演習，観察評価のまとめ

11回 ACIS ACISの演習

12回 目標設定演習① 面接練習

13回 目標設定演習② 評価計画の立案

14回 集団作業療法演習① 場面観察

15回 集団作業療法演習② 観察結果のまとめと支援計画立案

-確認試験 (20%)
・ポートフォリオの作成(10%)
・課題 (70目)

受講上のルール・留 13分のlを超える授業時間数を欠席したものは
意点 |試験が受けられない。

課題やレポートに関するフィードバック

フィードパックは全体に実施する，個別のフィードパックも相談にて可とする

書宅 著書名 出版社名

教科書 精神科作業療法の理論と技術 早 坂 友 成 メビジュカール社

参考書

且~脅{率陰~時-21 堕30z，'教昌室オフィスアワー
メルでの盤底冒I: k-yamashita申nichireha.ac.jp



作業療法学科昼間部

科 目 発達障害治療学 I 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 大西 麓子・小山 和代 '" 年 2年生 後期

資格

実績経験 臨床・敢育。 50年

作業療法士

位綬置栗づのけ 学て発ぷ、達.間に特録何すにら治るか絞作の学業陣もI2与であをはる持.出つ会子うど機も会やの者多にい対間す性る麻作続繋児療法者に、つ程い度て発、逮附防密省特児性にをつ学いびて、撞毘助連方段法階をふ学まぷえ。評附価答、の主特控性目を標知やる内為容l之に助つ商い且て

到達目標 等発説途明にが陣で容きをる持.つ児mや珪者隠密に対児すに対る作す然る療作法業士療の役割感覚について説明ができる，脳性麻嫁児・者の多様性について説明ができ、担助方法
法・ 統合にコいて説明ができる。

授業形態 対面授業

授業計画

司教 項目 i 

1回発遣附容に対する作業療法の理念と役割 発遣とほ 発達謀題とは

2回作業療法の実際 発達に陣害を持った児・者に対する作業療法土のt~割について

3回 脳性まひ児の作業療払① 脳性麻掠児・者への理解と揖助の進め方

4回脳性まひJ巴の作業療法② 脳性麻棟、窓直型(回隊隊疲)

5回脳性まひ児の作業療法③ 脳性麻療、虚血型{間麻擁)

6回脳性まひ児の作業療法由 脳性1保擁痘直型りキ麻擁〉

7回脳性まひ児の作業療法@ 脳性麻棟、アテトーゼ型

8回 脳性まひ児の作挨療法:ID 脳性麻痕児者への撞助方法

9回 脳性まひ児の作業療tおj) 脳性麻擁児者への援助方法抱っこの方法

10回 セルフケア 宜衣副作 自分たちで体験する

11回セルフケア 宜衣副作。自分たちで体験する

12回 軽度発達障害について 限度発達陣容の撞助法のlつの感覚統合療法について

13囲 軽度発達附害について 注意欠陥他動性陣容.自問成スペクトラム症等¢作業療法

14回 軽度発達陣容について 感覚統合療法で使用する遊具で遊んでみて、活動分析をする

15回 まとめ 遊具で遊んで見て 活動分析の発表、まとめ

-筆記献験 (80%) -定期試験は別日程にて実施

成績評価
-実技テスト (10%)

受講上のルール・留意点
-課題 (10%) -自分たちで体験する授業では動きやすで実い服施装しで
の総合判定 -実技白隠はいつも決まった同士 ない事

諌扇予U京二1ト-1:扇子吾ヲ可三下バ'Yl)

書名 著書名 出版社名

-兜珪師容の作・子業療ど法 「突臨と編担助J 第3版 ー編著岩崎消隆岸本光夫・鴨下町 -ー輸i!}賠
教科書 もの理解 のために[感覚統合Q&AJ

協同医魯改前第2版 ー編著土田鈴子

参考書 -脳性麻樟児の家庭療育第4版 -編著 Eva Bower -医歯i提出版

オフィスアワー 持婁前俸の休憩時間
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作業療法学科昼間部

科 自 発達障害治療学E 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 大西 麓子・小山和代 学年 2年生 後期

資格

実績経験 臨床・教育 50年

作業療法士

要発な達摂に食障・害食を弓持場つ面子が供問た題ちにになはる、こ口生腔と命機が維能多持いだ。け身両で体親なをもく成姿な長か勢さやなせか筋る援緊・張助楽、しし援にい助く場いの面動仕・作方様でを々学あなぶる体。。の使い方が必事 ここでは自

位授置業づのけ
分で食べたり、食べさせてもらい 姿勢筋緊害 援者 学 また私たち
の援助を待っている子どもたち(進行性筋萎縮症校、重症心身障 児・ 、小児精特神別疾支患の子どもたち
についても学ぶ。障害を持ちながらも地域の学 に通う子供たちも多〈なり、 援学級に作業療
法土に期待されるようになっている。学校ではどんな支援が必要なのか、どんな支援ができるのかを
考える機会を持つ。

発援達1:方障害を持つ子供の摂食・食事動作の意義を述べることができ、療育者に意義を説特明Bでき、学実級
到達目標 際に 助 法を伝えることができるようになること。 3つの疾患関して説明できること。 リ支援

での作業療法土の役割を説明できる。

授業形愈 対面授業

授業計画

国重Z 項目 歪
宅手

1田 セルフケア(摂食・食事動作) 実際1:自分で固形物・半図形物 水分を食べ、飲んで口腔内の動きを分析する

2回 セルフケア(摂食・金事動宇) 他人に宜べさせてもらう(自分で食べた時の感覚は)

3回 セルフケア(摂食・食事動作) 人に食べさせる(食べさせる時の感じ)。

4回 セルフケア(摂食食事動作) 口腔内の動きはどうなっているのか実瞭に経験して‘どんなことが必要なのか分析する。

5回 神経・筋疾患の作業療法 神経・筋疾患の作業療法の実際

6回 神経・筋疾患の作業療法 神経・筋疾患の作業療法の実際

7回 重症心身障害児・者の作業療法 重症心身障害児・者の作業療法

8回 重症心身障害児・者の作業療法 重症心身障害児・者の作業療法

9回 小児・思春期における精神障害の作業療法 小児・思春期における精神障害の作業療法

10回 小児・思春期における精神障害の作業療法 小児・思春期における精神障害の作業療法

11回 疾患・障害別作業療法 知的発達陣筈における作業療法

12回 疾患・障害別作業療法 二分脊椎・分娩麻痩児の作業療法

13回 就学時の作業療法について 小学l年生から6年生までの授業の中からl科目を選び、作業活動分析

14回 就学時の作業療法について 小学1年生から6年生までの捜措の中から1科目を遊び作業活動分析発表

15回 まとめ 発表・まとめ

筆記試験180%1
・実技参加 (10 %) 
・課題の提出 (10 %) 

の総合判定

で装服

、
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点意留、レートの上誹畳

課題やレポートに関するフィードパ'Y!J

書名 著書名 出版社名

教科書 -毘述附ffiの作業療法 r~級制J 第3版 岩崎消隆・伴本光夫鴨下目} 三輸諮防

参考書

オフィスアワー 時業前後白位置息時間

一一
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作業療法学科 昼間部

手ヰ 目 日常生活活動学 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 柴田 美雅 学 年 2年生後期

資格
・・[[韮作急適業性所成療校療期福リ法ハ教祉・実育教団ビ萌檀経育リ経期験テ・験官ー1・外理]シ来修61ョ年3年等士ン事医諜療所機で関のお、よ役び職老お人よ保び健管施理設経で験の臨床経験実績経験

介認定護作支援業続出土
JJf.門員 医

E一匙3謹雄2詰E話此J匙2柑JIZ晶m孫金碍君品子-E畑eP】tA砂LBおK駅呂日-認Zつ常E詰w告時官ιEz民aMLittU一Lz詩t民a話句-品控E品誼君日!島一Z問誌7品宜tr周主d一za4zzStEtd苦1手R一しmますE開例…措置品縄工m問相 胤 明る副信署雄仏叩

陪当す について説明し

位授置業づのけ

①g日常生活活動・業手手段段別的日常常生活動作目、概念について説明できる。
到達目標 日常生活活動・ 的日 生活動作の、評価模擬と支実援践システムについて説明できる。

疾患に応じた作 の支援について説明・ できる.

授業形態 講義・演習、グ)~ープワーク、発表 対面授業(必要に応じて遠隔の併用授業)

授業計画

回数 項目 講義内容

1回
日常生活活動の概念 ADLとは、 ADLとQOし [CrDH.ICFについて
とその範囲

2回 ADLの支援システム ADL支援(専門職の役割とサービス提供機関) ・介護の支援・福祉用具の支給

3回 ADL評価① 指数化への志向 CPULSES. BI . FIM) 

4回 ADL評価② 指数化への志向(その他)

5回 IADL評価とQOL 老研式活動能力指標、 FAI.CHARTについて

6回 国際福祉機器展 最新の福祉機器について.体験学習と課題(グループワーク)

7回 国陣福祉機器展 最新の福祉機器について体験学習と課題(グループワーク)

8回 演習 1 ① 疾患に応じた作業別支援脳血管障害(グループワーク)

9回 演習 1 ② 疾患に応じた作業別支援・脳血管障害(グループワーク発表)

10回 i寅習2ー① 疾患に応じた作業別支援・リウマチ(グループワーク)

11回 演習2-② 疾患に応じた作業別支援:リウマチ(グJLープワーク発表)

12閏 演習3 ① 疾患に応じた作業別支援パーキンソン病(グループワーク)

13回 演習3ー② 疾患に応じた作業別支援 パーキンソン病(グループワーク発表)

14回 演習4 ① 疾患に応じた作業別支援:脊髄損傷(グループワーク)

15回 演習4 ② 疾患に応じた作業別支援.脊髄損傷(グループワーク発表)

-(授提業出期態度:20% 
限厳守・課題への取組み等) 第6回~第15回はグループワークを予定.

成績 -グループワーク課題:20% 受講上のJレール・間意点
[国際福祉機器展]または福祉用具体験講習会

評価 (課題内容やまとめ方の工夫等)
での体験学習と課題は、演習 1-4の疾患に応じた

.定期試験日0%
福祉用具や機器を選定した上で、実際に使用し、

上記を総合評価とする
その内容を演習学習に取り入れること。

課題やレポートに関するフィードパック

総評は全体へフィードパックの上、必要に応じて個別に対応します。 Classroom等データでの課題提出を中心に行います。

書名 著書名 出版社名

ADLとその周辺評価・指導・介穫の実際 伊藤利之鎌倉矩子監修 医学書院
教科書

標準作業療法学作業療法評価学 岩崎テル子他 医学書院

金曜を除く平日 9時-16時け教ま員す室が
オフィスアワー メールでの連ま絡すは常に受け付 、返信には時聞を要する

場合があり
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作業療法学科昼間部

科 目 地域作業療法学 I 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 柴田 美雅 学 年 2年生後期

資格
・・[[韮作急週所業性療期校福リ法ハ教祉・実育教回ピ輯檀経育リ経期験テ・験管-1外理]y来修61g年3年等士ン事医課療所機で関のお、よ性び職老お人よ保び健管施理設経で験の臨床経験実績経験

介認定護作支揖業専療法門士員 ー医成療

2楠町山 臨柚時遺塞本航愛…しEて札お時いてき主枇いま2すま5す…2つ日病いて院喜醐や怒脚す当ZてるEたと色雪hプと聖で住プ書すみトZe償A輔問明早リ提ハ嶋日ビへ言とリ又テ附町2勺2f明るdた正いめ謹た取に酬比りに巻きで蜘くtの人Fリ々E ハ
位授置業づのけ

の生活や文損化、環境、 構 は年々
生活を見 えたリハビリテーションの
的環緒境に閲する知き識を学び、地域での
ーに学んでいましょう。特に、対
ピリテーション事例についても学智を . 

①②③G曲E地域の人々 の生活、 文ョ化ン、 国続貰唖目境念掘遇血所、措とー社生活会桂モ務デ構ル造等、域包地括域の特性を捉える地域築評療価法の方法問について開明できる.

到達目標
地域リハビリテーショの ー地 ケアシステムと作 との係の祖点について説明できる。

地地実域域践作作の提場揖療療法法応を支おえる社他税職法会 その活用方法について説説明できる。に る ーネトワークについて明できるー
に じた作け聾 迎系訪ッ問系施盟系)について説明棋彼実践できる。

授業形態 講義・実習 対面授業または対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回
地田域リハビリァーション概前 地域リハビリテーションとは、 ICF、社会資源について

2回
地岱域リハビリァーション槙論 社会保障制度(介護保険制度)

3回
申地域リハビリァ ション概論 地域包括ケアシステムと作業療法

4回 揖論まとめ 第1回~第3回の学習内容白振り返りとまとめ。発表

5回 地域における作業療法 生活行為向上マネジメント① 背景および概要。他職種との連携・協働について

6回 地続!とおける作業療法 生活行為向上マネジメント② 聞き取り・インテーク

7回 地域における作業療法 生活行為向上マネジメント③ アセスメント

8回 地域における作罷療法 生活行為向上マネジメント③ プランニング I 社会資源司活用

9回 地域における作罷療法 生活行為向上マネジメント⑤生活行為申し送り

10回 地域における作業療法 生活行為向上マネジメントのまとめおよび地域生活期の事例演習

11回 地動域の実リハ際①ビリテ ション括 訪問リハビリテーションでの作業療法士の役剖演習①

12回 地域実リハ際②ビリテ ション活
動の 適所リハビリテーションでの作業療法士の役割 演習②

13回 地動域の実リハ際③ビリテーション活 老人保健施設での作業療法土の役割演習③

14回 地域リハビリテ ション括
精神陣害における作業療法士の役割 演習②回Jの実際④

15回 地域作業療法のまとめ 事例学習のまとめおよび発表

.授提業態度:20% 
( 出期限プ厳ワ守・課題への取組み等) 各論議の振り返りとまとめでの発表は、

成績 .グルー ーク課題:20% 
受誹上のルール・由意J点 グループワーク等での意題プ見学にをまとめたものとする。

評価 (課題内容やまとめ方の工夫等) また、演習ではグルー 習を基本に、閥ベ学習等

.定期試験:60% を過して、主体的に採 取り組むとと.

上記を総合評価とする

語i題やレポートに関するフィードパック

課題などのフィードパックは、グnープおよび必要に応じて全体に行う。個別に希望する場合は個人で申し出ること。

書名 著書名 出版社名

作業療法マニュアル生活行為向上マネジメント 改訂第4版 竹内さをり/嵐田腎人/盛田八虫干他 日本作業療法士協会
教科書

オフィスアワー 毎週金曜を除いて適宜
不在時はメール等で対応
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作業療法学科 昼間部

科 日 地域実習 単位・時間数 l単位・45時間

担当講師 作業療法学科教員 学年 2年生後期

資格

実績経験

作業療法士

地域実習は、臨床実習指導者のもとで、地域で支援を必要とする人々や、その家族に作業療法を用いた援

位授置業づのけ

助を提供するための知識・技術を習得するととを目的とする。
l 地域における作業療法および作業療法士の役割と機能を学ぶ
2.臨床実習指導者の指導、援助のもとに、地域での支援や援助の実際的方法を学ぶ
3.地域包括ケアシステムや生活行為の重要性について学ぶ

今までの学内での講義・演習で修得した、知識をもとに、指導者の指導・援助のもと、地域での作業療法
土の役割や、対象児・者への支援・援助を理解することを目標とする。

到達目標
a:作業療法学生としての礼儀・礼節・接遇が体現でき、基本的なルールを遵守することができる。
cz:実習に意欲的に取り組むととが出来る
~地域での作業療法および作業療法士の役割について説明することが出来る
q地域での他職種連携について、事例を用いながら説明するととが出来る
~生活行為、および生活行為向上マネジメントの必要性を説明できる

授業形態 講義・演習・実習 対面授業

授業計画

実習前・臨床実習・実習後の学習上の注意点

実習前8地域実習に関連する授業目指定教科書等講義資料のポイントは実習前に整理し 確認すること。
地域包括ケアシステム、生活行為向上マネジメントの知識を監理し、確IIIすること。

臨床実習
<1臨床現場では作業療法分野だけでなく、多職種連携を常に思い浮かべて、広範囲の知識と技術を体果的に学んでい〈。
@臨床現場では積極的に様々 なことを体験、見学するように努めること。
軍習得した知識は毎日書類(ポートフォリオ)として記録すること。
実習後
①実習中に学んだ点在整理し、発表の準備を行うこと。
②必要に応じて実習担当者と面践し、実習の総括を実施すること。
⑤実習の成果を書類にまとめ、提出すること.

成績評価
実習地評価、課題・提出物
もとに総合的に判断する。

原則として遅刻、早退、欠席は認めない。

亙2..d_三五卒斗

実習地での課題やレポートのフィードパックは実習地で実施する。また、実習全体に対する相談およびフィードパック
は、 「実習中の電話やメールJ r臨床実習地訪問の面談時J r実習終了後」に担当教員からも行う。

官官 弓"主主Tτコ U斗R反佐E宅コ

教科書 臨床実習の手引き 学校資料

参考書

オフィスアワー 担当教員への連絡は電話またはメールで随時可能
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作業療法学科 昼間部

科 目 作業療法研究法 単位・時間数 1単位・ 15日寺問

担当講師 手塚 雅之 学 年 3年生 後期

資格
精神科ず病さ院の臨床経験5年障、その後「専門学校」を中心に教育歴19年。養成教育

実績経験 にた わりながら、身系病院、高齢者施設、精神病院などでも経験を重ねた.

作業療法土・修健康士運(動実践指導者 それらの実務経験をもとに講義を行う。
学術)

授業の
作業療法についての総合的な知識を土台に、エピデンスに基づいた実践をしていくために、また自ら主体

位置づけ
的に問題意識をもち、解決し、新しい知見を開拓できるよう、科学的な研究手法について基礎知識を学習
する。

到達目標 研究姿勢・倫理・過程・各種研究手法について基礎知識を習得する

授業形態 講義・演習および対面と遠隔筏業の併用

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 研究とは 研究とは何か 作業療法における研究の目的

2回 研究の様式と過程 研究様式の分類 研究の流れ

3回 文献レビューの仕方 文献レビューの目的・検索方法・読み方およびテーマ提出

4回 文献研究 総説・メタアナリシス・理論

5回 研究倫理・管理・報告 研究の倫理と管理 論文の書き方と発表

6回 種々の研究法 1 調査的研究・実験的研究・統計の方法

7回 種々の研究法2 シングルケース実験法・事例研究

8回 文献研究の発表 個別研究の発表と質疑応答

成績評価 文献検討のレポートと発表100% 受講上のJレール・留意点| 各自の興味あるテーマについて、実際に文献研究を
行い発表していただく予定。

課題やレポートに関するフィードパック

FBは、授業内その他で適宜行う。レポートは返却する。

書名 著書名 出版社名

教科書 なし

参考書 作業療法土のための研究法入門 鎌倉矩子・宮前珠子清水ー 三輪書届

オフィスアワー 謹裳薗鐙の盤盟盛田
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作業療法学科 昼間部

科 目 作業 療法特講 単位・時間数 1単位・24時間

担当講師 作業療法学科教員・外部講師 学 年 3年生後期

資格

実績経験 専作怪業融療貝法・士外と出rし講て師病が院自勤分務のな担ど当のす実る務対経謀験者をの活症か例し報、告実を例通をし交てえ実な践が的らな講講義義をを行行うう

作業療法士

位授置業づのけ
症例報告を過して作業療法の許品目・治療についての理解を深める
各領域での臨床に触れ、その内容について理解できるようになる。

領域ごとの治療について理解出来る
到達目標 領域ごとに合わせた理論を習得する

領域ごと、評価や治療で用いられる検査・評価方法について理解できる

授業形態 講義・演習 対面授業・一部遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

8回

日回

10回

11回

12回

オリエンァーション

オリエンァーション

症例検討

症例検討

症例検討

症例検討

症例検討

症例検討

症例検討

症例検討

症例検討

症例検討

症例検討報告30%
レポート70児

|…FBを行う

教科書

臨床実習について

臨床実習について

精神障害領域の症例検討

精神障害領域の症例検討

身体障害領域の症例検討(回復期)

身体障害領域の症例検討(回復期)

身体障害領域の症例検討(急性期)

身体障害領域の症例検討(急性期)

老年期障害領域の症例検討

老年期障害領域の症例検討

発達障害領域の症例検討

発達障害領域の症例検討

受講上のルール・留意点| 課題提出は締め切りを厳守
' 評価には授業全体の2/3の出席が必要

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名

なし

参考書 各領域の教科書・授業資料

オフィスアワー 臨臆
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作業療法学科 昼間部

科 目 作業療法総合演習 I 単位・時間数 2単位・ 60時間

担当講師 作 業 療 法 学 科 教 員 学年 3年生 後期

資格 各分野担当の教員
実績経験 作業療法士として医療・療養・介護・療育施設にて治療を行ってきた実務

作業療法土 経験を活かし、実例を交えながら講義・演習を行う。

廠旅身者結言平実系キ僻抑露習I糊の輔2蒙セ2学議iザセt岨論、二ーナりー由実習晴直前萄の準備事~~:計向。1) 

位授置業づのけ

4各23)) ) 評 講義、実技演習。

到達目標
事例報告を中心とした演習、評価実技などを共同学習において学び、評価実習や総合実習で必要な知
識を確認する。各領域の評価学・治療学などの振り返りを通じて、作業療法についての理解を深める。

授業形態 演習 l対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 オリエンテーション 作業療法総合演習 Iの全体説明

2回

3回

4回

5回

6回

7回

8回

9回

10回

11回

12回

13回

14困

15回

16回

17回

18回

19回

羽田

21回

22回

23回

24回

25回

26回

27回

28回

29回

30回

評価演習 身体障害分野①情報収集

評価演習 身体障害分野②面接、観察

評価演習 身体障害分野③検査

評価演習 身体障害分野③測定

評価演習 身体障害分野⑤全体像のまとめ

評価演習 身体障害分野⑥目標設定

評価演習 身体障害分野⑦考察

評価演習 老年期障害分野①情報収集

評価演習 老年期障害分野②面接、観察

評価演習 老年期障害分野③検査

評価演習 老年期障害分野③測定

評価演習 老年期障害分野⑤全体像のまとめ

評価演習 老年期障害分野⑥目標設定

評価演習 老年期障害分野⑦考察

評価演習 発達障害分野①情報収集

評価演習 発達障害分野②面接、観察

評価演習 発達障害分野③検査

評価演習 発達障害分野④測定

評価演習 発達陣害分野⑤全体像のまとめ

評価演習 発達障害分野⑤目標設定

評価演習 発達障害分野⑦考察

評価演習 精神障害分野①情報収集

評価演習 精神障害分野②面接、観察

評価演習 精神障害分野③検査

評価演習 精神障害分野④測定

評価演習 精神障害分野⑤全体像のまとめ

評価演習 精神障害分野⑥目標設定

評価演習 精神障害分野⑦考察

まとめ 全体の振り返り、まとめ

提出課題 50% 
事例報告評価 50% 

受鵡上のJレル・留意点

提出課題は必要内容を記載して、提出期限内に
提出すること。
授業時間数の3分のl以上欠席した者には、単位
を与えない。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックはクラス全体に実施する。
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作業療法学科 昼間部

科 自 作業療法臨床セミナー I 単位時間数 2単位・ 60時間

担当時姉 作業 療 法 学 科 教 員 学年 3年生後期

資格
分作野担当ごとの各て医教療員・

実績経験 業療法士とし 療聾ら・介講護義・・療演育習施を設行にう。て治療を行ってきた実務経

作業療法士 験を活かし、実例を交えなが

位授置業づのけ

到達目標
事例報告を中心とした相互学習を通じて、実習経験を共有し、次期の評価実習や総合実習で必要な知識
を習得する。

授業形態 演習 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 ~f~義内容

l回 オリエンテーション 作業療法臨床セミナー Iの全体説明

2田 事羽目のまとめ レポート・レジュメのまとめ方①情報収集(一般、社会的、医学的)

3回 事例のまとめ レポート・レジコメのまとめ方②作用療法評価(面接、観察、検査目測定)

4回 事例のまとめ レポートレJュメのまとめ方③全体慢のまとめ

5回 事例のまとめ レポ ト・レyュメのまとめ方④目標設定考察

6回 事例発表 身体障害分野①症例A 発表

7回 事例発表 身体障害分野②症例A 検討

8回 事例発表 身体障害分野③症例B発表

9回 事例発表 身体障害分野④症例B検討

10回 事例発表 身体障害分野⑤症例C 発表

11回 事例発表 身体障害分野@症例C 検討

12団 事例売表 老年期障害分野①症例D 発表

13回 事例発表 老年期障害分野②症例D 検討

14回 事例発表 老年期障害分野③症例E発表

15回 事訓発表 老年期障害分野dl症例E検討

16回 事例発表 老年期障害分野⑤症例F発表

17回 事例発表 老年期障害分野⑥症例F検討

18回 事例発表 発達障害分野①症例G 発表

19回 事例発表 発達障害分野②症例G 検討

20回 事例発表 発達障害分野③症例H 発表

21回 事例発表 発達障害分野④症例H 検討

22回 事例発表 発達嘩害分野@症例I発表

23回 事例売表 発達障害分野⑥症例I検討

24回 事例発表 精神障害分野①症例J発表

25回 事例発表 精神障害分野②症例J検討

26固 事例発表 糟神障害分野@症例K 発表

27回 事例発表 精神障害分野④症例K 検討

28回 事例発表 精神障害分野⑤症例L発表

29回 事例発表 精神障害分野⑥症例L検討

30回 まとめ 全体の振り返り、まとめ

提出課題は必要内容を記載して、提出期限内に

成績評価
提出抑題 50% 

畳抗上のルール・留意点
提出すること。

事例報告自利回 50% 授業時間数の3分のl以上欠席した者には、単位

を与えない。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックはクラス全体に実施する。学生の事例報告を踏まえて、適宜フィードパックを行う g
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作業療法学科昼間部

科 目 身体障害治療学E 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 仲木右京 伴野麻矢 卓ヴ三4ーユ 年 3年生 前期

資格

実績経験
作業療法士として積極的に治療を行ってきた実務経験を活かし、実例を交えなが
ら講義を行う

作業療法士

授業の l 義肢(上肢義手)の基礎知識、適応となる対象者への作業実療法介入プを学ぶ。
位置づけ 2ハンドセラピーの概要、代表各疾患のハンドセラピーの 際、ス リント作製実習

l 義肢と装具の機能と適応について理解する。

到達目標 2 切断者に対する義肢装着内訓容練ににっつしいて理解する。
3ハンドセラピーの目的、 ミて知る。代表疾患のハンドセラピーについて知る。
4スプリントの作製を経験する

授業形態 講義

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 上肢義手 義手の機能と適応

2回 上肢義手 上肢切断者への作業療法

3回 ハンドセラピー Hand Therapy について

4回 ハンドセフピー Hand Therapyについて

5回 ハンドセフピー 上肢の骨折に対するハンドセフピイ

6回 ハンドセフピー 上肢の骨折に対するハンドセフピィ

7回 ハンドセフピー 末梢神経損傷に対するハンドセラピィ

8回 ハンドセフピー 末梢神経損傷に対するハンドセラピイ

9回 ハンドセフピー 末梢神経損傷に対するハンドセフピィ

10回 ハンドセフピー 腿損傷に対するハンドセフピィ

11回 ハンドセフピー 手指拘縮に対するハンドセフピイ

12回 ハンドセラピー スプリント作製実習 (Thu皿bSpica) 

13回 ハンドセラピー " 
14回 ハンドセラピー スプリント作製実習<ThumbHole ¥Vrist Cock-up ) 

15回 ハンドセフピー " 

スプリント作成、定期試験

成績評価 授業時間数の3分の l以上 受講上のルール・留意点
欠席した者には単位を与え
ない

課題やレポートに関するフィードバック

実技実習に関しては、必要であれば随時フィードパックされるが、個々にではなく、実習グループ全体に対して行われる
場合もある。その他の講義に関する課題でのフィードバックは、担当教員に一任する。

書名 著書名 出版社名

教科書 義肢装具のチェックポイント
日本整形外科手套ア日本リハビリァ

医学書院ション医学会監修

参考書

オフィスアワー 仲木先生授業前後の休憩時間
伴野先生随時
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手ヰ 目

担当講師

実績経験

授業の
位置づけ

到達目標

授業形強

作業療法学科 昼間部

身 体障害治療学演習 単位・時間数 1単位・45時間

伴野麻矢 学 年 3年・前期

資格

臨床・教育初年

作業療法士

将来作業続法士を目指す学生としい刊諜療法士の視点で生活と脳障血害管の障関害悟の性当を事考者えのる方こ々 とにはごも協と力よ頂り吉、医療人として相
応しい態度を培うことはとても大切です，乙の授業では計3回、 、生活についての
聞き取りや検査・測定など評価をさせて煎きます。当事者の方々と実際10関わるととでだ作さ業療法の実践的な流れを体験す
るだけでなく、医療八としての自覚をもった行動を身に着けていく切っ掛けにしてく い。
また、グループごとに報告告を行い、互いに持た知識や体験を共有します。臨床実習に向けた自己の課題の気づきになっ
て欲しいと思います。

③①②医作1療2業年療人生法とでのし習実て得践のし相的た応な知流し識れいや態技(度評術価をの培ま習でい熟、のを心部図備掛りけ、、た評実行価践動のでが実き施とるれ、結る果の見直しと解釈を体験する

@;陣寄と生活の関部性を盤理し作業療法士の視点で捉えることができる

ケース評

演習

ケースから必要な情報を聞き取るための練習をする
身体機能面の評価練習(評価を一連の流れで練習する)

各グループで計画した評価を実施する

" 

" 
振り返り(評価結果の妥当性検討、評価結果の解釈、態度面の振り返り)/第二回目に

向けた評価計画をたてる

各グループの評価計画の内容を練習する

各グループで計画した評価を実施する

" 
M 

振り返り(評価結果の妥当性検討、評価結果の解釈、態度面の振り返り) /第三回目に

向けた評価計画をたてる

ケースの障害像、生活を捉え、グループ内で共有する

畳締上のルール・留意点
担当教員の指導の下、グループで協力して課題を瓦
めてください。

課題やレポートに関するフィードパック

課題のフィードパックはグループ祖当教員から各授業内で受けてください。

吾 著書ィコ 田市在宅

※身体障害訴価学や治療学の教科書を持害すること

からだがみえる メデイツクメディア
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作業療法学科昼間部

科 目 精神障害治療学演習 単位時間数 1単位 45時間

担当講師 手塚雅之 学 年 3年生前期

資格
精たら神ずの科実さ病わ務院の臨床経験身に障柿5年系義病、をそ院行の、う桂高齢「専者施門設学校、精J神を病中心院なに教ど育で歴も経19年。重益ね成た教育に実績経験 作諜療法士・世践桂運土国S(学E践摘指)導者 りながら、 験を .号れ

経験をもと . 

位授置業づのけ
精グ神・科では薬ゼを用いた治療以外に、様患々者な様治の療疾・患援の助特手性法にが合用わいせらてオ作業療法が方・本認あに誹知つる義療のいで法かては、もそ行解自れ動分説ら療す自各法身る種。を治過S療Sし法てTの理・内カ解容でウをきシセリン | リラク ーション法・ AClなど 1ている。 r諦
義義Jにより再確認するとともに、 rt杭習Jを通して具体的(にどのような効果 るよう
請 を進める。また精神科領域におけるアクティピティ 作業活動)の用い

(の神1)意科精見に神おを科述けにおける薬物療法以外の各種治療法について、演習を通して実際に体方験法し、具体的にどのようなものか自
到達目標 精分 べることができる。 (2)各種治療法について、その意義・目的・ などについて説明できる。 (3)

けるアクティピティ(作業活動)の活用方法について説明できる。

授業形態 講義・演習 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 統合失調症(1) 統合失調症の特徴とリハビリァーション(1)

2回 統合失調症 (2) 統合失調症の特徴とリハビリァーション (2)

3回 うつ病 うつ病の特徴とリハビリァーション

4回 リラクゼーション(1) 漸進的筋弛緩法

5回 リフクゼーション (2) 呼吸法(1)

6回 リラクゼーション (3) 呼吸法 (2)

7回 リラクセ・ーション (4) 自律訓練法

8回 認知行動療法(1) 行動療法

9回 認知行動療法 (2) 認知療法

10回 認知行動療法 (3) マインドフルネス(1)

11回 認知行動療法 (4) マインドフルネス (2)

12回 認知行動療法 (5) SST (1) 

13回 認知行動療法 (6) SST (2) 

14回 心理療法(1) アサーショントレ一一ング

15回 心理療法 (2) カウンセリング

16回 集団療法 集団療法について

17回 精神医療と作業療法土 精神医療の中における作業療法士の役割

18回 作業療法の構造 治療構造・作業療法の効果と目標

19回 作業療法(1) 統合失調症の作業療法(1)

20回 作業療法 (2) 統合失調症の作業療法 (2)

21回 作業療法 (3) うつ病の作業療法

22回 作業療法 (4) アクァィビァイの活用法

23回 精神医療 心の悩みを抱える人へのアブローチ

授業内試験50%、課題50% 受柿上のルール・留意点 3分のlを超える授業時間数を欠席したものは試験が
受けられない。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に実施する

書名 著書名 出版社名

教科書 -精神障害と作業療法 山根寛 三輪書信

参考書 -精神疾患の理解と精神科作業療法 堀田英樹
中央法規出

版

オフィスアワー 「木曜でも日、以E外」または「メールで相談可」 -よ記
以外 空いている時聞は対応可能です。

L 
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作業療法学科昼間部

科 目 発達障害治療学演習 単位・時間数 l単位・ 30日寺間

担当講師 大西麓子小山和代・佐々木由佳・馬場綾世 学 年 3年生 前期

資格

実績経験 臨 床教育 50年

作 業 療 法 士

位授置業づのけ
助発達障害領域の作業療法は、長期的視野を持って、またその人らしく生活を創造していかれるように、生活支援(援

)していくことが重要である。主に運動機能障害と知的な遅れを持った人プたロち(重度目脳性麻痩者)に対して評価
(臨床観察・面接・実際に体を動かしてもらう)・援助方法を立案し、ア ーチを実施する。

到達目標 尭遣陣沓領域の脳性まひ疾患の基礎知融と評価の基礎から実臨まで学び、対象者に必躍な瞳助方法を突施できる(特に成人の場合). 

授業形態 対面授業

」 ー

授業計画

到歪Z 項目
z 

日 事

l回 発達陣容治療学甑習 企画番手作成に向けてのオリエンテーション 尭誼陣L筈のZ方V価法自治療過制担求方の確法認と期企酪書、作陣成に必要な内の容方、手間と織式、機器
の貴出し と予算 眠、書児者4名 の情報提供

2回 提供情報の共有化・レポ}ト作成に向けての指導 校内実習のまとめと情報の共有北、レポート作成のポイント

3回 企画書作成 担当したメンパーさんの励画をみながら

4回企画書作成、実習のシュミレーション 企匝I搭に沿って校内実習の当日のシミュレーションを実施する

5回 校内実習のシミュレーション (30分x2G)と修正 企画書に沿って桂内実習の当日のシミュレーションを実施する

6回 企画書提出 企画書完成させ、各担当の教員ヒ提出

7回企画警のフィードパック 企画書のフィードパック、ハンドリング

8回企商替のフィードパック 企画替のフィードパック、ハンドリシグ

9回 ケース検討 ケースレポート作成に向けて レポート作成に向けての指導

10回 ケース検討・ケースレポート作成に向けて レポート作成に向けての指導

11回 ケース検討・ケ スレポート作成に向けて 情報の共有化 レポート作成のポイント

12回 ケース検討・ケースレポート作成に向けて 情報の共有化 レポート作成のポイント

13回 ケース検問・ケースレポート作成に向けて 情報の共有地、レポート作成のポイント

14回 ケース兜表のための檎備 発表のためのレジメ作成、練習

15回演習結果の共有イじのための兜表 ケース開表 (4ケース)

-筆記試験(ケースに関する課

学・演演l・年治習習次療ではで学はグの動ルを授再ーき業度やプ学すで(人習実い開服施し発授装し達業でま学参すに)臨やん小で児く学だ、発達障害評価題)ポ(30点) さい。

成績評価
-レ ート (i宜習のまとめ)

受講上のルール・留意点
加してください

(50点) 演習グ 実施 すので、各人の役割を十分だ理
-役割を遂行する (20)的 解し、相談しながら意見を出し、自分のものにしてく さ

-発表 い。

課題やU京二下に闘庁吾ラィード冗ヲヲ

書名 著書名 出版社名

教科書 発達障害の作業療法第3班実 践 編 岩崎清隆・岸本光夫・鴨下賢一 三輪番底

参考書

オフィスアワー 僅差誼盆!!2佳麗瞳箇
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科 自

担当講師

実績経験

位授置業づのけ

到達目標

授業形態

作業療法学科 昼間部

老年期障害治療学 単位・時間数 2単位・ 60時間

阿部英人 学年 3年生 前期

資格
病院3年、介護保険関連施設7年、教育機関12年

作業療法士

現在語、医我療勢が及・困福びの祉生活高・齢保支化揖健率は28%をざ超まえ、 今桂も上昇す考が世は予割測され2036年高には3人に1人が終高齢章者になる.作諜療法士として商帥作者業を対法象のと
した などさま な栢域で果た は大きい。 齢者が人生の最 を生きるという ζとに世田し、 時 基
本的 を学ぶ」また、その臨床思 MTDLPの流れも踏まえて紹介する.

①ぴ類を)介高説齢社会となった背来説、横丑明る。すと@現る状昭こ知、と社会施病策曲る⑤の、宮高ま避について開法明ができる.(評すZ価高る飾者の符世につ⑤価いて各突理解屈、評にし、 高果齢る期高のへの特ア有ブローチ過程明することが出 症の た、介入方について説明 ことが出来る. お の摘盟およ
入方グ法について が出来 齢者に多い疾患についての (締価計画、将 施疾 価結け 齢解期釈、 ICFによる分
をループ学習 習を過して習期する

講義液習

課題20%
定期試験80児

対商授業または対面と遠隔の砕用授業

課題評価はグループ演習での取り組み姿勢、罪表内容を評
価する。

映題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に実施する

書名 著諮名 出版社名

認知症の作業療法 ソーシャルインクルージョンをめざして 小川敬之 医歯薬出版

教科書 作業療法学金書第4巻身体障 害 菅原洋子編著 協同医書出師
標準作業療法学作業療法評価学 畳真 他編集 医学書院

参考書

オフィスアワー 屯醒日l甚畳メ=1レ由撞古l主国珪
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作業療法学科 昼間部

科 目 日常生活活動学演習 単位ー時間数 1単位 45時間

担当講師 五十嵐千代子 学年 3年生前期

資格
実績経験 作業続法士として病院動務などの突括経験を活かし、実例を交えながら情報を行う

作業療法士

位授置業づのけ 作〈業残J療血管法っfパて疾の対象機片とン能麻なソ旅るをン病方活)用』』々そしれぞ悩しりれ方損て法傷が、不求を(める生活像と!と対甲活しり信下動て「、 疾容きを改患る(食普のこ特と徴せをるやJるこ予方mと後やの法や隊をし踏まえ、 体方関とが節法の機磯なリ能築ワどを改笹させるだけではな、 いる( た 買えるこによ「 で ていくこ としての専節門域様でなある.
『脳} 血 f額 四肢幽麻保な)っJた 作附 ぺ 笹維}持jす f マチ(閲の々岡

屈 ーキ を通 自に生 さ る を学ぷ.

到達目標

きる。 つては 柑などを説明ることができる。そ残リ日日れ常存常スぞ機生生クれ活能活管の活心動身か苦の機評し維能価方の持説のを問方説の明題方法す明やで法ると日常疾生患活に陣よ容につい評て価説の明時す間ることができる切. 

理のの改活に を説が明でききる.
ついて ことでる。

授業形態 U~斡・演習 基本は対面授業状況によって連隔授業

授業計図

回数

21 回回

3回

4回

5678 固凶困E 

190 田回

l 1 2l 回回

13回

14回

15回

項目 講義内容

日業常療生括法活動におなけ考る
作 の基本的 え方

日常生活活動の評価と事例検討

起居面作移動動作講義・演習

食事動作・盤容動作講義演習

頁ま動作・排世動作講義・演習
脳血管症患片麻療

入裕動作福祉用具や家屋の工夫講義演習

生活関連動作論議演習

生活関連動作 誠義・演習

関節保離を用いての工夫部義・演習
関節リウマチ

自助具・動作指導について 講義・演習

動作、姿勢、ミユーケーション陣害論議演習
パーキンソン病

摘期に合わせた生括動作講義演習

鴫下障害 時下陣害について評価と治療について

眠引実技
眼引実技

唖引実技

残存簡とADL動作の関慌 講義・演習

残存筋とADL動作の関慌 講義・演習

作業療法評価と作業醍法アプローチ鵡義・演習

起居助作移動動作拙義・演習
頚髄損傷

食事動作・更衣動作講義・演習

盤容動作 誹義・演習

排拙動作講義・演習

入浴動作 税義・演習

。定期試験 100点満点
0控然時間数の3分の l以上欠席し|畳総よのルール 留意点
た者には単{立を与えない

演習ではジャージなどの動きやすい絡好で参加するよう
指示がありますので従って〈ださい.
スマートフォン、 PCなどは指示のあったときのみ使用し

て〈ださい.

2果組やレポートに闘するフィ-eバック

フィードパックは全体に実施方る
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作業療法学科 昼間部

科 目 高次脳機能障害治療学 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 伴野 麻矢 学 年 3年生 前期

資格

実績経験
臨床・教育:26年

博士作(探諜療位法E士療学}

『高次脳機能』とは人が部日の生活を営む上でょにかせないコミユーケ シ部かョ外困ンや様々な行為の土台になる機能です.人間
がその人らしい生活を送るためにとても必要な機能です。脳わ血管れ疾ば患良や顕 傷などで脳!と損傷づを負さってしまった場合、
今までのぞ由人らし古を央い、家族や周りの人たちはどう闘 いのか惑し、生活のし ら を抱えてしまいま

位授置業づのけ
す。

との授諜では高止脳機能障害の陣例障害害を特交も性えあを学び、 そ櫛のを行義評価い内方でま法すや。社高べ私次会たく脳多生ち機活〈のにおいてどのような支の極陣があり、 それに対して
どのような関わりが必要かを突 ながら講が義、 能障害デオにはたくさん 類があり、障害機特能性を
捉えにくい、 ージしづらい り なる のピ や私が臨 吉た高次脳 陣害
の方々 の話すをイ交生活メえて皆中さんがイメージしやすますいよう解説します。 ち 生活1:置き換えて床高で止す診脳。て機能を捉えていくとと
が大切で . の でどのような支障がでるかをイメージしながら受講して欲しいと思いま

到達目標
①②宮@高病高そ次れ次態ぞ脳脳機機れ障能能害の別脳障に関わる脳の局在を説明できる.の局在評価が概障害されたときどのような障害がでるか、実方陣害名がと障き害特性を説明できる

害の病の評態 要を理解ぽし、す病影態に応じた評価を選定、 施法 で る。
が生活上で及 響、問題を理解し、介入 を説明できる。

授業形態 講義・実習
L 

授業計画

回数 項目 講義内容

l回
高次礎脳知機能障害の

脳の機能とは何か/高次脳障害とは何か/高次脳機能のプロセス
ト一一一

基識
2回 脳の局在と機能/高次脳機能障害の病態と原因

3回 言語野の機能/と失病語態症にと応はじ/た
失語症の分類 評価

4回
優高位次半球損能傷障による

失語症の病態に応じた介入
ト一一一

脳機 害
5回 失行症とは/失行症の分類と病態に応じた評価

ト一一
6回 失行症の病態に応じた介入

7回
認高障知害次 (対象認知)の

失視認覚の分類 ①態視I~覚応性の認知と介は/入視/覚パ失認の分類と病態
失認の病 じた評価と リント症候群について

ト一一一 による
②態失身体認のに病関態したと失評価認//身介体入失認の分類と病態/身体失認の病態に応じた評価と介入!cr病8回 脳機能障害

9回
視空高間認知の障害に

視空間失認の分類/半側空間無視の病態
ト一一一 よる 次脳機能障害 半側空間無視の評価(代表的な検査パッァリ )の紹介と介入/地誌的障害の病態と評
IO回 価・介入

II回 注意機能脳機の能障害によ 注意機能とは/注意の段階による分類/注意障害の病態に応じた評価(代表的なパツ7
る高次 障害 リー)と介入

12回
記憶次の障害による

記憶のメカニズム/記憶の構造/記憶の分類
ト一一 高脳機能障害
13回 記憶障害の病態と評価・介入

14回
前頭葉高機次能の障害に

前頭葉機能について/遂行機能障害の病態/評価と介入

ト一一 よる 脳機能障害 社会的行動障害の病態リ/ー評の価紹と介介入15回 代表的な検査バッテ

成績
評価

定期試験を実施 受誹上のJレール 留意点| ※プリントを配布する。必ず持害すること。

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

標準作業療法学高次脳機能作業療法学 能登真一 医学書院
教科書

オフィスアワー Z住陸自圭陸i歪J;!J歪査包撞古 l主メー』レ主調盤~だ主いi
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作業療法学科 昼間部

科目職業関連活動学 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当 講師 柴田美雅 学年 3年生前期

資格 ー.[[作急適韮医聾性所成療療期校福リ法ハ教祉・実四教育ビ畳務経育リ経期テ験・験ー管1・外理1シ来6笹1ョ3年年等士ン 医療機関および老人探曲施設での臨床経験実績経験 事業所での、投職および管理経験 l 

認it定髄作支援諜療専法門士員 l 

士桔障てめこ害士がののに者就授障のも害が峨業、業者就務陣で活動害の労のは就者、すを中すで人労るの職就たににるとって 『職業』 とはどのような意味があるのかを考え、 職濃リハビリテーション概意、 理論を知り、 作業療法どのような投割をもち、どのような関わりができるかを学ぶことを目的とします.

イ立置づけ ときの思いをきちん 労支援に関わる理論背景を持って対応することが必要となります。作業療
授業の めの支援を考えたときや度と畳疾な、作患けど業止、の知療め法土自身が「働くととの意味』を考え、職業遭択の 基準、病気や陣容を抱え

謀関連活動は、摘 を抱えた人の生活の賀、人生の質に大きく関わる大切な仕事です.そのた
航関する理論制気 知、識陣就害を習得し症例を過して附よび演習による学叫め吋ま山・

業業答主者の檀定の就義にとキャリア発進について説明できる
関 る理論について説明できる

到達目標 労度について説明できる

労密主ご担との作す制業け療{法宇について説明で構きる法〈士精神役陣割容 身体障害 高次脳機理能解附寄 知的陣容 尭連陣容)
におる聾波法評価作療 の 、開通機聞との連携を し説明できる

授業形態 講義・実習 対面と遠隔の併用授業

」一ーー

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 人と職業 職業の定義・分類、職業の意味と構成要素、働くことのこ面性

2回 活職業動リハビリテーション
の概念 ニーズ、役割、サービスや支援の戦略、役割の代替

3回 就労支謹に関する理論 欲求階層モデル、職業的発達など

4回 陣容者と職業① キャリア発達の視点、障害者雇用の現状

5回 障害者と職業② 障害者の就労制度

6回 職作業業関療連法日活①動にお貯る 就労支援における作業療法の役割、関連職種との連携

7回 職作業業療関連法日活②動における 作業療法評価過程

B回 職作業業療関連法試活③動における 作業療法治療過程

9回 陣容別就労主揮の笑際 事例学習に向けた疾患別障害特性について・グループワーク学習

10回 障害別就労主揖の笑際1 精神障害の就労事例

11回 障害別就労主揖の実際2 身体障害の就労事例

12回 障害別就労宜慢の実際3 高次脳機能障害の就労事例

13回 隊筈別就労支援の実際4 知的障害の就労事例

14回 まとめ① 国家試験過去聞と学習内容の確認.グループワーク調べ学習

15回 まとめZ 国家試験過去問と学習内容の確認ーグループワーク発表

-授提グ業態度:20% 
( 出期限プ厳ワ守・課題への取組み等) 疾捉患別の病娘や陣害特性を理解した上で、就労を

成績 .:t')v- ーク課題:20% 
受講上のルール・留意点 えていくことがとて患も大特切です.

評価 (課題内容やまとめ方の工夫等) 事前の学臨邑lとして、疾 性などについて予習をし

.定期試験:60% 授業にんで下古い。

上記を総合評価とする

課題やレポートに関するフィードパック

課題などのフィードパックは、グループおよび必要に応巳て全体に行う。個別に希望する場合は個人で申し出ること。

書名 著書名 出版社名

参考作業療法学金書第12巻職業関連活動作業療法技術学4 平日担本作昭信諜線・治法瀬土璃協昭会 編院集修 協同医書出版
教科書

キャリア主撞1:基づく職諜リハビリテ ションカウンセリング浬愉と実際 松為信雄 ジアース教育新社

オフィスアワー 毎週金曜を除いて適宜
不在時はメール等で対応

ー」
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作業療法学科 昼間部

科 目 作業療法総合演習E 単位・時間数 2単位・ 60時間

担当講師 作業療法学科教員 学年 3年生 後期

資格
各作験分業を活療野か担法し士当、の教員実績経験

作業療法土
として医療・療養・介護療演育習施を設行にう。て治療を行ってきた実務経
実例を交えながら講義

叩跡戸M一調諜問学1…祭の問地主一← 主酌返肺ヨz臓e肌 蹴 実 習Eの地輔副h
位授置業づのけ

実技演習。

事例報告を中心とした演習、評価実技などを共同学習において学び、総合実習で必要な知簡を確認す
到達目標

る評。価学。治療学などの振り返りを通じて、作業療法についての理解を深める。

授業形態 演習 |対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 オリエンテーション 作業療法総合演習Eの全体説明

2回 評価治療演習 身体障害分野①情報収集

3回 評価・治療演習 身体障害分野②面接、観察

4回 評価・治療演習 身体F章害分野③検査・測定

5回 評価・治療演習 身体障害分野④全体像のまとめ

6回 評価・治療演習 身体障害分野⑤固標設定

7回 評価・治療演習 身体障害分野⑥治療立案、再評価

8回 評価・治療演習 身体障害分野⑦考察

9回 評価治療演習 老年期障害分野①情報収集

10回 評価・治療演習 老年期障害分野②面接、観察

11回 評価・治療演習 老年期障害分野③検査・測定

12回 評価・治療演習 老年期障害分野④全体像のまとめ

13回 評価・治療演習 老年期障害分野⑤目標設定

14回 評価・治療演習 老年期障害分野⑥治療立案、再評価

15回 評価治療演習 老年期障害分野⑦考察

16回 評価治療演習 発達障害分野①情報収集

17回 評価治療演習 発達障害分野②菌接、観察

18回 評価治療演習 発達障害分野③検査測定

19回 評価・治療演習 発達障害分野④全体像のまとめ

20回 評価治療演習 発達障害分野⑤目標設定

21困 評価・治療演習 発達障害分野⑥治療立案、再評価

22回 評価・治療演習 発達障害分野①考察

23回 評価・治療演習 精神障害分野@情報収集

24回 評価・治療演習 精神障害分野@面接、観察

25回 評価・治療演習 精神障害分野@検査・測定

26回 評価・治療演習 精神障害分野③全体像のまとめ

27回 評価治療演習 精神障害分野⑤目標設定

28回 評価・治療演習 精神障害分野⑤治療立案、再評価

29回 評価・治療演習 精神障害分野⑦考察

30回 まとめ 」 全体の振り返り、まとめ

提出課題は必要内容を記載して、提出期限内に

成績評術
提出限題 50% 受講上のルール 提出すること。

事例報告評価 50% 留意点 授業時間数の3分の1以上欠席した者には、単位
を与えない。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックはクラス全体に実施する。
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作業療法学科 昼間部

科 目 臨床実習 I 単位・時間数 6単位・270時間

担当講師 作業療法学科教員 学年 3年生後期

査格

実績経験

作業療法士

臨床実習 Iは、臨床実習指導者のもとで、 作び、習業作実指療法の評価の修得と実践を行う
1 各臨床 設における作業療法およ 療法士の役割と機能を学ぶ
2 臨床実 者 、援助のもとに 生が象児・者を全体的に把握する

位
授E置業づのけ 3. 2 実習評す3て指価習るは施導にM 基づの指き導実習生は、 臨床実 業習講者の対指導・援助のもとに評価のまとめを行い、 作業療法

目標を設定
4. 3におして TDLPの臨床思考過程をもとにまとめるととができる
5.作業療法士としての基本的態度を習得し、専門職としての能力の向上・充実をはかる

今までの学内での講義・演習、および臨床実習査早期見学実習 l年次、見学実習・ 2年次)で修得した、
知識、コミュニケーション能力、作業療法の検 、臨床的推論・思考をもとに、指導者の指導・援助のも
と、対象児・者への作業療法検査・評価が実施できることを目標とする。

護
法土としての礼儀・礼節・接遇が体現で昔、基本的なルールを遵守するととができる。

到達目標 意欲評観の価業察的に取り組むことが出来る
法 務を理解し、対象者に対してリスク管理を行うととが出来る

法 選の、・検択指計査画肢導結者、・準備を行うととができるの 果から、全体像をまとめるととが出来る
事を 記録を行うととが出
応項じて やスタッフに連絡・来報告る ・相談ができる巴

授業形態 実習 | 対面授業

授業計画

実習前・臨床実習・実習後の学習上の注意点

者指定ーと教面シ談科ョ書ンし等技実能・鵠習、実の稜実技貰施方法ポを確認し施、臨効床し果実的習実な笑締習義備を実実施施できるように準官備前ダる.料鰍のイント、 習前 で した内容は実 1:整理し、確認すること.
ケ 習を入念に実、 にえること.

で に々 なポととを体験、見 るょにめること。
知 毎白書 (ートフォリオ)とて記録すること。

学ん実書だ点習類を盤理し、 発鍛提表の郡実備を行総うとと。
じて 担当者と面出しす、 習の括を実施すること.
来を類にまとめ ること.

図書t 項目 講韓内容

第1潤 施施役設のに概お要観けの初察をる知作図検業面る療後査法の役割を知る

対対象象者者のと 評価
施設且び、道作具車な療ど法に室触にれつるい.てのオリエンテ ションを畳け、対-評草価児の田者実践のを観行察う、作業揖，去の
用い方 対象児・者の協力を得て、横査

第2週 対象者の観察・検査評価 臨う.床必異要習な指記導録者をの残指す導.田下で‘対車児・者の協力を樟て、作業揮法検査・評価由実践を行

対象者ピの評価及びまとめ
臨理を残床、統す実合。習、指解導釈者を由行もいと、で.、対ピ車リ児者の協力出よをぴ得作て業観療察法・樟固査有 評価由実践をし、必情要報なの記整録

第3週
リハ リテーションおよび作業療法目標の設

')' テーションお 標の接定を試みる。
定臨床実習指噂者からのフィードパック

実習地評価、課題提出物 l受講上のJレール留意
もとに総合的に判断する. I 点

原則として遅刻、早退、欠席は認めない。

レポートに聞するフJ ードパ、

実習地での課題やレポートのフィードパックは実習地で実施する.また、実習全体に対する相競およびフィードパック
は、 「実習中の電話やメールJ r臨床実習地訪問の商談時J r実習終了後Jに担当教員からも行う。

書名 著書名 出版社名

教科書 臨床実習の手引き 学校資料

参考書

オフィスアワー 担当教員への連絡は電話またはメールで随時可能
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作業療法学科 昼間部

科 目 作業療法特論 単位・時間数 12単位・360時間

担当講師 作業療法学科教員 Aマ4ーL 年 4年生後期

資格

実績経験
作業療法士として病院勤務などの実務経験を活かし、実例を交えながら講義を行う

各領域の専門知識を活かし、学生との双方向での教育を行う。
作業療法土

位授置業づのけ
基礎分野・専門基礎分野・専門分野の 1年-4年前期までの学習を振り返り、作業療法実践のために必要な知
識を再学習する。
臨床における実地的な知識をグループワークなどを通して習得する

解剖学・生理学含・運動学・心理学などの基習得礎す分野の知識を習得する
到達目標 各臨床医学をむ専門基礎分野の知識を る

作業療法の専門分野の知識を各領域ごとに習得する

授業形態 講義・演習 対面授業・一部遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l期 基礎分野
解剖学・生理学・運動学・心理学などの基礎分野について(講義・グループワー

ク)

2期 専門基礎分野 各臨床医学などの専門基礎分野について(講義・グループワーク)

3期 専門分野 評価学・治療学などの作業療法専門分野について(講義・グループワーク)

成績評価
各期での試験100%

受講上のルール・留意点
グループで行う演習に関して、必ず役割を持ち、傍
観者にならないこと。
評価には授業全体の 2/3の出席が必要

:
 

事
つ
一

-
T
J

『:
 

移

一
B

-

P
A

一

時

一

随

一

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書

参考書 講義開始時に説明

オフィスアワー 腿堕
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作業病法学科 昼間部

科 目 作業療法臨床セミナ-II 単位・時間数 2単位 60時間

担当講師 作業療法学科教員 学年 4年生通年

資格

験分作野業を活担療か法当しご土、とと実のし例て各を医教交療員え・療な養がら・介講護義・・療演育習施を設行にう.て治療を行ってきた実務経実績経験

作業療法土

位授置業づのけ 実実習習で終的宜経了前に験桂はにし、準に臨て備は床き実教た実習育こ習をでとEを行経の振い験桝り、し返臨了てり床き桂、た能、次こ事力期と例ののを報向実振告上習り返ををに中P目活、心指か知とすす織し。。とた経相験互の学定習着をを通促じすて.、実習
具体 学習経験を共有する。

到達目標
MTDLPのシートを活用しOTの臨床思考を学びながら事例報告、討論が行える。臨床場面での応用を含め
た展開方法などについても知る。

授業形態 演習 |対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 時義内容

l回 オリエンテ ション 作業療法臨床セミナ Eの全体説明

2回 事例のまとめ レポート・レジュメのまとめ方①情報収集(一般、社会的、医学的)

8回 事例のまとめ レポート・レジュメのまとめ方②作用療法評価(面接、観察、検査・測定)

4回 事例のまとめ レポート・レジュメのまとめ方③全体像のまとめ

5回 事例のまとめ レポート・レジュメのまとめ方④目標設定考察

6回 事例発表 身体障害分野①症例A 発表

7回 事例発表 身体障害分野②症例A 検討

8回 事例発表 身体障害分野@症例B 発表

9回 事例発表 身障陣害分野@症例B 検討

10回 事例発表 身体障害分野@症例C 発表

11回 事例発表 身体障害分野@症例C検討

12回 事例発表 老年期障害分野①症例D 発表

13田 事例発表 老年期障害分野②症例D 検討

14回 事例発表 老年期障害分野③症例E発表

15回 事例発表 老年期障害分野④症例E検討

16回 事例発表 老年期障害分野⑤症例F発表

17回 事例発表 老年期障害分野⑤症例F検討

18回 事例発表 発達障害分野1)症例G 発表

19回 事例発表 発達障害分野②症例G 検討

20回 事例発表 発達障害分野③症例H 発表

21回 事例発表 発達障害分野@症例H 検討

22回 事例発表 発達障害分野@症例I発表

23回 事例発表 発達障害分野⑥症例I検討

24回 事例発表 精神障害分野①症例J発表

25田 事例売表 精神障害分野②症例J検討

26回 事例発表 精神障害分野@症例K 発表

27回 事例発表 精神障害分野@症例K 検討

28回 事例発表 精神障害分野⑤症例L発表

29回 事例発表 精神障害分野⑥症例L検討

30回 まとめ 全体の振り返り、まとめ

提出課題は必要内容を記載して、提出期限内に

成品i評価
提出課題 50% 

畳蛾上のルル・由宜点
提出すること。

事例報告評価 50克 授業時間数の3分の1以上欠席した者には、単位
を与えない。

課題やレポートに関するフィードパック

フィ-~パックはクラス全体に実施する。学生の事例報告を踏まえて、適宜フィードパックを行う。
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作業療法学科 昼間部

科 目 地域作業療法学E 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 栗原 実里 学 年 4年生 後期

資格

実績経験 資病実格院務経勤作務験業、を療訪交法問えl土講リハ義ビリテーション、 訪問看髄でのリハビリテーションを経験。
を行う。

位授置業づのけ

地域で活躍されてる各分野の作業療法士より、地域で働く作業療法士の実際を聞き、地域家リハビリテーショ

ンについてを学にぷ生。地域リハビリテーションとは障害を持つ子供、成人、高齢者やその 族作が業住療み法慣土れのたと
ころで、安全にき生きと生活できるようにサポートすることであり、地域で求められる 役割
や業務内容について症例を交えた講義で学ぶ。

1.地域作業療法および地域のリハビリテーションについて理解する
到達目標 2地域における作業療法の役割について理解する

3地域における多職種連携について理解する

講義
授業形態 対面と遠隔授業の併用

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 地域作業療法概論 地域リハビリァーション、地域作業療法について

2回 訪問リハビリァーション<D 訪問リハビリァーションが地域リハビリァーションで担う役割について

3回 訪問リハビリテーション母 訪問リハビリァーションの業務や作業療法士の役割について

4回 適所介瞳施設:D 通所介護施設が地域リハビリァーションで担う役割について

5回 週間介瞳施設2 適所介護施設の業務や作業療法士の役割について

6回 就労支控施設① 就労支援施設が地域リハビリァーションで担う役割について

7回 就労支撞施設置 就労支援施設の業務や作業療法士の役割について

8回 障害者支哩施設苫 障害者支援施設が地域リハビリァーションで担う役割について

9回 附答者支撞施設窃 障害者支援施設の業務や作業療法土の役割について

10回 尭遺障害支撞① 発達障害者支援施設が地域リハビリァーションで担う役割について

11回 尭遺障害支担② 発達障害者支援施設の業務や作業療法土の役割について

12回 精神障害者支控① 精神障害者支援施設が地域リハビリ 7ーションで担う役割について

13回 精神陣容者支撞② 精神障害者支援施設の業務や作業療法土の役割について

14回 高次脳機能障害者支橿:D 高次脳機能障害者支援施設が地域リハビリァーションで担う役割について

15回 高次闘機能陣容者支哩② 高次脳機能障害者支援施設の業務や作業療法士の役割について

年回の講義毎にgoogleformで課題を提示する。
課題内容は、講義の感想と、臨床で働〈上で自身の

態度25%
成績評価 受講上のルール留意点

課題と目標についてを200字以内にまとめるものと
課題50% する。

課題やレポートに関するフィードパック

個別に行う

書名 著書名 出版社名

教科書 なし

参考書 なし

オフィスアワー
火・土・日曜日以外、午後17時まで.

それ以外はメールで相談。
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位授置業づのけ

到達目標

授業形態

授業計画

作業療法学科 昼間部

臨床実習E

作業療法学科教員

単位・時間数

学年

16単位・720時間

4年生通年

臨床実臨凍習Eは、導臨床実の指習指導者援のもとで、職が業ら人としての総者合的、かつ、作療業法療法の基実本的技能の取得録と実告践を行評う
1 実習指者 導・ 助を受けな 、す対る車児・ の評価、作業 の計画・ 施、その記報、再価と

いう作作一貫業業療療し法法た作プ業ロ療法のプロセスを体験・習得
2 セスについてはMTDLPを用いてまとめる。
3 士としての、管理・運営業体務を学ぷ

4 対他職象児種との協働(チーム合医療)を 験・習得する。
5. ;tt~Vr.. 者に対する、総 リハビリテーションサービスの中での、作業療法の意識を考え、作業療法士の役割と機
能を学ぶ

今までの学者知内識での講義ー・演習、 および能画臨力床実、実作施習業、療(早法期の見検学査実、習 評l的年価推次論と、 ・見j思学考実を習も・ 2年に次、 臨導法床者の実のプ習指ロ 1 : 3援年助次の) で修得した、 、コミユーケーショシ 臨床 と、指 導・ もと、
対す象児・ への評価、作業療法の剖 その記録報告、再 いう一貫した作業療 セスを体験・習得

ることを目標とする。

議離拙畑 一欲的 ことが出来る
の業価 、対車者に対してリスク管理を行うことが出来る
評 備を行うことができる
者の 結果から、全体棋をまとめることが出来る
者の もとに、作業導療法助計画の立案を行うととが出来る
計画 指導者の指 ・援のもとに体験・実施することが出来る

項じを 録を行うことが出来る
て指 スタップに連絡・報告・相談ができる.

講義・演習実習 上 対面授業

実習前・臨床実習・実習後の学習上の注意点

書ンし等技、実能習秘、実の義実資技高練料方習の訟ポを確認し、臨施効床し果実、的習実な前習実蹄に習義倣を実実施施でしたきるよはう実に準習備前する白イント、 で 内容 に猿理し、確認すること.
を入念に実 えること g

な々ポことを体験、見)学とすしてるよ めること.
日 (ートフォリオ 記 ことー

担を整当者理とし商(11発談!I表しLPの各準実種備習ンのをー行総ト括うををこ活実と用，施)す、ること.
にまとめ 提出することー

図書士 項目 講畿内容

第 l
施施対対象象設設者者のに慨おのと要観けの初察をる知作回・検商業る療按査法・評の役価割jを知る 施道設具及などびに作融業れ療る法。童対についてのオリエンテーシヨンを畳け、実対躍象を児行・者う。の必観要曹な、臨作時業を療萌法すの。用い方、-2 象児・者の協力を得て、横査・評価の

週

第 3
臨床実習指避導行者を行のう指。導・揖助の下で、評恒結果から作業療法計画を立案する.必要な記録をその他-4 治療E十回立系・実施

週
の課題の

第 5
臨白題床修由実正連習等行指苦を行行導うう者.。の一指定導期の間下櫨でに、再対評象価児を・者行いの協、;台力療を経得過てを、;ま自と曹めのて宴考践察、す観る察.、記作録業おEよt量び、そ治の揮他t十の面課-6 作業療法実施・再際価

週

第 7
事再治今災療後習務評価経終手の過課続了題ののきまとめおよび考察ぎ 臨避行床を実行習う指。導必者要白な下記で録、を治残療す経。過をまとめて考軍する.ケーススタディの尭車。記録その他の課題の-8 のまとめ引継

週 報告・フィードパック

官昔話型品理主?出物もと l畳締上のルール留宜点 l原則として遅刻、早退、欠席は認めない。

百日f願事U京三下r闇"<'<>ヲ可三下TI、、

実習地での課題やレポートのフィードパックは実習地で実施する。また、実習全体に対する相談およびフィードパックは、 「実習中の
電話やメールJ r臨床実習地訪問の面談時J r実習終了後Jに担当教員からも行う。

書名 著書名 出版社名

教科書 臨床実習の手引き 学校資料

参考書

オフィスアワー 担当教員への連絡は電話またはメールで随時可能

L 
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